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大
國
隆
正
著
『
音
図
神
解
』
の
翻
刻
と
紹
介

上
西
　
　

亘

一
、
は
じ
め
に

　

大
國
隆
正
（
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
十
一
月
～
明
治
四
年
（
一
八
七

一
）
八
月
）
の
研
究
は
、
大
崎
勝
澄
・
岡
田
實
・
阪
本
健
一
・
上
田

賢
治
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
知
見
を
述
べ
て
お
り
、
近
年
で
は
武
田

秀
章
・
森
瑞
枝
・
松
浦
光
修
・
中
村
聡
ら
が
研
究
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。
今
回
取
り
上
げ
る
『
音
図
神
解
』
で
あ
る
が
、
大
國
隆
正
の
代

表
作
の
一
つ
と
称
さ
れ
て
い
る
（
（
（

に
も
拘
わ
ら
ず
『
大
國
隆
正
全
集
』

刊
行
の
際
に
も
活
字
化
さ
れ
ず
、
翻
刻
さ
れ
た
も
の
も
学
術
雑
誌
な

ど
に
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、『
音
図
神
解
』
に
直
接
言
及
し
て
い
る
論
文
や
書
籍
は
管

見
の
限
り
で
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
そ
の
内
容
自
体
に
は
、
未

だ
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

　

さ
て
、
隆
正
の
事
蹟
で
屢
々
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
最
高
水

準
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
東
西
の
学
問
知
識
を
総
動
員
し
た
、

隆
正
の
優
れ
た
見
識
か
ら
導
か
れ
た
、
外
国
観
や
政
治
思
想
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
簡
潔
明
快
で
、
現
代
に
生
き
る
我
々
か
ら
見
て
も
、
隆
正

の
思
想
や
要
点
が
理
解
で
き
よ
う
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
知
識
が
、

明
治
維
新
前
後
の
神
祇
行
政
に
関
わ
っ
た
人
物
の
思
想
形
成
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
『
音
図
神
解
』
は
、
五
十
音
図
の
妙
理
と
、
五
十
音
図
を

構
成
す
る
仮
名
文
字
一
つ
一
つ
の
本
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
、

隆
正
自
身
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
位
置
づ
け
た
言
語
学
研
究
の
一

部
で
あ
る
。
隆
正
の
言
語
学
研
究
に
関
す
る
一
連
の
著
作
は
、
外
国

観
や
政
治
思
想
を
論
じ
た
も
の
と
比
し
て
、
現
代
の
感
覚
で
捉
え
よ

う
と
す
る
と
、
そ
の
独
特
の
感
性
か
ら
一
見
し
て
理
解
す
る
こ
と
は

史
料
紹
介
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困
難
な
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
ど
う
し
て
も
隆
正
の
外
国
観
や
政
治
思

想
に
研
究
の
力
点
が
置
か
れ
て
し
ま
う
の
は
あ
る
意
味
当
然
と
い
え

よ
う
。
し
か
し
、
重
ね
て
言
う
が
、
大
國
隆
正
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ
ー
の
一
側
面
と
し
て
、
隆
正
が
五
十
音
図
と
、
そ
れ
を
構
成
す
る

仮
名
文
字
一
つ
一
つ
に
、
大
い
な
る
霊
妙
が
備
わ
っ
て
い
る
事
に
、

並
々
な
ら
ぬ
学
問
的
興
味
を
持
ち
、
生
涯
に
亘
っ
て
そ
の
研
究
に
力

を
尽
く
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

本
稿
は
、『
音
図
神
解
』
研
究
の
肇
と
し
て
、
安
政
二
年
頃
に
成

立
し
た
と
さ
れ
る
『
音
図
神
解
』
を
翻
刻
し
、
併
せ
て
『
音
図
神

解
』
の
若
干
の
考
察
と
、
國
學
院
大
學
蔵
本
の
別
本
『
音
図
神
解
』

も
併
せ
て
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、『
音
図
神
解
』
に
つ
い
て　

―
「
別
本
」
の
存
在
―

　
『
音
図
神
解
』
は
安
政
二
年
頃
（
（
（

に
成
立
し
た
隆
正
の
語
義
・
音
義

解
釈
の
書
物
で
あ
る
。
一
般
に
『
音
図
神
解
』
と
い
え
ば
こ
の
書
を

指
す
。『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
静
嘉
堂
文
庫
、
学
習
院
大
学
図

書
館
、
京
都
大
学
図
書
館
、
國
學
院
大
學
図
書
館
、
東
京
大
学
図
書

館
（
安
政
二
写
）、
岩
瀬
文
庫
（
自
筆
序
跋
）、
無
窮
会
神
習
文
庫
に
写

本
が
存
在
す
る
。

　

今
回
の
翻
刻
で
は
岩
瀬
文
庫
蔵
本
の
『
音
図
神
解
』
を
用
い
た
。

縦
二
十
二
．
五
糎
×
横
十
五
．
六
糎
。
巻
数
一
巻
二
冊
。
一
之
上
は

序
二
丁
・
本
文
五
十
二
丁
・
跋
一
丁
、
一
之
下
は
序
二
丁
・
本
文
四

十
六
丁
・
跋
一
丁
か
ら
な
る
。
序
文
の
一
丁
表
に
は
岩
瀬
文
庫
の
蔵

書
印
と
、
羽
田
埜
敬
雄
の
蔵
書
印
、
羽
田
八
幡
宮
文
庫
の
蔵
書
印
、

神
代
文
字
の
草
書
体
で
「
か
む
な
ら
ふ
」
と
刻
さ
れ
た
校
本
印
の
計

四
種
の
朱
印
（
（
（

が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
一
面
に
八
行
書
き
。
一
行

に
は
凡
そ
二
十
一
字
か
ら
二
十
四
字
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
國
學
院
大
學
図
書
館
に
は
三
種
類
の
『
音
図
神
解
』
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
調
査
中
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
つ
は
一
般
書

と
し
て
登
録
さ
れ
、『
国
書
総
目
録
』
が
当
該
典
籍
を
指
し
て
い
る

と
さ
れ
る
（
（
（

『
音
図
神
解
』
で
あ
る
。
序
跋
は
存
在
し
な
い
。
そ
し
て

貴
重
書
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
音
図
神
解
（
（
（

』
の
内
、
原
簿
番
号

３０４
・
３０５
が
所
謂
安
政
二
年
に
成
立
し
た
『
音
図
神
解
』
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
（
（
（

。

　

ま
た
、
や
や
話
が
煩
雑
に
な
る
が
「
音
図
神
解
」
と
名
が
付
く
も

の
に
、『
音
図
神
解
』
の
別
本
が
二
種
存
在
す
る
。
一
つ
は
上
・
中
・

下
計
三
冊
の
『
音
図
神
解
』
で
あ
る
（
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
題
簽
に
は

『
音
図
神
解
』
と
あ
る
。
内
容
は
総
論
と
し
て
五
十
音
の
一
音
一
義

を
網
羅
的
に
記
そ
う
と
試
み
た
と
見
ら
れ
る
跡
が
あ
る
が
、
構
成
と

し
て
は
内
題
の
巻
数
が
欠
け
て
い
た
り
、
前
後
し
て
い
た
り
と
「
総

論
」
以
外
は
構
想
で
終
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
計
十
冊
の
『
音
図
神
解
（
（
（

』
が
あ
る
。
書
物
の
構
成
と

し
て
は
日
記
の
よ
う
に
冒
頭
に
年
月
日
を
付
す
る
な
ど
、
さ
な
が
ら
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研
究
成
果
の
覚
え
書
き
の
よ
う
な
形
式
が
取
ら
れ
て
い
る
。
一
冊
目

に
記
さ
れ
る
本
義
の
、
一
丁
目
の
日
付
は
慶
応
二
年
二
月
と
な
っ
て

お
り
、
最
も
新
し
い
日
付
は
辛
未
（
明
治
四
年
）
五
月
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
時
系
列
と
し
て
一
冊
目
が
成
立
年
が
最
も
古
い
訳
で
は

な
く
、
十
冊
と
も
慶
応
二
年
の
日
付
が
あ
る
こ
と
か
ら
ほ
ぼ
同
時
進

行
的
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　

最
も
新
し
い
日
付
が
隆
正
が
没
す
る
三
ヶ
月
前
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
解
る
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
五
十
音
図
に
基
づ
く
言
語
解
釈
を
自
ら

の
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
」
と
し
て
、
執
筆
に
勤
し
ん
で
い
た
こ
と
は
特

筆
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
に
大
國
隆
正
が
『
音
図
神
解
』
と
称
し
て
著

し
た
も
の
は
、

①　

上
・
下
二
冊
の
『
音
図
神
解
』

②　

上
・
中
・
下
三
冊
の
『
音
図
神
解
』

③　

本
義
・
阿
行
～
也
行
か
ら
な
る
十
冊
の
『
音
図
神
解
』

の
計
三
種
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
（
（
（

。
隆
正
が
『
音
図
神
解
』
と
い

う
著
作
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
深
さ
の
程
が
伺
え
よ
う
。
本
稿
で
は

安
政
二
年
成
立
の
『
音
図
神
解
』
の
み
の
紹
介
に
留
め
る
が
、
前
述

し
た
「
別
本
」
と
の
位
置
づ
け
な
ど
と
の
比
較
検
討
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

三
、『
音
図
神
解
』
の
大
略

　

隆
正
の
言
語
学
研
究
上
に
お
け
る
『
音
図
神
解
』
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「
大
國
隆
正
の
言
語
学
研
究
序
説
（
（（
（

」
に
て
概
略
を

述
べ
た
が
、
確
認
の
為
再
度
簡
単
に
言
及
し
た
い
。
隆
正
が
語
義
・

音
義
に
関
し
て
自
説
を
述
べ
る
際
に
は
「
く
は
し
く
は
音
図
神
解
を

見
て
し
る
べ
し
」
等
と
著
書
中
に
て
読
み
手
を
誘
導
し
て
い
る
箇
所

が
多
々
見
ら
れ
（
（（
（

、
自
他
共
に
『
音
図
神
解
』
を
語
学
研
究
の
代
表
的

著
作
と
し
て
重
き
を
置
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

一
之
巻
上
の
冒
頭
で
隆
正
は
、

人
の
も
の
い
ふ
こ
ゑ
さ
ま
〳
〵
に
わ
か
れ
て
あ
れ
ど
、
つ
ま
る

とこ
ろ
ハ
あ
い
う
え
お
の
い
つ
よ
り
外
ハ
あ
ら
ず
、
い
か
に
い
づ

るこ
ゑ
も
、
長
く
ひ
け
バ
そ
の
長
き
に
堪
ず
そ
の
こ
ゑ
を

う
し
な
ひ
て
、
あ
い
う
え
お
の
五
つ
に
か
え
る
を
も
て
、
こ
れ

を
さ
と
る
べ
し
さ
れ
は
そ
の
あ
い
う
え
お
の
五
つ
ハ
、
あ
と
い

ふ一
こ
ゑ
を
も
と
に
し
て
い
づ
る
こ
ゑ
な
り
、
さ
れ
バ
あ
ハ
い
そ

ぢ
の
こ
ゑ
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
ば
の
も
と
に
し
て
、
こ
の
こ
ゑ
の

こ
ゝ
ろ
よ
り
あ
き
ら
め
お
か
ざ
れ
バ
、
わ
が
く
に
の
古
言
を

と
く
そ
の
ま
こ
と
に
か
な
ひ
が
た
か
り（（（
（
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と
、
五
十
音
中
、
あ
行
・
特
に
あ4

の
字
が
他
の
全
て
の
言
葉
の
本
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、「
あ
」
の
持
つ
意
味
を
理
解
で
き
な
け

れ
ば
古
言
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
述
べ
る
（
（（
（

。

　
『
音
図
神
解
』
本
文
の
内
容
自
体
は
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
他

の
著
作
で
も
述
べ
た
説
を
再
構
成
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
隆
正
が
当
初
想
定
し
た
、
五
十
音
の
一
音
一
義
を
詳
細
に
書

き
表
し
た
著
作
と
い
う
よ
り
は
、
五
十
音
図
を
理
解
す
る
上
で
、
隆

正
が
最
も
重
視
す
べ
き
事
柄
を
、
読
み
手
に
平
易
に
伝
え
よ
う
と
し

た
五
十
音
図
に
つ
い
て
の
概
説
書
と
い
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

隆
正
に
と
っ
て
五
十
音
か
ら
な
る
言
語
を
理
解
す
る
上
で
重
要
と

説
く
の
は
、
第
一
に
「
あ
」
の
持
つ
言
葉
の
本
義
で
あ
り
、
次
に
自

他
を
わ
け
る
境
界
と
な
る
言
葉
で
あ
る
、「
あ
」
と
「
わ
」
の
関
係

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
様
々
な
文
献
や
、
事

象
か
ら
「
あ
」
と
「
わ
」
の
関
連
性
を
具
体
的
に
列
挙
し
て
い
く
。

　

加
え
て
、「
わ
」
と
い
う
言
葉
は
漢
字
と
し
て
「
輪
」
が
充
て
ら

れ
る
と
共
に
、「
和
」
を
示
す
言
葉
で
も
あ
る
と
隆
正
は
指
摘
す
る
。

「
和
」
を
守
る
こ
と
も
「
忠
孝
貞
」
の
こ
こ
ろ
を
持
つ
上
で
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
言
葉
で
あ
る
と
主
張
し
つ
つ
、
隆
正
は
「
わ
」
の
持
つ

言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
さ
ら
に
論
を
広
げ
て
い
く
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
あ
」
と
「
わ
」
を
言
葉
の
「
本
」
と
し
て
捉

え
、
全
て
の
摂
理
の
真
髄
は
「
あ
」
と
「
わ
」
か
ら
導
き
だ
せ
る
と

隆
正
は
論
を
導
い
て
い
る
（
（（
（

。

こ
の
よ
う
に
『
音
図
神
解
』
は
一
貫
し
て
「
あ
」
と
「
わ
」
の
本
義

の
重
要
性
と
用
例
を
列
挙
す
る
こ
と
に
終
始
す
る
が
、
一
之
巻
下
の

前
半
に
て
、「
あ
」
の
本
義
と
同
じ
く
、
隆
正
が
重
要
視
し
た
と
考

え
ら
れ
る
「
な
げ
き
」
と
い
う
言
葉
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

る
。
隆
正
は
歎
き
の
声
と
笑
み
の
声
を
「
あ
い
う
え
お
、
は
ひ
ふ
へ

ほ
、
く
ミ
あ
へ
ば
、
ゑ
ミ
の
こ
ゑ
と
な
り
は
な
れ
て
長
く
ひ
け
バ
な

げ
き
の
聲
と
な
る
こ
と
人
の
せ
さ
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
お
の
づ
か

ら
し
か
い
ふ
も
の
也
」
と
な
げ
き
の
声
を
規
定
す
る
。
ま
た
、「
な

げ
く
」
と
い
う
声
に
は
、「
な
げ
き
」
の
主
体
と
な
る
「
わ
れ
」
が

持
つ
感
情
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
「
大
人
の
心
」
と
「
小
人
の

心
」
に
区
分
け
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
、

図
を
以
っ
て
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、「
な
げ
く
」

と
い
う
言
葉
か
ら
想
起
さ
れ
た
古
典
や
和
歌
を
解
釈
す
る
上
で
重
要

な
用
語
を
実
例
を
挙
げ
て
語
義
解
釈
を
試
み
て
い
る
。「
な
げ
き
」

に
つ
い
て
は
『
音
図
神
解
』
以
前
に
『
こ
と
ば
の
ま
さ
み
ち
』
に
て
、

他
の
大
略
を
述
べ
て
い
る
が
、『
こ
と
ば
の
ま
さ
み
ち
』
を
祖
述
し
、

よ
り
詳
細
に
「
な
げ
き
」
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
以
上
に
自
ら
が
語
学
の
集
大
成
と
位
置
づ
け
る
『
音
図
神
解
』

に
「
な
げ
き
」
の
説
を
所
収
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

四
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
甚
だ
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
安
政
二
年
頃
成
立
『
音
図
神
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解
』
に
つ
い
て
の
若
干
の
紹
介
と
、
隆
正
が
『
音
図
神
解
』
に
持
つ
、

並
々
な
ら
ぬ
感
情
を
別
本
『
音
図
神
解
』
の
存
在
か
ら
推
察
し
た
次

第
で
あ
る
。『
音
図
神
解
』
の
よ
う
に
、
隆
正
の
代
表
作
と
さ
れ
な

が
ら
、
現
在
は
等
閑
視
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
も
、
有
る
程
度
の
意
義
付

け
を
試
み
な
け
れ
ば
、
大
國
隆
正
の
人
物
研
究
の
完
成
を
見
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
慮
す
る
。『
音
図
神
解
』
は
、
政
治
論
や
経
世
論
と

は
ま
た
違
っ
た
隆
正
の
学
問
の
一
側
面
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
資
料

と
い
え
よ
う
。
今
後
は
、
別
本
の
『
音
図
神
解
』
の
翻
刻
と
紹
介
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
隆
正
の
言
語
に
対
す
る
理
解
と
、
そ
の
学
問

的
な
価
値
と
位
置
付
け
に
つ
い
て
更
な
る
考
察
を
試
み
た
い
。

註（1
）　

福
羽
美
静
の
高
弟
で
あ
る
野
村
伝
四
郎
は
、『
大
國
隆
正
全
集　

第
六
巻
』（
友
光
社　

昭
和
十
四
年
）
の
巻
首
に
て
、『
古
傳
通
解
』

を
紹
介
す
る
際
に
、「
か
く
の
如
く
高
遠
に
し
て
博
大
な
る
理
想

を
説
い
た
本
書
―
他
の
音
図
神
解
と
共
に
、
先
生
の
研
究
の
二
台

根
幹
た
る
べ
き
―
」
も
の
と
し
て
『
音
図
神
解
』
を
隆
正
の
代
表

作
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

（
2
）　

一
之
巻
上
に
は
「
安
政
二
年　

六
月
」、
一
之
巻
下
に
は
「
安
政

二
年　

七
月
」
と
そ
れ
ぞ
れ
跋
文
に
書
写
年
が
あ
る
。

（
3
）　

蔵
書
印
に
つ
い
て
は
後
藤
憲
二
編
『
新
編
蔵
書
印
譜
』（
青
裳
堂

書
店　

平
成
十
三
年
）
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
校
本
印
の
「
か

む
な
ら
ふ
」
の
方
形
朱
印
で
あ
る
が
、
他
に
参
照
し
た
学
習
院
大

学
図
書
館
本
、
國
學
院
大
學
図
書
館
本
（
國
學
院
大
學
図
書
館
貴

重
書
原
簿
番
号
）
304
～
305
に
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
校
本
印
に
つ

い
て
は
未
だ
閲
覧
し
て
い
な
い
他
の
『
音
図
神
解
』
諸
本
を
閲
覧

す
る
事
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
別
途
考
察
を
試
み
た
い
。

（
4
）　

他
の
『
音
図
神
解
』
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
受
け
入
れ
年
月
日

が
昭
和
四
十
六
年
十
月
二
十
七
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
国
書
総

目
録
』
へ
の
記
載
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
る
。

（
5
）　

國
學
院
大
學
図
書
館
貴
重
書
原
簿
番
号
301
～
315
。
尚
、
安
政
二

年
頃
成
立
の
『
音
図
神
解
』
を
除
い
て
、
現
在
國
學
院
大
學
図
書

館
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（http://k-aiser.kokugakuin.

ac.jp/digital/diglib.htm
l

）
に
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
6
）　

内
容
は
今
回
紹
介
す
る
安
政
二
年
頃
成
立
の
岩
瀬
文
庫
本
『
音
図

神
解
』
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
が
、
文
字
が
朱
書
に
て
訂
正
さ
れ

て
い
る
箇
所
が
、
岩
瀬
文
庫
本
で
は
朱
書
の
通
り
に
改
め
ら
れ
て

書
写
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
成
立
は
岩
瀬
文
庫
よ
り
も

前
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
年
月
日
な
ど
が
付
さ
れ
て
い
な
い
為
、

こ
の
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
本
が
い
つ
頃
成
立
し
た
も
の
か
は
不

明
で
あ
る
。

（
7
）　

國
學
院
大
學
図
書
館
貴
重
書
原
簿
番
号
301
～
303
。
丁
数
は
上
七
十

三
丁
・
中
五
十
七
丁
・
下
八
十
六
丁
。
自
筆
稿
本
と
さ
れ
る
。

（
8
）　

國
學
院
大
學
図
書
館
貴
重
書
原
簿
番
号
306
～
315
。
自
筆
稿
本
と
さ

れ
る
。
こ
の
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
本
十
冊
本
『
音
図
神
解
』
は

一
本
義　

三
十
七
丁
か
ら
始
ま
り
、
二　

阿
行
四
十
五
丁
、
三
加

行　

三
十
八
丁
、
四
佐
行　

三
十
九
丁
、
五
太
行　

五
十
二
丁
、

六
和
行　

四
十
四
丁
、
七
波
行　

三
十
八
丁
、
八
末
行　

二
十
九

丁
、
九
奈
良
無
行　

二
十
二
丁
、
十
也
行　

二
十
一
丁
の
か
ら
な
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り
、
十
冊
合
わ
せ
て
計
三
百
六
十
五
丁
と
い
う
大
著
と
な
っ
て
い

る
。

（
9
）　

他
に
『
音
図
神
解
』
と
名
の
つ
く
も
の
と
し
て
、
厳
密
に
は
学
習

院
大
学
図
書
館
蔵
本
の
『
音
図
神
解
総
説
』
一
・
二
・
三
も
あ
る

が
、
他
の
『
音
図
神
解
』
と
の
位
置
づ
け
な
ど
詳
細
な
内
容
検
討

は
他
日
を
期
し
た
い
。

（
10
）　
『
神
道
宗
教
』
第
二
百
十
七
号
に
掲
載
予
定

（
11
）　

例
え
ば
『
神
理
入
門
用
語
訣
』
で
は
五
十
音
図
に
つ
い
て
「
今
、

世
に
五
十
音
図
と
い
ふ
も
の
は
、
い
に
し
へ
言
霊
と
い
ひ
し
も
の

な
り
。
古
歌
に
こ
と
た
ま
の
さ
き
は
ふ
く
に
、
こ
と
た
ま
の
た
す

く
る
く
に
と
い
へ
る
は
、
こ
の
言
霊
に
天
地
間
の
神
理
、
こ
と
ご

と
く
そ
な
は
り
て
、
わ
が
日
本
国
の
神
道
を
た
す
く
る
事
の
あ
る

よ
し
を
い
へ
る
も
の
に
な
ん
。」
と
始
め
て
、「
こ
れ
ら
の
こ
と
、

く
は
し
く
は
音
図
神
解
に
い
ふ
べ
し
」
と
結
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
誘

導
の
仕
方
は
、『
音
図
神
解
』
と
同
じ
く
安
政
期
に
成
立
し
た
著

作
に
多
く
見
ら
れ
る
。

（
12
）　
『
音
図
神
解
』
一
丁
表
参
照

（
13
）　
「
あ
」
の
本
義
を
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
本
当
に
言
葉
を
理
解
し

た
と
は
い
え
な
い
と
主
張
す
る
隆
正
の
姿
勢
は
、
初
期
の
著
作
で

あ
る
『
矮
屋
一
家
言
』（
文
政
八
年
成
立
・
隆
正
三
十
四
歳
の
著

作
）
巻
末
の
「
附
録
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
首
尾
一
貫
し
て
い

る
。

附
録

す
べ
て
の
こ
と
、
そ
の
も
と
を
あ
き
ら
め
ず
し
て
。
す
ゑ
に

の
み
か
か
づ
ら
ひ
を
れ
ば
、
わ
づ
ら
は
し
く
の
み
あ
り
て
、

そ
の
む
ね
を
え
が
た
き
も
の
な
り
。
こ
と
は
の
み
ち
も
、
又

こ
の
理
に
も
れ
ず
、
五
十
の
音
、
お
の
お
の
ふ
か
き
こ
こ
ろ

あ
り
て
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
ば
、
こ
れ
よ
り
い
づ
る
こ
と
な
れ

ば
、
五
十
の
音
の
こ
こ
ろ
を
、
よ
く
よ
く
あ
き
ら
む
る
と
き

は
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
ば
、
み
な
氷
の
春
に
あ
ふ
が
ご
と
き
も

の
に
な
ん
あ
り
け
る
。
こ
の
故
に
、
い
ま
「
あ
」
の
こ
こ
ろ

を
く
は
し
く
と
き
て
、
こ
と
の
は
の
も
と
を
あ
き
ら
む
る
道

を
、
ひ
と
に
し
め
さ
ん
と
す
。

い
ま
は
、
あ
の
こ
こ
ろ
ば
か
り
あ
か
す
。
の
こ
り
四
十
九
の

音
も
み
な
か
く
の
ご
と
く
な
る
も
の
な
り
。
く
は
し
く
は

『
言
霊
叢
』
に
い
ふ
べ
し
。

「
あ
」

ひ
と
つ
も
の
、
ふ
た
つ
に
わ
か
れ
、
わ
か
れ
わ
か
れ
て
へ
だ

た
り
ゆ
く
。
へ
だ
た
り
て
あ
は
ず
、
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り
。

い
ま
わ
か
れ
て
あ
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
あ
は
ず
。
も
と
ひ
と
つ

な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り
。
こ
れ
に
な
ん

「
あ
」
と
い
ふ
こ
ゑ
の
こ
こ
ろ
な
る
。

（
松
浦
光
修
編
『
大
國
隆
正
全
集　

第
八
巻　

補
遺
』
国
書

刊
行
会　

平
成
十
三
年　

六
〇
頁
参
照
）

　

ま
た
、
隆
正
自
身
も
「
あ
」
の
本
義
に
対
す
る
考
え
方
が
、『
矮

屋
一
家
言
』
か
ら
一
貫
し
て
違
う
こ
と
が
な
い
こ
と
を
『
音
図
神

解
』
中
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

あ
と
い
ふ
こ
ゑ
の
こ
ゝ
ろ
、
つ
ゞ
め
て
い
へ
バ
わ
れ
と
へ
た

て
あ
り

に
て
こ
と
た
れ
ど
、
こ
れ
を
の
べ
て
い
ふ
と
き
ハ
、
な
が

〳
〵

し
き
こ
ゝ
ろ
あ
る
な
り

ひ
と
つ
も
の
ふ
た
つ
に
わ
か
り
、
わ
か
り
わ
か
れ
て
へ
だ
た

り
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ゆ
く
、
へ
だ
た
り
て
あ
ハ
ず
、
あ
ふ
べ
き
す
ち
あ
り
、
い
ま

わ
か
れ
て
あ
り
こ
の
故
に
あ
ハ
ず
、
も
と
ひ
と
つ
な
り

こ
の
故
に
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り
」
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
を
ふ
く

ミ
て
、
な
れ
る
こ
と
ば
な
り

こ
の
こ
と
ば
お
の
れ
は
た
ち
あ
ま
り
の
こ
ろ
考
え
え
た
る

こ
と
に
て
矮
屋
一
家
言
と
い
ふ
ふ
ミ
を
あ
ら
ハ
し
て

い
ひ
お
き
た
る
こ
と
な
る
を
、
そ
の
の
ち
年
月
考
へ

こ
ゝ
ろ
ミ
る
に
こ
れ
に
た
が
ふ
こ
と
な
し
（
一
之
巻
下　

二

十
五
丁
）

　

確
か
に
「
あ
」
の
本
義
に
関
し
て
は
『
矮
屋
一
家
言
』
か
ら
変

わ
っ
て
は
い
な
い
が
、「
わ
れ
と
へ
だ
て
あ
り
」
と
一
言
で
「
あ
」

の
本
義
を
説
明
し
た
件
は
「
あ
」
と
「
わ
」
の
関
係
性
を
見
出
し

た
『
矮
屋
一
家
言
』
以
降
の
著
作
で
の
成
果
と
い
え
よ
う
。

（
14
）　

こ
の
「
わ
」
と
「
あ
」
の
概
念
は
、『
音
図
神
解
』
と
同
時
期
に

成
立
し
、『
音
図
神
解
』
と
並
び
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
『
古

傳
通
解
』
に
お
い
て
も
、『
音
図
神
解
』
と
同
様
に
、「
輪
」
と

「
我
」
を
円
の
中
心
と
し
て
図
示
し
、
同
様
の
論
を
説
い
て
い
る
。

（
國
學
院
大
學
大
学
院
博
士
課
程
後
期
）

『
音
図
神
解
』

凡
例

一
、
底
本
は
岩
瀬
文
庫
所
蔵
本
を
使
用
し
た
。

一
、
翻
刻
に
当
た
っ
て
、
適
宜
字
体
を
改
め
た
。

一
、
改
行
は
底
本
の
通
り
に
行
っ
た
。

《
一
之
巻
上
》

序
一
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
文
庫
（
方
形
印
）

　
　
　
　
　

か
む
な

　
　
　
　
　

ら　

ふ
（
方
形
印
）　

校
本
印　
　
　

羽
田
埜
（
円
形
印
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
河
國
羽
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
宮
文
庫
（
方
形
印
）

序
一
裏

ち
よ
り
お
と

　

お
ほ
き

　
　

こ
と
は
の

　
　

そ
の
も
と
は

序
二
表

　

い
つ
ゝ
な
り
け
り

　
　
　

ひ
と
つ
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
正

一
丁
表
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音
図
神
解
一
之
巻
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
之
口　

隆
正
著

人
の
も
の
い
ふ
こ
ゑ
さ
ま
〴
〵
に
わ
か
れ
て
あ
れ
ど
、
つ
ま
る
と

こ
ろ
ハ
あ
い
う
え
お
の
い
つ
よ
り
外
ハ
あ
ら
ず
、
い
か
に
い
づ
る

こ
ゑ
も
、
長
く
ひ
け
バ
そ
の
長
き
に
堪
ず
そ
の
こ
ゑ
を

う
し
な
ひ
て
、
あ
い
う
え
お
の
五
つ
に
か
え
る
を
も
て
、
こ
れ

を
さ
と
る
べ
し
、
さ
れ
は
そ
の
あ
い
う
え
お
の
五
つ
ハ
、
あ
と
い
ふ

一
こ
ゑ
を
も
と
に
し
て
い
づ
る
こ
ゑ
な
り
、
さ
れ
バ
あ
ハ
い
そ

一
丁
裏

ぢ
の
こ
ゑ
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
ば
の
も
と
に
し
て
、
こ
の
こ
ゑ
の

こ
ゝ
ろ
よ
り
あ
き
ら
め
お
か
ざ
れ
バ
、
わ
が
く
に
の
古
言
を

と
く
そ
の
ま
こ
と
に
か
な
ひ
が
た
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
ま
づ
こ
の

あ
と
い
ふ
こ
ゑ
の
こ
ゝ
ろ
よ
り
と
き
は
じ
む
る
な
り
、
あ
ハ

う得

得え
と
は
た
ら
く
、
く
だ
り
の
は
じ
め
に
あ
り
て
、
そ
の
は

た
ら
き
に
く
は
し
か
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
り
い
ま
だ
え
ぬ
と
こ

ろ
を
さ
す
こ
と
ば
と
な
れ
る
も
の
な
り
、
い
ま
だ
え
ぬ

に
よ
り
、
わ
れ
と
へ
だ
て
あ
り

二
丁
表

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
詞
を
わ
れ
と
へ
だ
て
あ
り
と
と
く

こ
と
な
り

こ
の
こ
と
ば
を
、
わ
れ
と
へ
だ
て
あ
り
と
と
く
に
つ
き
て
は

わ
れ
と
い
ふ
こ
と
の
、
こ
ゝ
ろ
を
、
く
わは

し
く
と
き
お
か
ざ
れ
バ

と
き
が
た
き
わ
け
の
あ
る
に
よ
り
、
ま
づ
と
わ
れ
い
ふ
こ
と

の
こ
ゝ
ろ
よ
くり

く
ハ
し
く
と
く
べ
き
な
り
、

　

わ
と
い
ふ
こ
ゑ
の
こ
ゝ
ろ
は
、
二
百
一
の
巻
に
く
は
し
く

と
く
べ
き
こ
と
な
れ
ど
、
こ
と
に
ひ
き
あ
げ
て
と
く
な
り
、

二
丁
裏

わ
れ
の
れ
ハ
、
こ
れ
そ
れ
な
ど
の
れ
に
同
じ
く
、
さ
し
さ
だ
め

て
い
ふ
こ
ゝ
ろ
の
れ
な
り
、
さ
れ
バ
わ
と
い
ふ
ひ
と
こ
と
に

か
へ
し
て
と
く
べ
き
な
り

　

わ
が
の
が
ハ
、
き
ミ
が
の
が
に
お
な
じ
、
こ
れ
を
も
て
わ
れ
の

　

れ
ハ
そ
へ
て
い
ふ
こ
と
ば
、
な
る
こ
と
を
し
る
べ
し

わ
と
い
ふ
こ
と
ば
に
、
我
の
字
を
あ
つ
る
あ
り
、
輪
の
字
を

あ
る
つ
あ
り
、
我
の
字
を
あ
つ
る
も
と
も
が
ら
を
一ヒ

ト
ワ輪
に
し
て

い
ふ
と
こ
ろ
な
れ
バ
、
輪
の
字
を
あ
つ
る
わ
に
そ
の
こ
ゝ
ろ
ひ

三
丁
表

と
し
き
な
り
、
こ
れ
を
か
た
る
う
つ
し
あ
ら
ハ
し
て
し
る
す

べ
し

わ
の
か
た
ち
、
か
く
の
ご
と
し
、
い
ま
も
俗
に
も
、

か
く
の
ご
と
き
か
た
ち
を
か
き
て
輪
と

い
ふ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
の
外
を
あ
と
い
ふ

真
言
宗
に
て
は
、
金
剛
法
相
と
い
ひ
、
禅
宗
に
て
ハ

一
圓
相
と
名
づ
け
、
儒
家
に
て
ハ
大
極
図
と
い
ふ
も
の
こ
れ

三
丁
裏

　

な
り
、
わ
が
古
事
に
て
ハ
、
天
の
御
中
主
神
の
神
體
也

　

く
は
し
く
ハ
古
傳
通
解
を
ミ
て
し
る
べ
し

わ
の
外
を
あ
と
い
ふ
、
い
ま
人
を
さ
し
て
、
あ
な
た
と
い
ふ
ハ

わ
が
た
く
ひ
の
い
や
し
き
も
の
に
あ
ら
ず
と
敬
ふ
こ
ゝ
ろ
也

輪
の
内

あ
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あ
な
た
ハ
あ
の
か
た
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り

　

古
今
雑
上
あ
か
ず
し
て
月
の
か
く
る
ゝ
山
本
ハ
あ
な
た

　

お
も
て
そ
こ
ひ
し
か
り
た
る
、
新
拾
遺
業
平
朝
臣
夏
の

　

よ
ハ
月
こ
そ
あ
か
ね
山
の
は
の
あ
な
た
の
里
に
す
む
べ

四
丁
表

　

か
り
け
り
、
こ
れ
ら
の
あ
な
た
ハ
眼
に
え
ざ
る
と
こ
ろ
を
い
ふ
、

　

人
を
さ
し
て
あ
な
た
と
い
ふ
ハ
、
わ
が
え
ざ
る
徳
を
え
て
あ

　

る
人
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
、
わ
が
え
ざ
る
こ
と
を
え
て
あ
る
に

　

よ
り
わ
れ
と
へ
だ
て
あ
る
な
り

わ
と
い
ふ
ハ
わ
が
身
ひ
と
つ
を
も
い
へ
ど
、
わ
が
身
ひ
と
つ
を

い
ふ
は
か
り
に
あ
ら
ず
、
わ
が
い
へ
、
わ
が
さ
と
、
わ
が
く
に
、
わ
が
く

に
、
と
ひ
ろ
め
い
ふ
こ
と
ば
な
り

　

わ
が
く
に
と
い
ふ
に
三
つ
の
わ
か
ち
あ
り
、
國
の
君
た
る
人

四
丁
裏

　

わ
が
く
に
と
い
ふ
ハ
、
わ
が
一
身
に
て
領
す
る
こ
ゝ
ろ
の
わ
が
也

　

山
城
の
人
の
山
城
の
國
を
さ
し
て
、
わ
が
く
に
と
い
ふ
ハ
わ
が

　

う
ま
れ
し
く
に
と
い
ふ
に
ハ
あ
ら
ず
、
わ
が
う
ま
れ
し
く
に
の

　

人
を
ひ
と
輪
に
し
て
、
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
、
日
本
の
人
の
日
本

　

國
を
さ
し
て
わ
が
く
に
と
い
ふ
ハ
、
日
本
國
の
人
を
一
輪
に

し
て
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り

い
ま
の
世
の
人
ハ
、
い
に
し
へ
の
こ
と
ば
づ
か
ひ
を
し
ら
ず
し
て
、

わ
が
と
い
へ
ハ
、
わ
が
身
ひ
と
つ
の
こ
と
ゝ
お
も
ふ
め
り
、
そ
は
こ
ゝ

五
丁
表

ろ
も
こ
と
ば
も
い
や
し
く
な
れ
る
、
い
ま
の
世
の
人
、
こ
ゝ

ろ
に
て
古
意
古
言
を
し
ら
ぬ
も
の
な
り
、
今
こ
こ
に
古
事
記

萬
葉
集
等
を
ひ
き
出
て
、
古
意
古
言
を
、
今
の
世

の
人
に
し
ら
し
む
べ
し

萬
葉
集
五
梅
花
歌
三
十
一
首
并
序
あ
り
、
目
録
に
ハ
、
大

宰
師
大
伴
卿
宅
宴
梅
花
歌
と
あ
り
、
序
に
い
わは

く
、
天

平
二
年
正
月
十
三
日
萃
二
于
帥
老
之
宅
一
申
二
宴
會
一
也
と
有

を
見
て
大
宰
帥
の
い
へ
に
そ
の
部
属
の
人
の
あ
つ
ま
り

六
丁
裏

て
よ
め
る
う
た
な
る
こ
と
を
し
る
べ
し
、
主
人
大
伴
卿
の

う
た
に
、
わ
が
そ
の
に
う
め
の
は
な
ち
る
ひ
さ
か
た
の

天
よ
り
雪
の
な
か
れ
く
る
か
も
、
と
よ
ま
れ
し
は
こ
と
も

な
し
、
大
宰
少
貮
小
野
の
大
夫
と
い
ふ
人
の
う
た
に
、
う
め
の

は
な
い
ま
さ
け
る
ご
と
ち
り
す
ぎ
ず
わ
が
へ
の
そ
の
に

あ
り
と
せ
ぬ
か
も
、
と
よ
ま
れ
し
を
見
る
べ
し
、
わ
が
へ
は
、
わ

が
家
と
い
ふ
こ
と
な
り
、
少
弐
に
し
て
帥
の
い
へ
を
わ
が
い

へ
と
い
へ
り
、
少
監
阿
氏
奥
島
の
う
た
に
、
う
め
の
花
ち
ら

六
丁
表

ま
く
を
し
ミ
わ
が
そ
の
ゝ
た
け
の
は
ゆ
に
鶯
な
く
も
、
大

典
史
氏
大
原
の
う
た
に
、
う
ち
な
ひ
く
春
の
柳
と
わ
が
や
と
の

う
め
の
花
と
も
い
か
に
か
わ
か
ん
、
算
師
志
氏
大
道
の
歌
に
、

は
る
の
ぬ
に
な
く
や
う
く
ひ
す
な
つ
け
ん
と
わ
が
へ
の
そ
の
に

う
め
が
は
な
さ
く
、
対
馬
目

サ
ク
ワ
ン

高
氏
老
の
う
た
に
、
う
ぐ
ひ

す
の
お
と
き
く
な
へ
に
う
め
の
は
な
わ
ぎ
へ
の
そ
の
に

さ
き
て
ち
る
ミ
ゆ
、
と
あ
り
、
わ
ぎ
へ
ハ
わ
が
い
へ
と
い
ふ
こ
と

な
り
さ
て
そ
の
少
監
、
大
典
、
算
師
、
対
馬
目
、
ミ
な
大
宰
師

六
丁
裏

の
属
官
な
り
、
属
官
に
し
て
、
そ
の
か
し
ら
の
い
へ
を
わ
が
家

と
い
へ
る
ハ
、
そ
の
部
属
を
一
輪
に
し
て
、
そ
の
神
属
の
も

よ
り
い
ふ
こ
と
ば
な
り
、
今
の
世
の
人
の
こ
ゝ
ろ
に
て
ハ
、
あ

や
し
く
お
も
ふ
な
る
べ
し
、
古
意
に
か
へ
り
て
見
れ
バ
よ
く
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わ
か
り
た
る
こ
と
な
り
、

こ
の
外
部
属
の
人
々
、
ミ
な
こ
の
ひ
と
わ
の

う
ち
に
い
り
て
あ
る
な
り
こ
れ
に
よ
り

わ
と
い
へ
る
も
の
ニ
な
ん

七
丁
表

古
事
記
故
此
大
國
主
神
之
兄
弟
八
十
神
坐マ

シ
キ

云
々
故
爾マ

ヽ
ニ

八
十

神
怒
欲
レ
殺
二
大
穴
牟
遅
神
一
共ニ

議
而
至
伯
伎
國
之
手
間
山

本
一
云
、
赤
楮
在
此
山
、
故
和
禮
此
二
字

以
レ

音

共
ニ
追
下
者
と
あ
る
を

古
訓
本
に
ワ
レ
ド
モ
と
よ
ま
れ
傳
十
に
和
礼
共
の
三
字

つ
ら
ね
て
和
礼
杼
母
と
訓
べ
し
、
我
ど
も
吾
ど
も
と
書
べ
き
を

假
字
に
た
か
き
、
そ
の
う
へ
に
注
ま
で
を
附
た
る
ハ
い
と
煩
は
し
き
に

似
た
る
を
、
記
中
に
往
々
か
ゝ
る
こ
と
あ
る
ハ
、
た
ゞ
い
と
古
き
書
に

か
け
る
ま
て
に
よ
れ
る
に
や
と
、
う
た
が
ひ
お
か
れ
た
る
ハ
さ
す
が

七
丁
裏

に
本
居
翁
な
り
け
り
、
し
か
ハ
あ
れ
ど
、
た
ゞ
い
と
ふ
る
き
ふ
ミ
に

か
け
る
ま
ゝ
に
よ
れ
る
に
や
と
い
わは

れ
し
ハ
、
和
礼
と
い
ふ
こ
と
ば
の

古
意
を
得
ら
れ
ざ
り
し
な
り
、
作
者
の
、
か
く
こ
ま
や
か
に

和
礼
と
、
か
な
に
て
か
ゝ
れ
、
以ス
レ
音
と
い
ふ
注
ま
で
を
つ
け
ら
れ

し
ハ
、
和
礼
と
い
ふ
こ
と
ば
を
お
も
く
き
か
せ
ん
た
め
に
て

わ
れ
ど
も
と
、
つ
づ
け
て
よ
む
べ
し
と
い
は
れ
し
ハ
、
作
者
の
意

に
か
な
は
ず
、
こ
れ
ハ
か
の
八
十
神
た
ち
、
そ
の
八
十
神
を
一
輪

に
し
て
和
礼
共
に
お
ひ
く
だ
ら
ハ
と
よ
ま
せ
ん
と
て
作
者
は

八
丁
表

か
く
の
ご
と
く
、
し
る
し
お
か
れ
た
る
な
り
、

八
十
神
を
ひ
と
わ
に
し
て
わ
れ
と
し
、

大
國
主
神
を
あ
と
見
て
こ
ろ
さ
ん
と
し

た
る
も
の
な
り
こ
れ
に
よ
り
わ
れ
と
こ
と

さ
ら
に
た
し
か
に
い
へ
る
な
り

　

大
國
主
神

い
ま
の
世
の
人
ハ
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
大
か
た
い
や
し
く
、
わ
が
身
を

の
ミ
わ
れ
と
し
て
、
人
を
も
ひ
と
わ
の
内
に
い
れ
て
わ
れ

と
お
も
ふ
も
の
す
く
な
し
ハ
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
に
つ
れ
て
、
こ
と
バ
も

八
丁
裏

い
や
し
く
な
り
、
自
身
の
こ
と
を
、
わ
た
く
し
と
い
ふ
め
り

わ
た
く
し
ハ
お
ほ
や
け
に
対
し
て
わ
が
一
身
に
か
た
よ
る

こ
ゝ
ろ
を
い
ふ
、
こ
れ
を
謙
遜
の
こ
と
ば
と
ミ
れ
バ
、
よ
ろ
し

き
に
似
た
れ
ぞ
、
ま
こ
と
に
も
今
の
世
の
人
は
、
わ
た
く
し
の

こ
ゝ
ろ
ふ
か
け
れ
バ
、
わ
た
く
し
と
い
ふ
こ
と
ば
、
よ
く
か
な
ひ

て
あ
る
な
れ
は
し
か
わ
が
身
一
つ
に
か
た
よ
る
道
ふ
か
き
に

よ
り
わ
れ
を
い
ふ
こ
と
ば
を
も
を
し
ミ
て
、
人
に
及
ぼ

さ
す
、
わ
が
身
の
こ
と
の
ミ
い
ふ
め
り
、
古
人
ハ
し
か
ら
ず
、
か
の

九
丁
表

八
十
神
な
ど
、
悪
神
な
が
ら
に
、
そ
の
ひ
と
む
れ
を
ひ
と
わ

に
し
て
、
わ
れ
と
い
へ
る
ハ
古
意
を
え
た
る
も
の
な
り

わ
が
日
本
國
中
の
人
を
一
輪
に
し
て
、
わ
が
く
に
と
い
ふ
ハ

	
小
貮

	
少
監

わ	

大
宰
帥

	

大
典

	

算
師

	

対
馬
目

わ　

八
十
神

あ
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つ
ね
の
こ
と
な
り
、
い
せ
も
の
が
た
り
に
ハ
、
わ
が
ミ
か
ど
六
十
余
國

と
い
へ
り
、
こ
れ
ハ
漢
語
に
我
朝
と
い
ふ
こ
と
の
あ
る
に
よ
り
、

そ
れ
を
や
ま
と
こ
と
ば
に
、
う
つ
し
た
る
も
の
な
る
べ
し
、
さ
れ

ど
、
こ
れ
ハ
、
日
本
國
を
わ
が
み
か
ど
の
し
ろ
し
め
す
一
輪
の

う
ち
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
に
て
い
へ
る
も
の
な
り
、
崇
神
天
皇
記
に
、

九
丁
裏

こ
の
ミ
き
ハ
和
が
ミ
き
な
ら
ず
や
ま
と
な
す
お
ほ
も
の
ぬ

し
の
か
ミ
し
み
き
い
く
さ
い
く
さ
、
と
あ
る
、
わ
が
ハ
顕
露
世
界
の
も
の

な
ら
ず
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
に
て
、
わ
が
ミ
き
な
ら
ず
と
の
た
ま
へ
る

も
の
に
な
ん
、

　

同
言
の
か
き
り
を
、
異
言
の
國
に
む
か
へ
て
わ
が
國
と

い
ひ
、
幽
界
に
む
か
へ
て
顕
露
界
を
わ
が
と
い
へ
る
ハ
、
わ
が
と
い
ふ

こ
と
ば
の
き
ハ
み
な
り
、

十
丁
表

拾
玉
集
慈
鎮
和
尚
み
た
れ
ゆ
く
世
を
ミ
て
た
の
め
も
ろ
こ
し

を
わ
が
く
に
ゝ
な
す
住
よ
し
の
か
ミ
こ
れ
ハ
も
ろ
こ
し
を
わ
が

く
に
の
わ
の
う
ち
に
い
る
ゝ
こ
ゝ
ろ
な
り

　

わ
は
か
く
の
ご
と
く
ひ
ろ
く
な
る
こ
と
ば
な
り
、

拾
遺
集
ミ
て
く
ら
は
わ
が
に
ハ
あ
ら
ず
あ
め
に
ま
す
と
こ
よ
お

か
ひ
め
の
ミ
や
の
ミ
て
く
ら
、
と
あ
る
わ
が
ハ
地
球
上
を
ひ
と
わ

に
し
て
こ
れ
を
わ
と
い
ひ
、
下
界
の
も
の
ニ
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
ゝ

ろ
に
て
、
わ
が
に
ハ
あ
ら
ず
と
い
へ
る
も
の
に
な
ん
、
こ
れ
も
ま
た

十
丁
裏

わ
が
と
い
ふ
こ
と
ば
の
い
と
ひ
ろ
き
か
ぎ
り
な
り
け
り
、

　

こ
れ
を
ミ
て
も
わ
が
ミ
ひ
と
つ
を
わ
れ
と
お
も
ふ
ハ
く
だ
り

　

た
る
世
の
あ
り
さ
ま
と
し
る
べ
き
な
り
、
い
に
し
へ
ハ
地
球
上

　

を
ひ
と
わ
に
し
て
わ
が
と
い
へ
る
そ
の
こ
ゝ
ろ
ひ
ろ
き
を

　

お
も
ふ
べ
き
こ
と
な
り

わ
が
身
ひ
と
つ
を
わ
れ
と
お
も
へ
バ
、
ち
ゝ
は
ゝ
も
わ
れ
と
い
ふ
コ
ト

ば
の
外
に
な
る
な
り
、
ち
ゝ
は
ゝ
を
ば
こ
の
ひ
と
わ
の
内
に

い
れ
て
、
中
點
に
お
き
わ
が
身
ハ
か
た
へ
に
し
り
ぞ
き
て
た
ふ

十
一
丁
表

と
む
べ
き
こ
と
な
り

き
ミ
は
わ
が
身
ひ
と
つ
の
君
に
あ
ら
ず
、
父
ハ
わ
が
身
ひ
と
つ

の
父
に
あ
ら
ず
夫
ハ
わ
が
身
ひ
と
つ
の
夫
に
あ
ら
ず
、
君
と

父
と
夫
と
こ
れ
を
中
に
お
き
、
わ
が
身
ハ
か
た
へ
に
し
か
ず

十
一
丁
裏

き
て
、
兄
弟
姉
妹
あ
ひ
た
す
け
て
父
母
の
こ
ゝ
ろ
を
、
や

す
め
た
て
ま
つ
る
べ
し
、
将
軍
あ
ひ
た
す
け
て
君
の

た
め
を
お
も
ふ
べ
し
、
妻
妾
あ
ひ
た
す
け
て
外
こ
ゝ
ろ

な
く
夫
に
よ
く
つ
か
ふ
べ
し
、
兄
弟
あ
ら
そ
ハ
ず
侍
業

あ
ひ
そ
ね
ま
ず
妻
妾
あ
ひ
ね
た
ま
ぬ
を
、
よ
し
と
す
る

こ
と
こ
の
か
ら
を
見
て
さ
と
る
べ
し
、

　

わ
と
い
ふ
こ
ゑ
に
道
の
そ
な
ハ
れ
る
こ
と
か
く
の
ご
と
し

わ
の
内
を
わ
と
い
ひ
、
わ
の
外
を
あ
と
い
ふ
い
に
し
へ
の
博

十
二
丁
表

士
、
お
ほ
か
た
わ
が
く
に
の
古
言
に
、
支
那
の
字
義
を
、
か
む

わ
が
父
母

子
子
子

わ
が　

君

臣
臣
臣

わ
が　

夫

妾
妻
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が
へ
て
合
せ
た
れ
ど
、
あ
の
字
に
あ
た
る
文
字
や
な
か
り

け
ん
、
あ
の
字
に
あ
て
た
る
文
字
な
し
、

　

和
名
抄
國
名
の
と
こ
ろ
に
肥
前
の
國
の
郷
名
に
、

　

彼
杵
と
か
き
て
そ
の
ぎ
と
よ
め
る
と
こ
ろ
あ
り
、
彼
は

　

か
の
と
よ
む
文
字
な
る
に
そ
の
と
よ
め
る
を
お
も
へ
バ

　

あ
の
と
い
ふ
に
も
於
彼
の
字
を
か
き
て
よ
ろ
し
か
る

べ
し
、
さ
れ
ど
そ
れ
に
て
ハ
ま
ぎ
れ
や
す
け
れ
バ
、
於
外

十
二
丁
裏

　

の
字
を
撰
む
べ
き
な
り

い
ま
お
も
ふ
に
他
の
字
を
あ
つ
べ
し
、
他
ハ
字
書
に
彼
之

称
也
と
あ
れ
バ
な
り
、
さ
れ
ど
他
の
字
は
す
で
に
ヒ
ト
と

よ
む
又
字
な
る
に
よ
り
、
又
そ
れ
に
す
ぎ
る
べ
し
、
旧
字

な
れ
バ
、
它
と
か
き
て
わ
く
る
か
た
た
よ
り
よ
か
ら
ん
こ
れ
に

よ
り
こ
の
書
に
ハ
它
と
か
き
て
、
あ
と
よ
ま
し
め
ん
と

す
、

　

い
さ
ゝ
か
字
義
に
た
が
ひ
て
も
、
あ
て
ら
れ
る
文
字
を

十
三
丁
表

　

つ
か
ふ
か
た
遍
よ
り
よ
き
も
の
な
れ
ど
、
こ
れ
ハ
あ
て
た

　

れ
る
文
字
の
な
き
に
よ
り
、
せ
ん
か
た
な
く
か
く
い
ふ
也
、

　

人
の
ゆ
る
さ
ぬ
も
の
を
と
る
ハ
禽
獣
な
り
、
人
の
ゆ
る
す
を

　

ま
ち
て
と
る
ハ
人
な
り
、
こ
れ
を
あ
と
い
ふ
こ
ゑ
の
道
と
す
、

十
三
丁
裏

人
と
う
ま
れ
、
わ
が
日
本
國
の
こ
と
ば
を
つ
か
ふ
も
の
ハ
こ
れ

よ
り
た
だ
し
く
守
る
べ
き
な
り
、
い
づ
れ
の
國
の
教
も

教
は
そ
の
國
そ
の
く
に
の
こ
と
ば
よ
り
お
こ
る
も
の
に
て
、

わ
か
國
の
を
し
へ
は
、
あ
い
う
え
お
の
あ
よ
り
お
こ
る
と

し
る
べ
き
な
り

　

仁
義
孝
悌
は
、
支
那
固
有
の
こ
と
ば
な
り
、
聖
人
は

そ
れ
に
よ
り
て
、
支
那
相
應
の
道
を
お
こ
さ
れ
た
り
、

梵
字
ハ
天
竺
の
こ
と
ば
な
り
、
佛
ハ
こ
れ
よ
り
道
を

十
四
丁
表

　

た
て
け
り
、
こ
の
こ
と
ハ
総
説
に
い
ひ
お
け
り
、

父
母
に
え
ら
れ
て
は
、
そ
の
わ
を
い
づ
る
こ
と
あ
た
は
ず
、

そ
の
君
に
え
ら
れ
て
は
そ
の
わ
を
い
づ
る
こ
と
あ
た
ハ
ず
、

夫
に
え
ら
れ
て
ハ
そ
の
わ
を
い
づ
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
こ
の

ミ
つ
の
わ
を
よ
く
ま
も
る
る
は
人
の
道
な
る

　

こ
れ
ハ
つ
ね
を
と
く
な
り

し
か
は
あ
れ
ど
、
女
と
う
ま
れ
て
ハ
、
ち
ゝ
の
家
に
い
つ
ま
で

も
を
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
す
、
夫
の
い
へ
に
と
つ
ぐ
も
の
な
り

十
四
丁
裏

そ
の
と
き
、
い
ま
ま
で
、
わ
が
い
へ
と
お
も
ひ
し
、
父
の
家
を

あ
の
い
へ
と
し
、
夫
の
い
へ
を
わ
が
家
と
す
る
も
の
な
り

わ
と
あ
と
い
り
か
は
る
な
り
、
を
の
こ
子
ま
て
も
人
に
や
し

な
ハ
れ
て
、
人
の
い
へ
を
つ
ぐ
と
き
ハ
そ
の
ご
と
く
、
あ
と
見

し
い
へ
を
、
わ
が
家
と
す
、
わ
が
と
お
も
ひ
し
家
を
あ

と
見
る
も
の
に
な
ん
、

	

内

	

わ

	

あ

外
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い
に
し
へ
ハ
養
子
と
い
ふ
事
な
り
し
に
よ
り
、
こ
れ
を

　

あ
ら
ぬ
ま
に
、
い
ふ
も
の
あ
れ
ど
、
い
ま
の
世
に
て
ハ
、
こ
れ
も

十
五
丁
表

　

ま
た
な
く
て
ハ
、
い
へ
の
た
ゆ
る
に
よ
り
、
せ
ず
し
て
か
な
ハ
ぬ

　

人
倫
の
道
と
な
り
て
あ
る
な
り

そ
の
夫
に
、
し
に
わ
か
れ
な
ど
し
て
、
子
も
な
く
そ
の
夫
の

家
に
い
つ
ま
で
も
、
を
り
が
た
く
し
て
、
ふ
た
た
び
親
の
家

に
か
え
り
、
ま
た
そ
の
夫
の
い
へ
を
あ
と
見
て
、
又
親
の
家

を
わ
と
す
る
事
あな

り
、
そ
の
親
の
家
も
ひ
さ
し
く

を
り
が
た
く
し
て
、
ふ
た
た
び
ミ
た
び
と
つ
ぐ
も
の
あ
り
、
こ
れ

も
ま
た
せ
ん
か
た
な
き
わ
ざ
に
て
、
お
ほ
や
け
よ
り
も

十
五
丁
裏

ゆ
る
し
た
ま
ふ
人
倫
の
道
な
り
、

　

支
那
に
て
王
獨
と
い
ひ
た
る
人
、
貞
女
不
レ
更
二
二
夫
一
と
い
ひ

　

け
る
よ
り
、
世
の
こ
と
ぐ
さ
に
な
り
て
、
夫
し
に
て
の
ち

　

節
を
ま
も
る
を
つ
ね
の
道
と
す
、
わ
が
く
に
ゝ
て
も

　

神
代
よ
り
、
わ

ス
セ
リ
ビ
メ
ノ
御
事
が
夫
お
り
外
に
、
を
ハ
な
し
つ
ま
ハ
な
し

　

と
い
ひ
て
夫
の
、
し
に
た
ら
ん
の
ち
ま
で
も
、
ま
も
り
て
外

　

の
を
と
こ
ら
に
あ
わ
ぬ
を
、
つ
ね
の
道
と
す
る
事
な
れ
ど
、

　

さ
ハ
な
り
が
た
き
賤
の
身
ハ
ミ
た
び
も
よ
た
び
も
つ
ぐ

十
六
丁
表

　

こ
と
あ
り
、
そ
れ
を
あ
な
が
ち
に
人
の
道
に
そ
む
け
る

　

も
の
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
、
抑
人
は
書
た
ふ
も
の
の
あ
る
に
よ
り

　

い
と
わ
か
き
よ
り
標
を
ま
も
り
て
お
は
し
ま
す

　

も
の
に
な
ん

お
や
も
ゆ
る
し
、
お
ほ
や
け
に
も
き
こ
え
あ
げ
て
、
ふ
た
ゝ
び

三
た
び
と
つ
ぐ
ハ
、
た
ゞ
こ
の
あ
と
わ
と
い
り
か
は
る
ま
で

に
て
、
神
も
ゆ
る
し
た
ま
ふ
こ
と
な
れ
ど
、
夫
あ
る
身
に

て
、
外
の
男
に
は
だ
を
け
が
す
た
ぐ
い
ハ
、
あ
わ
の

十
六
丁
裏

さ
か
ひ
た
ゝ
ず
し
て
。
神
も
ゆ
る
し
た
ま
ハ
ぬ
あ
し
き

わ
ざ
な
り
、
女
に
し
て
こ
の
さ
か
ひ
を
ミ
だ
る
ハ
い
ふ
ま
で

も
な
く
あ
し
き
わ
ざ
な
る
を
、
し
か
せ
さ
す
る
、
を
と
こ

も
ま
た
あ
わ
の
さ
か
ひ
を
み
だ
る
罪
、
人
は
ゆ
る
し
て
も

神
は
ゆ
る
し
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず
、
目
に
は
見
え
ね
、
か

な
ら
ず
、
そ
の
罪
を
バ
負
う
べ
き
こ
と
に
な
ん
、

　

延
喜
の
説祝

詞
式
に
見
た
る
大
祓
の
の
つり

と
に
あ
ま
つ

　

罪
、
く
に
つ
罪
を
か
ぞ
へ
ら
れ
し
な
り
に
、
人
の
妻
お
か
せ

十
七
丁
表

　

る
罪
と
い
ふ
こ
と
も
あ
ら
ぬ
ハ
、
お
ほ
や
け
よ
り
つ
ミ
し
た
ま

　

ふ
罪
な
れ
バ
な
り
、
公
よ
り
と
が
め
も
ら
し
た
ま
ふ
罪

　

を
神
ハ
つ
ミ
し
た
ま
ふ
こ
と
な
り
、

わ
と
い
ふ
こ
ゑ
の
こ
ゝ
ろ
を
な
をほ

く
は
し
く
考
が
ふ
る
に
、

得ウ

它ア

と
い
ふ
こ
ゑ
の
つ
づ
な
り
て
な
れ
る
も
の
な
り
、
さ
れ
バ

わ
と
い
ふ
こ
ゑ
は
あ
と
見
し
も
の
を
え
て
内
に

い
れ
た
る
こ
ゝ
ろ
の
こ
と
ば
な
り
、

　

五
十
音
の
う
ち
、
あ
い
う
え
お
の
い
つ
ゝ
は
も
と
な
り
、

十
七
丁
裏

　

の
こ
り
四
十
五
音
の
う
ち
わ
ゐ
う
ゑ
を
ハ
、
あ
い
う
え
お

　

に
得ウ

と
い
う
こ
ゑ
の
か
さ
な
れ
こ
ゑ
。
や
い
ゆ
え
よ
は

　

あ
い
う
え
お
に
得エ

と
い
ふ
こ
ゑ
の
か
さ
な
れ
る
聲
に
て
、

　

の
こ
り
三
十
五
音
と
同
じ
か
ら
ず
、

�
ウ
ア
�
ウ
イ
�
ウ
ウ
�
ウ
エ
�
ウ
オ

�
わ　

�
ゐ　

�
う　

�
ゑ　

�
を
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�
エ
ア
�
エ
イ
�
エ
ウ
�
エ
エ
�
エ
オ

�
や　

�
い　

�
ゆ　

�
え　

�
よ　

十
八
丁
表

　

ア
イ
う三　

え
オ

あ　
　

得　
　
　
　
　

　

它　
　
　
　
　
　
　

ラ
リ
る
れ
ロ

十
八
丁
裏

ま
ゐ
れ
と
、
仰
ご
と
あ
り
け
れ
バ
」
こ
れ
ハ
月
に
え
て

ね
に
え
ざ
る
な
り

源
氏
も
の
が
た
り
う
つ
せ
ミ
戸
を
お
し
あ
く
る
に
、

あ
れ
ハ
た
そ
と
と
ふ
、
ま
ろ
ぞ
と
い
ふ
」
こ
れ
ハ
耳
に
え
て

眼
に
え
ざ
る
を
い
ふ
な
り
、

宇
治
拾
遺
、
こ
ハ
い
か
に
こ
ゝ
ぞ
〳
〵
と
山
し
な
も
、
す

ご
し
う
つ
る
ハ
と
い
へ
バ
あ
し
こ
あ
し
と
見
て
関
山
も
こ
え

ぬ
」
こ
れ
は
眼
に
え
て
あ
し
に
え
ざ
る
な
り
、

十
九
丁
表

わ
が
身
を
さ
し
て
あ
と
い
へ
る
こ
と
な
り
、
こ
れ
ハ
え
ら
れ

て
、
え
ら
れ
ざ
る
を
い
ふ
、

　

え
て
え
ぬ
を
い
ふ
あ
と
お
の
づ
か
ら
反
し
て
対
せ
り
、

　

こ
れ
ハ
、
わ
が
身
を
本
と
し
て
い
ふ
と
、
本
を
本
と
し
て

い
ふ
と
の
た
が
ひ
め
な
り
、

わ
が
身
ハ
父
母
に
え
ら
れ
て
う
ま
れ
い
で
、
君
に
え
ら

れ
て
つ
か
ハ
れ
、
女
ハ
夫
に
え
ら
れ
て
子
を
う
む
べ
く
な
り

い
で
た
る
も
の
に
な
ん
、
さ
れ
バ
人
と
う
ま
れ
来
て
は
、

十
九
丁
裏

わ
が
ま
ゝ
ハ
な
ら
ぬ
も
の
と
し
る
べ
き
こ
と
な
り
、

　

さ
る
を
、
人
ミ
な
わ
が
ま
ゝ
を
せ
ん
と
す
る
に
よ
り

　

道
を
ふ
ミ
た
が
ふ
る
な
り
、
わ
が
國
に
う
ま
れ
て
、

　

わ
が
國
の
古
伝
を
お
と
し
め
し
り
ぞ
け
、
と
つ
ぐ
に

　

の
を
し
へ
を
た
ふ
と
ぶ
も
、
わ
が
ま
ゝ
な
り
、

そ
の
父
母
乃
こ
ゝ
ろ
に
そ
む
き
、
そ
の
天
の
こ
ゝ
ろ
に
た
が
ひ
、

そ
の
夫
の
こ
ゝ
ろ
に
か
な
ハ
ぬ
た
ぐ
ひ
、
え
ら
れ
て
え
ら

れ
ぬ
も
の
に
な
ん
、

二
十
丁
表

さ
る
こ
と
あ
る
と
き
、
わ
が
身
を
さ
し
て
あ
と
い
ふ
な
り
、

あ
わ
通
音
な
る
に
よ
り
、
わ
と
も
あ
と
も
い
に
し
へ
ハ

い
へ
る
も
の
な
り
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
先
生
た
ち
の
、
と

か
れ
し
ハ
、
い
ま
お
も
へ
ば
あ
ま
り
な
る
ま
で
廉
漏
な

る
こ
ろ
に
て
あ
り
し
な
り
。
し
か
ハ
あ
れ
ど
、
隆
正
世

に
出
ざ
り
し
う
ち
の
学
者
た
ち
ハ
、
ミ
な
そ
れ
に

て
こ
と
ス
ミ
た
る
も
の
な
り
き
、

古
事
記
上
巻
大
く
に
ぬ
し
の
か
ミ
、
そ
の
き
さ
き
、
す
せ
り

二
十
丁
裏

ひ
め
の
ね
た
み
を
い
ぶ
せ
が
り
玉
ひ
て
、
う
か
ら
を
ひ
き
ゐ
て

い
で
さ
ら
ん
と
し
た
ま
へ
る
と
き
、
む
し
と
り
の
わ
が
む
れ
い

な
ハ
ひ
け
ど
り
の
わ
が
ひ
け
い
な
バ
、
と
の
た
ま
へ
る
わ
が
ハ
其

身
ひ
と
つ
を
の
た
ま
へ
る
に
あ
ら
す
、
そ
ハ
む
れ
い
な
バ
と
い
ふ

こ
と
ば
に
て
さ
と
る
べ
し
、
ひ
け
い
な
バ
は
と
も
が
ら
に
ひ
か

れ
い
な
バ
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
、
一
輪
に
な
り
て
た
ち
さ
る

さ
ま
を
の
た
ま
へ
る
な
り
、
そ
の
と
き
す
せ
り
ひ
め
の
神
の

こ
た
へ
た
ま
へ
る
う
た
に
、
あ
が
お
ほ
く
に
ぬ
し
こ
そ
は
云
々

二
十
一
丁
表

あ
ハ
も
よ
、
め
に
し
あ
れ
ば
、
な汝

を
き
て
を夫

ハ
な
し
、
つ
ま
ハ

な
し
」
と
よ
ま
れ
し
ハ
え
ら
れ
て
え
ら
れ
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
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あ
ら
ハ
し
た
ま
へ
る
も
の
に
な
ん
、
そ
の
き
さ
き
と
な
り
た
ま

へ
る
は
え
ら
れ
し
な
り
、
ミ
こ
ゝ
ろ
に
か
な
は
ぬ
ハ
え
ら
れ
ぬ

な
り
、
大
く
に
ぬ
し
の
わ
が
む
れ
い
な
バ
」
と
よ
ミ
た
ま
へ
る
ハ

ミ
か
ら
を
ひ
と
わ
に
す
る
わ
に
て
、
す
せ
り
ひ
め
の
あ
ハ
も

よ
」
と
よ
ま
れ
し
は
え
ら
れ
て
え
ら
れ
ぬ
心
な
り
と

と
く
と
き
ハ
、
こ
の
か
け
こ
た
へ
の
こ
ゝ
ろ
、
あ
き
ら
か
に
し
ら

二
十
一
丁
裏

れ
て
一
き
は
お
も
し
ろ
く
お
ほ
ゆ
べ
し
、

　

傳
十
一
に
ハ
た
ゞ
通
音
と
ミ
ら
れ
け
ん
わ
あ
こ
と
ば
の

　

た
が
へ
る
辨
説
な
し
、

源
氏
物
語
い
で
き
し
こ
ろ
ま
で
も
、
こ
の
こ
ゝ
ろ
を
つ
か
ひ

あ
や
ま
ら
ざ
り
し
な
り
、
も
ミ
ぢ
の
賀
の
ま
き
源
内

侍
の
こ
と
を
か
け
る
と
こ
ろ
に
あ
が
き
ミ
〳
〵
と
む
か
ひ

て
手
を
す
る
に
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
え
ら
れ
て
え
れ
ら
れ
ぬ

こ
ゝ
ろ
を
あ
ら
ハ
し
た
る
も
の
に
な
ん
、

二
十
二
丁
表

中
昔
の
こ
と
ば
に
「
あ
が
ほ
と
け
た
ふ
と
し
」
と
い
ふ
こ
と

　

あ
り
、
こ
れ
を
わ
が
ほ
と
け
と
ハ
い
は
ざ
る
例
な
り
、
こ
れ
ハ

　

帰
依
佛
を
さ
す
こ
と
ば
に
て
、
わ
が
身
を
そ
の
帰
依
佛

　

に
え
ら
れ
た
る
身
と
し
、
え
ら
れ
ぬ
か
た
や
あ
る
ら
ん
と

　

か
へ
り
ミ
て
、
い
か
に
も
え
ら
れ
ん
と
す
る
こ
ゝ
ろ
を
見
せ
て

　

あ
が
ほ
と
け
と
い
へ
る
も
の
に
な
ん
、

万
葉
集
相
聞
の
う
た
に
、
男
も
女
に
む
か
ひ
て
お
の
か
身
を

あ
と
い
ひ
、
女
も
男
に
む
か
ひ
て
ハ
お
の
が
身
を
あ
と
い
へ
る

二
十
二
丁
裏

こ
と
お
ほ
か
り
、
女
ハ
こ
と
に
妻
と
え
ら
れ
妾
と
え
ら
れ
て

も
夫
の
こ
ゝ
ろ
に
か
な
ハ
ぬ
こ
と
や
あ
ら
ん
と
つ
ね
に
あ
や

ぶ
ミ
お
も
ふ
も
の
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
お
の
が
身
を
わ
が

と
い
は
ず
し
て
あ
が
と
い
ふ
こ
と
お
の
づ
か
ら
の
こ
と
に
な
ん
、

男
も
ま
た
女
の
こ
ゝ
ろ
や
か
は
ら
ん
と
あ
や
ぶ
む
こ
ゝ
ろ

よ
り
こ
と
さ
ら
に
わ
が
身
を
あ
と
い
ひ
て
女
の
こ
ゝ
ろ
を

と
る
も
の
な
り
、
こ
れ
ら
ハ
お
の
づ
か
ら
の
人
情
と
し
る
べ
し
、

さ
れ
ど
わ
が
せ
こ
、
わ
ぎ
も
こ
な
ど
ハ
、
ま
た
あ
が
せ
こ
、
あ

二
十
三
丁
表

ぎ
も
こ
と
い
は
ず
、
こ
れ
ハ
一
輪
に
し
て
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
れ
バ

な
り
、
そ
れ
を
ま
た
そ
の
夫
に
む
か
ひ
て
ハ
あ
か
せ
の

き
み
と
い
ふ
め
り
、
わ
が
せ
こ
、
わ
ぎ
も
こ
は
他
人
に
む
か

ひ
て
い
ふ
こ
と
ば
な
り
、

　

こ
れ
ら
の
差
別
を
わ
き
ま
へ
て
、
古
事
を
も
見
る

　

べ
く
古
文
を
も
か
く
べ
き
な
り

前
も
い
へ
る
わ
が
お
ほ
き
ミ
記
紀
ハ
和
賀
と
あ
る
を

万
葉
集
に
ハ
和
期
と
あ
り
、
こ
れ
ハ
賀
於
つ
づ
ま
り
て

二
十
三
丁
裏

ご
と
な
る
に
よ
り
、
わ
が
ほ
き
ミ
と
い
ふ
べ
き
を
、
こ
の
ひ
び
き

の
お
を
そ
へ
て
、
お
の
づ
か
ら
わ
が
お
ほ
き
ミ
と
い
へ
る
ハ
万
葉
集

い
で
き
し
こ
ろ
の
こ
と
ば
と
し
る
べ
し
、
さ
れ
バ
阿
賀

阿
期
な
ど
ハ
、
か
り
に
も
い
は
ざ
り
し
な
り
、
こ
れ
ハ
え
ら

れ
て
え
ら
れ
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
い
ふ
を
り
に
つ
か
は
で
人
を

一
輪
に
し
て
い
ふ
こ
ゝ
ろ
の
と
き
つ
か
ふ
こ
と
ば
な

れ
ば
な
り
、

　

あ
が
と
だ
に
い
へ
ば
、
古
め
く
と
お
も
ひ
て
つ
か
ふ
ハ
あ
や

二
十
四
丁
表

ま
り
な
り
、

古
事
記
云
倭
建
命
云
々
詔
云
阿
豆
麻
波
夜
故
號
二
其
國
一
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謂
二
阿
豆
麻
一
也
、
日
本
紀
云
日
本
武
尊
曰
云
々
吾
嬬
者
耶

故
因
号
二
山
東
諸
國
一
曰
二
吾
嬬
國
一
也

　

記
に
て
ハ
足
柄
に
て
の
こ
と
ゝ
し
、
紀
に
て
ハ
確
日
坂
よ

　

り
と
あ
り
て
同
じ
か
ら
ず

こ
れ
ハ
橋
姫
の
節
に
死
し
た
ま
へ
る
こ
と
を
な
げ
き
て

よ
ミ
た
ま
へ
る
一
句
の
心
う
た
な
り
、

二
十
四
丁
裏

こ
れ
を
い
ま
ま
で
、
う
た
な
り
と
い
ふ
も
の
な
か
り
し
は
、

う
た
の
ま
こ
と
を
し
ら
ざ
り
し
に
や
あ
ら
ん
、
う
た
ハ
一
句

に
て
も
う
た
な
り
、
二
句
に
て
も
う
た
な
り
あ
な
に
や

し
、
え
を
と
め
を
ハ
、
五
言
二
句
の
う
た
な
り
、
こ
れ
ハ
又
一
言

一
句
の
う
た
に
て
あ
り
し
な
り
、
こ
の
こ
と
く
は
し
く
ハ
倭
歌

格
調
辨
に
い
ふ
を
見
て
し
る
べ
し
、

夫
婦
と
な
り
た
ま
へ
る
ハ
え
ら
れ
た
る
な
り
、
人
倫
の
、
お

も
て
よ
り
い
へ
ば
、
妻
に
て
夫
に
え
ら
れ
た
る
も
の
な
れ
、
夫
は

二
十
五
丁
表

妻
に
え
ら
れ
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
し
か
ハ
あ
れ
ど
人
情
を

う
ち
と
し
て
、
う
ち
よ
り
い
へ
バ
、
夫
も
そ
の
妻
に
え
ら
れ

た
る
も
の
な
り
、
さ
て
そ
の
妻
、
そ
の
夫
を
の
こ
し
お
き
て

節
に
し
に
た
ま
へ
る
は
、
そ
の
夫
を
え
て
え
ざ
り
し
も
の

な
り
、
倭
健
命
ハ
、
た
ち
バ
な
姫
に
え
ら
れ
て
、
あ
と
に

の
こ
り
た
ま
へ
る
ハ
え
ら
れ
ざ
り
し
な
り
、
さ
り
て
末
な
が
く

か
た
ミ
に
え
ら
れ
え
ら
れ
て
あ
ら
ま
ほ
し
く
お
も
ほ
し

け
め
、
わ
れ
と
へ
だ
て
あ
る
あ
の
ま
へ
ま
か
り
た
ま
へ
る
を
、
か
な

二
十
五
丁
裏

し
び
わ
か
身
は
、
ひ
め
に
え
ら
れ
ず
し
て
、
あ
と
に
の
こ
れ

る
な
げ
き
を
あ
ら
は
し
、
と
も
に
、
あ
の
ま
へ
も
ま
か
り

た
く
お
も
ほ
す
ま
こ
と
を
あ
ら
ハ
し
て
、
あ
づ
ま
は
や
と

の
た
ま
へ
る
も
の
に
な
ん
、

　

あ
づ
ま
ハ
は
な
れ
ゐ
て
、
そ
の
つ
ま
の
心
を
お
も
ふ
や
り
、

　

か
れ
が
た
め
に
わ
が
身
の
它ア

と
な
り
て
あ
る
こ
と
を

　

な
げ
き
て
い
ふ
こ
と
ば
を
知
る
べ
し
、
た
ゝ
わ
が
つ
ま
と
い
ふ

　

と
同
じ
か
ら
ず
、

二
十
六
丁
表

日
本
書
紀　

仁
賢
天
皇
の
巻
に
も
、
吾
夫
阿
怜
矣
時

云
阿
我
図
摩
播
耶
と
い
ふ
こ
と
ミ
え
た
り
、
阿
怜
の
字

を
そ
へ
た
る
をハ

阿
と
い
ふ
こ
ゑ
に
え
ら
れ
ぬ
を
な
げ
く
こ
ゝ
ろ

あ
り
、
は
や
と
い
ふ
こ
ゑ
は
歌
息
の
意
を
あ
ら
わは

す

聲
な
る
に
よ
り
、
か
た
〴
〵
阿
怜
矣
の
三
字
を
そ
へ
た

る
も
の
に
な
ん
、

　

さ
て
こ
の
仁
賢
記
の
、
こ
う
た
乃
こ
ゝ
ろ
を
因チ

ナ
ミ

に
か
た
る

　

べ
し
、
こ
の
ミ
よ
の
こ
ゝ
ろ
は
韓
人
お
ほ
く
わ
た
り
来
て

二
十
六
丁
裏

ミ
だ
り
が
は
し
き
風
俗
に
な
り
て
あ
り
し
こ
と
、
ま
こ

と
に
な
げ
く
べ
き
こ
と
に
て
あ
り
し
な
り
、
こ
れ
も

韓カ
ラ
ア
マ
ノ
ハ
タ
ケ

泉
郎
畉
と
い
ふ
も
の
、
鮒フ

ナ

メ

魚
女
と
い
ふ
女
を
め
と
り

て
哭ナ

キ
メ女
と
い
ふ
女
を
う
ま
せ
た
り
、
そ
の
哭
女
ハ
山

ヤ
マ
キ

寸
と

い
ふ
ひ
と
の
つ
ま
と
な
り
て
、
飽ア

ク
タ
メ

田
女
を
う
ミ
た
る
な
り
、

そ
れ
よ
り
ま
へ
に
山
寸
ハ
ふ
な
め
の
、
後
家
に
な
り
て

あ
り
け
る
に
た
ハ
け
て
麁ア

ラ
キ寸
い
ふ
男
子
を
う
ま
せ

た
り
、
さ
れ
バ
哭
女
ハ
麁
寸
の
た
め
に
ハ
異
父
の
姉
な

二
十
七
丁
表

る
べ
し
、
扨
そ
の
山
寸
、
そ
の
子
を
め
と
り
て
う
ま
せ
た
る

飽
田
女
と
其
母
に
た
は
け
て
う
ま
せ
た
る
麁
寸
と
異
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母
兄
弟
に
て
そ
の
ふ
た
り
夫
婦
と
な
り
た
る
な
り

韓
泉
郎
畉
と
い
ふ
名
に
て
も
し
る
べ
し
、
そ
の
し
ろ
す

三
韓
人
お
ひ
た
ゞ
し
く
わ
が
國
に
わ
た
り
来
て
す
ミ
て

あ
り
け
れ
バ
、
か
の
三
韓
の
あ
し
き
風
俗
を
つ
た
へ
我
國

に
も
か
か
る
ミ
だ
り
な
る
事
の
多
し
ハ
か
へ
す
〴
〵
も

な
け
く
べ
き
事
に
て
あ
り
し
な
り
こ
ゝ
に
そ
の
夫
の
麁
寸

二
十
七
丁
裏

三
韓
に
わ
た
れ
る
を
な
げ
き
て
、
そ
の
つ
ま
飽
田
女
、
お

の
が
系
図
を
い
ひ
あ
ら
ハ
し
、
お
も
に
も
せ
、
わ
れ
に
も
せ

わ
か
く
さ
の
あ
が
つ
ま
は
や
」
と
い
ひ
て
な
げ
き
し
も
の

な
り
、
こ
れ
ハ
母
に
ハ
異
夫
兄
弟
、
我
身
に
ハ
異
母
兄
弟

に
し
て
夫
な
り
か
く
ま
で
し
た
し
き
な
か
な
れ
ど

わ
か
れ
て
、
す
め
バ
、
か
れ
よ
り
ハ
它ア

と
見
ら
る
べ
く
、
一
た
び

妻
と
え
ら
れ
て
今
え
ら
れ
ず
あ
る
身
を
、
あ
と
い
ひ

そ
の
あ
が
つ
ま
と
夫
を
し
た
ふ
こ
ゝ
ろ
を
あ
ら
わ
し
て

二
十
八
丁
表

あ
が
つ
ま
は
や
と
い
へ
る
な
り
、
い
ま
の
世
に
穢
多

と
よ
び
な
す
も
の
は
か
か
る
も
の
ゝ
子
孫
に
し
て
ミ

く
に
の
正
し
き
人
ハ
そ
の
か
ミ
よ
り
、
い
や
し
ミ
う
と

ミ
し
な
り
、
い
ま
ハ
人
に
し
て
人
な
ら
ぬ
も
の
に
た
ち

て
あ
る
な
り
ゆ
め
〳
〵
か
ゝ
る
ミ
だ
り
な
る
こ
と
を
、
わ
が

國
の
古
風
と
な
お
も
ひ
そ
、

す
べ
て
、
わ
が
身
を
さ
し
て
あ
と
い
ふ
ハ
か
れ
に
え
ら
れ

て
其
輪
の
う
ち
に
入
り
て
ハ
あ
れ
ど
、
え
ら
れ
ぬ
か
た
あ

二
十
八
丁
裏

り
て
它ア

と
み
ら
る
べ
く
お
も
ふ
と
き
こ
な
た
よ
り
わ
が
身

を
さ
し
て
あ
と
い
ふ
ハ
か
れ
が
こ
ゝ
ろ
に
な
り
て
い
ふ
こ
ゝ

ろ
な
り
、
さ
れ
バ
あ
れ
と
わ
れ
と
ハ
、
同
じ
く
お
の
が

身
を
さ
し
て
い
ひ
な
が
ら
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
い
た
く
た
が
ひ
て

あ
る
な
り
、

　

わ
が
く
に
、
わ
が
お
ほ
き
ミ
と
い
ひ
て
、
あ
が
く
に
、
あ
が

　

大
き
ミ
な
ど
は
い
は
ず
、
さ
る
を
万
葉
集
の
注
書
に

　

し
か
よ
め
る
ハ
あ
や
ま
り
な
り
、

二
十
九
丁
表

ひ
ろ
く
他
人
に
対
し
て
い
ひ
、
さ
ら
で
も
、
お
ほ
や
け
に

い
ふ
と
き
ハ
、
わ
が
せ
こ
、
わ
ぎ
も
こ
、
と
い
ひ
て
、
あ
が
せ
こ
、
あ
ぎ

も
こ
と
い
は
ず

　

允
恭
天
皇
紀
和
餓
勢
故
が
く
べ
き
よ
ひ
な
り
、

　

万
葉
一
九
こ
の
し
く
れ
い
た
く
な
ふ
り
て
和
藝
毛
故
に

　

ミ
せ
ん
か
た
め
に
も
ミ
ち
と
り
て
む

男
ど
ち
し
た
し
き
友
を
さ
し
て
わ
が
せ
こ
と
い
へ
る
こ
と

あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
あ
が
せ
こ
と
い
は
ず
、
こ
れ
ハ
友
と
わ
れ

二
十
九
丁
裏

と
を
一
輪
に
し
て
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
れ
バ
な
り
、

万
葉
一
九
ち
き
に
ひ
に
し
か
し
あ
そ
は
ね
は
し
き
和

我
勢
故
、
ま
た
、
し
く
ら
か
バ
世
を
た
づ
ね
つ
も
和
我
世
故
ハ

う
か
ハ
た
ら
さ
ね
こ
ゝ
ろ
な
ぐ
さ
に
、
こ
れ
ハ
朋
友
を
さ
し

て
い
へ
る
な
り
、

万
葉
略
解
に
我
大
王
と
文
字
に
て
か
け
る
た
ぐ
ひ
を
、

あ
が
お
ほ
き
ミ
と
よ
ミ
、
か
へ
り
て
ハ
、
吾
君
と
あ
る
を
わ
ぎ
ミ
と

よ
め
る
ハ
ミ
だ
り
な
り
、
こ
れ
ハ
あ
ぎ
ミ
と
よ
む
べ
き
な
り
、

三
十
丁
表

そ
ハ
古
事
記
日
本
紀
に
阿
藝
と
あ
れ
ば
な
り
、
あ
ぎ
は

あ
ぎ
ミ
と
い
ふ
に
同
じ
、
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万
葉
六
は
る
く
さ
ハ
の
ち
ハ
う
つ
ろ
ふ
い
は
ほ
な
す
と
き

は
に
、
い
ま
せ
た
ふ
と
き
吾ア

ギ
ミ君
、
同
三
あ
き
つ
は
の
そ
で

ふ
る
い
も
を
、
た
ま
く
し
げ
お
く
に
お
も
ふ
を
ミ
た
ま
へ
吾ア

君ギ
ミ

、
同　

青
山
の
ミ
ね
の
白
く
も
あ
さ
に
け
に
つ
ね
に

ミ
れ
と
も
め
つ
ら
し
吾ア

ギ
ミ君
」
こ
れ
ら
な
り
、

ま
た
し
た
し
ミ
て
、
あ
ご
と
い
へ
る
古
言
あ
り
、
神
武
天
皇
紀

三
十
丁
裏

阿
誤
豫
阿
誤
豫
と
あ
つ
は
あ
ご
よ
〳
〵
と
よ
び
お
こ
し
て

こ
れ
を
ミ
よ
と
よ
ミ
た
ま
へ
る
な
り
、
万
葉
九
わ
が
お
も
ふ
吾ア

子ゴ

ま
さ
き
く
あ
り
こ
そ
、
同
一
九
い
ふ
く
と
ふ
國
に
ま
さ
り
て

お
も
へ
り
し
安
我
子
に
ハ
あ
れ
ど
云
々
か
く
こ
ひ
ハ
お
い
つ
く

安
我
未
け
だ
く
あ
へ
む
か
も
」
こ
れ
ら
の
あ
ハ
愛
し
お
も
ぐ

あ
ま
り
、
え
ら
れ
て
え
ら
れ
ぬ
こ
ゝ
ろ
に
な
り
、
い
か
に
も
し

て
、
と
も
に
あ
り
た
く
、
こ
ゝ
ろ
に
さ
か
ら
ハ
じ
と
お
も
ふ
ま
し
に

お
の
が
身
を
あ
と
い
ひ
て
あ
ご
あ
が
こ
な
と
い
へ
る

三
十
一
丁
表

も
の
な
り
、

　

建
保
の
職
人
盡
歌
合
の
と
こ
バ
が
き
に
あ
ご
よ
う
く
だ

　

も
て
こ
、
と
あ
る
を
ミ
れ
バ
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
も
わ
が
こ
を
し

　

た
し
ミ
、
愛
し
て
、
あ
ご
と
い
ふ
こ
と
の
残
り
て
あ
り
し

　

な
り
、

又
と
も
ど
ち
に
て
、
わ
が
せ
こ
と
、
い
へ
る
た
ぐ
ひ
に
て
、
あ
せ
と
い
へ
る

こ
と
ば
あ
り
古
事
記
に
ひ
と
つ
ま
つ
阿
勢
袁
と
あ
る
ハ

こ
れ
な
り
、
こ
れ
ハ
、
阿
藝
と
い
ふ
に
同
じ
く
、
い
た
く
し

三
十
一
丁
裏

た
し
ミ
て
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
、
は
な
れ
が
た
き
こ
ゝ
ろ
を
、
あ
ら

は
し
て
お
の
が
身
を
あ
と
い
へ
る
も
の
な
り
、

　

和
阿
の
差
別
大
か
た
か
く
の
ご
と
き
も
の
な
り
、
な
ほ
ひ

　

き
い
で
ゝ
い
は
ん
と
す
れ
バ
、
い
と
多
く
わ
づ
わ
は
し
き

　

に
よ
り
、
は
ぶ
き
つ
、
記
紀
万
葉
を
と
り
い
で
ゝ
、
か
た

　

は
し
よ
り
見
た
ふ
べ
し
こ
ゝ
ろ
を
つ
け
て
み
た
ま
ひ
た
ら
ん

　

に
ハ
い
く
ら
も
あ
る
こ
と
ば
な
れ
バ
、
お
の
づ
か
ら
其
差
別

　

を
さ
と
り
た
ふ
べ
く
な
ん

三
十
二
丁
表

こ
の
和
阿
の
差
別
は
、
人
情
の
お
の
づ
か
ら
し
る
こ
と
を
、
あ

ら
は
せ
る
こ
と
ば
に
て
、
え
て
え
ぬ
を
い
ふ
う
ら
に
、
え
ら

れ
て
え
ら
れ
ぬ
を
い
ふ
、
こ
と
ば
の
あ
る
も
妙
な
り
我
它ア

の
差
別
は
、
一
身
よ
り
お
こ
り
て
、
天
地
に
お
よ
ぶ
こ
と
ば

な
れ
バ
、
い
と
大
き
く
い
と
ひ
ろ
し
、
お
の
が
身
を
さ
す
あ
ハ

人
の
情
の
、
く
ま
を
さ
ぐ
る
こ
と
ば
に
て
、
い
と
こ
ま
か
く

い
と
く
わは

し
、
こ
れ
ハ
大
小
精
廉
を
い
ひ
わ
く
る
、
こ
と
ば
の
、

は
じ
め
に
て
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
ば
ハ
、
こ
れ
に
つ
き
て
、
お
こ
る
こ

三
十
二
丁
裏

と
ゝ
し
る
べ
き
な
り

　

人
は
さ
ば
か
り
の
も
の
と
は
お
も
ハ
ざ
る
べ
し
、
た
か
ミ
む

　

す
び
の
か
ミ
の
、
む
す
び
置
た
ま
へ
る
こ
と
ば
に
、
さ
ば
か

　

り
の
妙
理
な
く
て
や
あ
る
べ
き

它ア

は
ひ
ろ
く

　
　

我ワ

は
せ
ば
し

我ワ

ハ
它ア

の
う
ち
に

あ
る
も
の
な
り

あ

わ
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三
十
三
丁
表

わ
が
く
に
わ
が
き
ミ
な
ど
い
ふ
わ

は
ひ
ろ
く
、
あ
が
ミ
ハ
せ
ば
し

我ワ

ハ
我ワ

の
う
ち
に

　
　
　

あ
る
も
の
な
り

わ
あ
い
り
か
は
る
か
た
ち
か
く
の
ご
と
し

以
上
它
の
字
を
、
あ
つ
る
あ
と
、
我
の
字
を
あ
つ
る
、
あ

と
同
じ
こ
ゑ
に
て
、
彼
此
の
た
が
ひ
あ
る
、
そ
の
わ
け
を

わ
き
ま
へ
た
る
な
り
、

三
十
三
丁
裏

人
の
世
に
あ
る
、
く
ひ
も
の
に
よ
り
て
い
の
ち
を
つ
ぐ
も
の
な
り
、

そ
の
い
ね
を
つ
く
る
に
、
は
る
ハ
田
に
あ
を
つ
く
り
、
そ
の
う
ち

を
な
は
し
ろ
に
し
て
、
た
ね
を
ま
く
な
り
、
お
ひ
た
ち
た

る
を
う
ゝ
る
と
き
、
あ
を
も
て
、
さ
か
ひ
を
た
が
め
人
の
田
、

わ
が
田
を
ミ
だ
ら
す
、

　

畔
の
字
を
か
き
て
あ
と
よ
む
ハ
、
わ
れ
と
へ
た
て
あ
る

　

こ
ゝ
ろ
に
て
、
人
の
田
、
わ
が
田
を
、
わ
か
つ
を
、
む
ね
と

　

す
る
こ
と
ば
な
り
、

三
十
四
丁
表

古
事
記
、
於
二
勝
佐
備
一
離　

天
照
大
御
神
之
營
田
之
阿
一
此
阿
字
以

レ音
と
あ
り
、
こ
れ
を
神
代
紀
に
春
則
毀
其
畔
毀
此
云
二

波
那
豆
一

と
あ

り
紀
に
春
則
と
あ
る
ハ
具つ

ブ
サ

に
つ
た
へ
、
記
に
そ
の
こ
と
ば

な
き
は
、
は
ぶ
け
る
な
り
、
あ
を
つ
く
る
ハ
な
は
し
ろ

に
つ
き
て
の
こ
と
な
り
、
あ
ハ
な
つ
も
ま
た
苗
代
の
あ

を
は
な
つ
な
り
、
そ
の
證
ハ
、
ミ
つ
ね
集
に
こ
の
め
は
る
と

き
に
な
る
ま
で
苗
代
の
あ
と
だ
に
い
ま
だ
つ
く
ら
ざ
り

け
り
、
順
集
あ
ら
さ
し
と
う
ち
か
へ
す
ら
ん
は
る
の
田
の
な
は

三
十
四
丁
裏

し
ろ
水
に
ぬ
れ
て
つ
く
る
あ
、
偽
本
柳
本
集
は
る
の
田
の
、

な
は
し
ろ
と
こ
ゝ
ろ
つ
く
る
と
て
、
あ
は
け
ふ
よ
り
ぞ
せ
き
ハ

は
し
む
る
、
こ
れ
ら
を
ミ
て
あ
ハ
、
あ
ぜ
の
本
語
成
こ
と
も

あ
を
つ
く
り
、
あ
を
は
な
つ
ハ
、
苗
代
に
つ
き
て
い
ふ
こ
と
ば
な
る

こ
と
を
も
さ
と
る
べ
し
、

　

記
紀
の
文
に
て
は
、
あ
を
は
な
ち
と
、
よ
む
べ
く
見
ゆ

　

れ
ど
、
古
語
拾
遺
に
、
毀
畔
古
語
阿
波
奈
知
と
あ
り
て
、
大

　

祓
の
祝
詞
も
延
喜
式
に
畔
放
と
か
き
て
あ
れ
ば
、
を
を
す

三
十
五
丁
表

　

て
ゝ
あ
は
な
ち
と
い
ふ
べ
き
な
り
、

こ
の
か
ち
さ
び
の
悪
行
ハ
、
人
間
界
を
た
て
さ
せ
じ
と
し

た
ま
へ
る
も
の
に
て
、
青
人
草
く
ひ
て
い
く
べ
き
も
の
に

さ
ま
た
げ
を
な
し
た
ま
へ
る
な
り
、
な
は
し
ろ
の
た
め
に

あ
を
つ
く
る
ハ
、
ひ
と
ゝ
せ
の
秋
の
た
の
ミ
の
、
そ
の
は
じ
め

な
れ
バ
、
こ
れ
を
は
な
つ
時
ハ
、
其
お
ね
を
、
う
し
な
ふ
こ
と

な
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
は
る
ハ
、
さ
る
わ
ざ
を
し
た
へ
る
な
り
、

　

今
の
世
の
学
者
ハ
大
か
た
本
語
畧
語
の
差
別
を

三
十
五
丁
裏

　

わ
き
ま
へ
ず
し
て
、
あ
を
あ
ぜ
の
畧
語
と
、
と
く
め
り

　

畧
語
に
あ
ら
ず
、
あ
と
い
ふ
が
本
語
に
て
ぜ
ハ
そ
へ
た
る

　

こ
と
ば
な
り
、
そ
へ
て
い
ふ
こ
ゝ
ろ
ハ
せ
く
こ
ゝ
ろ
の
せ
な
り

　

ひ
と
す
じ
を
あ
と
い
ひ
、
た
て
に
、
よ
こ
に
か
さ
な
れ
る
を

　

あ
ぜ
と
い
ふ
、
さ
れ
バ
あ
と
あ
ぜ
と
ハ
、
さ
す
と
こ
ろ

わ

あ
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お
な
じ
か
ら
ず
、
和
名
抄
畔
田4

界
也
、
和
名
、
久
呂
、
一
云
阿

　

世
と
あ
れ
ど
、
く
ろ
と
、
あ
ぜ
と
は
、
さ
す
こ
ゝ
ろ
同
じ

　

か
ら
ず
、
く
ろ
ハ
く
る
む
こ
ゝ
ろ
に
て
と
り
ま
は
し
た
る

三
十
六
丁
表

　

あ
を
い
ふ
な
り
、

こ
れ
も
ま
た
内
外
を
わ
か
つ
も
の
に
て
、
わ
れ
と
へ
だ
て
あ
り

苗
代
を
わ
れ
と
し
て
、
わ
れ
と
、
外
の
田
と
の
へ
だ
て

を
な
す
も
の
ハ
畔ア

な
り
、

　

苗
代
を
一
輪
に
し
て
お
も
ふ
べ
し
、

又
あ
し
の
う
ら
を
、
あ
と
い
へ
る
こ
と
あ
り
、
こ
れ
を
も
あ
し

の
畧
語
と
お
も
ふ
は
た
が
へ
り
、
あ
し
の
本
語
と
と

く
べ
き
な
り
、

三
十
六
丁
裏

し
は
長
く
つ
ゞ
く
を
い
ふ

あ
は
あ
し
の
う
ら
を
い
ひ
て
、
し
ハ
長
く
た
ち
の
び
て

腰
に
つ
ゞ
く
を
い
へ
る
な
り
、
そ
は
ふ
と
ふ
し
と
の
差

別
の
ご
と
し
、
と
ふ
の
す
が
と
も
、
な
く
ふ
に
ハ
と
い
へ
る

ふ
も
、
こ
も
の
あ
ミ
め
を
ふ
と
い
ひ
て
其
間
を
ふ
し

と
す
る
な
り
、
た
け
の
ふ
、
た
け
の
ふ
し
、
此
さ
だ
め
也

三
十
七
丁
表

　

し
か
お
も
ひ
さ
だ
め
て
の
ち
に
、
あ
と
い
ひ
あ
し
と
い
へ
る

　

古
語
を
あ
つ
め
て
さ
と
る
べ
き
な
り
、

あ
し
を
ふ
ミ
て
う
ら
な
ふ
を
あ
う
ら
と
い
ふ
、
あ
し
に
て

す
る
こ
と
な
れ
ど
、
あ
し
の
ふ
ミ
ど
に
て
、
う
ら
な
ふ
こ
と

な
る
に
よ
り
あ
し
う
ら
と
い
は
ず
し
て
あ
う
ら
と
い
へ
り
、

万
葉
四
つ
く
よ
に
ハ
か
ど
に
い
て
た
ち
ゆ
ふ
け
と
ひ
足ア

ウ
ラ卜

乎ヲ

ゾ

セ

シ

曽
為
之
ゆ
か
ま
く
を
ほ
り
、
同
十
二
つ
く
よ
ミ
か
ど
に

い
て
た
ち
、
足ア

ウ

ラ

シ

テ

占
為
而
ゆ
く
と
き
さ
へ
や
い
も
に
あ
ハ
さ
ら
ん
、

三
十
七
丁
裏

こ
れ
ら
足
の
字
は
か
き
て
あ
れ
ど
あ
し
う
ら
と
ハ
よ
ま
れ

ず
あ
う
ら
と
い
ひ
し
こ
と
い
ち
じ
る
か
り
、
ま
た
万
葉
七

し
ま
つ
た
ふ
足ア

バ
ヤ速
の
小
舟
、
と
よ
め
る
う
た
あ
り
、
舟
の
う
ら

を
あ
と
へ
る
な
り
、
あ
し
の
う
ら
を
あ
と
い
へ
る
に
同
じ

新
撰
字
鏡
踠
阿
加
久
と
あ
り
、
あ
し
の
う
ら
に
て
か
く

や
う
に
、
馬
な
ど
の
は
し
る
を
い
ふ
、

　

あ
し
ず
り
な
ど
ハ
あ
し
に
て
す
る
こ
と
な
る
に
よ
り

　

あ
ず
り
と
い
は
ず
、
よ
く
見
わ
く
べ
し
、

三
十
八
丁
表

人
身
の
上
下
に
あ
と
さ
す
と
こ
ろ
あ
り
、
下
ハ
あ
し
の
う
ら

を
い
ふ
あ
、
こ
れ
な
り
、
上
ハ
あ
た
ま
の
あ
こ
れ
な
り
、

　

和
名
抄
形
體
部
、
頭
面
云
顖
會
一
云
天
窻
和
名
阿

　
太
萬
と
あ
り

あ
た
ま
の
あ
ハ
上
の
し
き
り
を
い
ひ
、
た
ま
ハ
そ
こ
に
人
の

た
ま
ハ
あ
る
も
の
な
る
に
よ
り
て
、
た
ま
と
い
へ
る
な
り

　

天
悤
は
見
聞
の
た
ま
る
と
こ
ろ
な
り
、
身
の
ミ
中

に
あ
り
て
ま
が
る
を
た
め
な
ほ
す
と
こ
ろ
な
り
、

三
十
八
丁
裏

こ
れ
に
よ
り
た
ま
と
い
ふ

あ
た
ま
と
、
あ
う
ら
と
ハ
上
下
の
対
に
て
、
こ
れ
よ
り
内
を
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わ
が
身
と
し
、
こ
れ
よ
り
外
を
它ア

と
見
る
と
こ
ろ
に

な
ん
あ
り
け
る
、

　

わ
れ
と
へ
だ
て
あ
り
と
と
く
こ
と
ば
に
か
な
へ
り
、

三
十
九
丁
表

こ
れ
ら
の
こ
ろ
を
合
せ
考
ふ
る
に
人
の
う
ま
る
ゝ
は
じ
め
、

あ
と
い
ふ
こ
ゑ
の
こ
ゝ
ろ
に
て
う
ま
れ
い
で
、
又
あ
と
い
ふ
聲

の
こ
ゝ
ろ
に
て
、
し
に
ゆ
く
も
の
な
り
、
し
か
あ
り
て

ひ
と
よ
の
か
ぎ
り
、
あ
と
い
ふ
こ
ゑ
に
つ
か
ハ
れ
て
あ
る
も

の
に
な
ん
、
い
で
や
こ
の
こ
ゝ
ろ
を
く
は
し
く
か
た
り
て
ん
、

人
の
母
の
は
ら
に
や
ど
る
の
は
じ
め
、
こ
ゝ
ろ
ハ
身
を
え
て

わ
が
身
と
お
も
ひ
、
み
は
こ
ゝ
ろ
を
え
て
わ
が
心
と
す
、
身

と
こ
ゝ
ろ
と
の
外
に
、
な
る
も
あ
る
こ
と
な
し
、
生
れ
い
づ
る

三
十
九
丁
裏

ま
で
か
く
の
ご
と
き
も
の
な
り
、
こ
れ
を
え
て
え
ざ
る
あ

の
こ
ゝ
ろ
に
、
お
も
ひ
あ
は
す
べ
し
、
い
か
に
も
え
て
え
ざ
る

も
の
に
な
ん
あ
る
、
生
ま
れ
い
づ
れ
バ
、
母
の
乳
を
け
に
吸
、

父
の
つ
く
ら
せ
お
け
る
き
る
も
の
を
身
に
え
て
そ
だ
つ
な
り
、

心
と
身
と
の
外
に
、
え
て
わ
が
も
の
と
す
る
は
じ
め
は
、
う
ぶ

ぎ
と
、
乳
し
る
と
、
こ
の
ふ
た
つ
な
り
、
そ
の
外
ハ
ミ
な
あ
と

ミ
る
も
の
に
な
ん
、
こ
の
ち
し
る
と
、
き
る
も
の
と
を
は
じ

め
に
て
、
あ
れ
を
え
ん
、
あ
れ
を
え
ん
と
、
一
よ
の
か
ぎ
り

四
十
丁
表

そ
れ
に
つ
か
は
れ
て
、
し
ぬ
る
と
き
ハ
、
そ
の
ひ
と
よ
の
か
ぎ
り

え
た
る
も
の
を
、
あ
と
に
の
こ
し
て
、
あ
と
見
な
し
て

す
ぎ
ゆ
く
も
の
な
り
、
こ
れ
を
も
て
あ
に
て
生
れ

あ
に
て
し
ぬ
る
そ
の
あ
い
だ
、
あ
に
つ
か
ハ
れ
て
あ
る

こ
と
を
さ
と
る
べ
し
、

　

佛
家
に
て
阿
字
本
不
生
と
い
ふ
、
天
竺
に
て
は
、
ふ
し

む
な
し
と
い
ふ
倭
語
に
あ
た
る
こ
と
ば
を
、
阿
と
い
ふ

な
り
、
わ
が
く
に
の
あ
と
、
そ
の
つ
か
ふ
こ
ゝ
ろ
同
じ
か
ら
ず
、

四
十
丁
裏

阿
字
、
い
ま
の
杭
州
音
に
て
は
オ
な
れ
ど
も
、
い
に
し

へ
は
ア
に
て
あ
り
し
な
り
、
日
本
音
に
、
支
那
の
古

音
の
残
り
て
あ
る
こ
と
こ
れ
が
色
あ
り
、
ひ
と
む
き

に
、
い
ま
の
唐
音
を
た
だ
し
と
て
、
わ
が
く
に
の
漢

呉
両
音
を
非
と
す
る
儒
學
者
も
あ
る
ハ
、
い
に
し

へ
に
、
く
ら
き
も
の
な
り
、
今
日
本
、
支
那
に
て
梵
語
を

釋譯

し
た
る
い
に
し
へ
の
三
藏
た
ち
、
阿
を
無
、
又
空
と

四
十
一
丁
表

　

訳
し
た
り
、
阿
は
梵
音
を
う
つ
し
、
無
ハ
そ
の
義
を

う
つ
し
た
る
も
の
に
な
ん
、
音
を
う
つ
し
て
は
阿ア

ミ

ダ

弥
陀

と
か
き
、
義
を
う
つ
し
て
は
無
量
壽
と
い
ひ
、
又
音

を
う
つ
し
て
阿ア

ノ

ダ

ラ

褥
多
羅
と
か
き
、
義
を
う
つ
し
て

無
上
と
い
へ
る
た
ぐ
ひ
こ
れ
な
り
又
ア
ボ
キ
ヤ
を

う
つ
し
て
、
不
空
と
い
へ
る
た
ぐ
ひ
ア
を
不
と
も
、
う

つ
し
た
り
無
と
、
う
つ
し
た
る
も
の
に
、
か
は
ら
ず
、
支

那
に
て
、
阿
と
い
へ
る
音
の
こ
ゝ
ろ
を
か
む
が
ふ
る
に
、

四
十
一
丁
裏
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か
げ
に
な
る
こ
ゝ
ろ
な
り
、
丘
阿
の
阿
本
義
に
て
、
阿

衡
の
阿
も
か
げ
に
よ
り
て
、
お
ひ
ら
か
に
は
つ
る
こ
ゝ

ろ
、
曲
従
を
阿
と
い
ふ
も
、
か
げ
に
て
こ
ゝ
ろ
を
と
り
、
お

も
ね
る
を
い
ふ
、
あ
つ
ま
や
を
四
阿
と
い
ふ
も
の
、
き
は
の

か
げ
の
お
ほ
き
こ
ゝ
ろ
、
阿
堵
物
の
阿
、
子
供
の
名
に
阿

某
と
い
ふ
類
、
か
げ
に
て
愛
す
る
こ
ゝ
ろ
な
る
べ
し
、

い
づ
れ
も
倭
語
に
て
く
ま
と
い
ふ
こ
と
ば
に
あ
た
る
、
阿

を
本
に
し
て
、
そ
れ
よ
り
う
る
れ
る
も
の
に
な
ん
、
日
本

四
十
二
丁
表

の
あ
の
こ
ゝ
ろ
は
前
に
と
き
お
き
た
り
、
さ
て
こ
の
三

つ
を
合
せ
考
ふ
る
日
本
語
の
あ
も
ろ
こ
し
に
、
う

つ
り
て
ハ
、
く
ま
を
い
ふ
心
と
な
り
、
天
竺
に
う
つ
り
て
は

む
な
し
き
を
い
ふ
こ
ゝ
ろ
と
な
り
て
お
の
〳
〵
そ
の
國
體
を

あ
ら
ハ
し
た
る
も
の
に
な
ん
、
こ
れ
に
よ
り
て
ま
た
く
ま
と
云

倭
語
の
こ
ゝ
ろ
を
考
ふ
る
に
、
く
ま
は
幽
顕
の
さ
か
ひ

を
い
ふ
こ
と
ば
な
り
、
く
ま
と
い
ふ
け
だ
も
の

あ
り
、
こ
れ
ハ
黒
き
も
の
に
て
、
の
む
ど
の
と
こ
ろ
に
、

四
十
二
丁
裏

い
さ
ゝ
か
白
き
く
ま
あ
る
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
を

く
ま
と
い
ふ
な
る
べ
し
、
神
米
を
く
ま
と
い
ふ
、
こ
れ
は

く
ま
に
そ
な
ふ
る
も
の
な
れ
バ
な
り
、
こ
の
く
ま
ハ
文
字

を
つ
く
り
て
あ
て
た
ら
ん
に
は
、
幽
門
と
い
ふ
べ
き
と
こ
ろ

な
り
、
か
の
大
く
に
ぬ
し
の
神
が
八ヤ

ソ

ク

マ

デ

十
阿
手
に
か
く
り
て

さ
も
ら
ひ
な
ん
、
と
の
た
ま
へ
る
や
そ
く
ま
で
の
く
ま
こ
れ

な
り
き
、
大
く
に
は
大
地
球
の
こ
と
に
て
、
地
の
色
ハ
黄
也

ぬ
し
は
帝
な
り
、
こ
の
神
霊
、
支
那
に
わ
た
り
て
黄
帝

四
十
三
丁
表

と
あ
ら
ハ
れ
た
ま
ひ
、
蒼
頡
に
お
ほ
せ
て
文
字
を
つ
く

ら
し
め
、
つ
ひ
に
日
本
國
に
わ
た
し
て
日
本
の
用
を

な
せ
り
、
こ
れ
も
そ
の
八
十
く
ま
で
に
か
く
り
て
さ
も
ら

ひ
た
ま
へ
る
ミ
し
わ
ざ
の
ひ
と
つ
な
り
、
こ
れ
ら
ハ
吾
祓

の
う
ち
に
て
い
ふ
こ
と
に
て
、
儒
學
者
の
う
け
ひ
か

ぬ
こ
と
成
べ
か
し
、
さ
て
そ
の
支
那
に
て
大
道
と

た
つ
る
ミ
ち
、
わ
が
國
の
眼
よ
り
見
れ
バ
、
阿ク

マ

お
ほ
か
り
、

尭
舜
湯
武
ハ
民
に
阿オ

モ
ネ

り
て
國
王
を
あ
ら
た
め
た

四
十
三
丁
裏

る
人
な
り
、
そ
の
と
き
の
舜
禹
湯
武
に
つ
か
へ
た
る
諸

候
諸
民
ま
た
故
主
を
す
て
ゝ
新
主
に
阿オ

モ
ネ

り
つ
か
へ
た
り
、

上
ハ
下
に
阿
り
、
下
ハ
上
に
阿
り
て
、
事
ハ
成
り
た
る

な
り
、
事
の
成
り
た
る
に
よ
り
後
世
こ
れ
を
聖
人

と
あ
ふ
く
な
り
、
こ
れ
も
ま
た
儒
学
者
の
う
け
ひ

か
ぬ
説
な
る
べ
し
扨
の
ち
も
臣
下
勢
を
す
て

故
主
を
あ
ら
た
む
れ
バ
、
國
中
こ
ぞ
り
て
そ
の
新
主

に
お
も
ね
り
つ
か
へ
て
は
ぢ
を
し
ら
ず
、
蒙
古
韃
靼

四
十
四
丁
表

よ
り
入
り
來
れ
る
も
の
に
も
、
ま
た
國
中
の
學
者
阿
り

つ
か
へ
て
こ
れ
を
新
主
と
し
そ
れ
に
つ
か
へ
て
、
は
ぢ

と
せ
ず
、
こ
れ
ミ
な
國
體
の
し
か
ら
し
む
る
事
に
て

尭
舜
湯
武
そ
の
は
じ
め
を
な
し
た
る
こ
と
な
れ
バ
、

そ
れ
を
バ
こ
ゝ
ろ
よ
く
い
ひ
な
し
な
が
ら
も
、
こ
と
に
い
た

り
て
は
、
儒
学
者
も
げ
に
と
お
も
ひ
あ
た
り
て

わ
か
日
本
國
の
た
ふ
と
き
こ
と
を
お
も
ひ
し
る
べ
き

な
り
、
さ
て
ま
た
天
竺
の
こ
と
を
い
ふ
べ
し

四
十
四
丁
裏
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か
の
く
に
の
阿
字
は
無
の
義こ

ゝ
ろ

な
る
に
よ
り
せ
る
る

王
を
た
ふ
と
ま
ず
し
て
、
法
王
を
た
ふ
と
む
也
、

そ
は
よ
く
阿
字
の
こ
ゝ
ろ
を
得
て
、
造
化
を

益
に
な
し
、
平
等
利
益
を
お
こ
す
人
な
れ
ば

な
り
、
い
ま
は
そ
の
天
竺
の
地
に
て
も
、
佛
道
は

た
へえ

〴
〵
に
な
り
た
るり

と
き
く
、
無
字
、
不
字
、
空
字
、

の
こ
ゝ
ろ
に
か
な
へ
り
、
隆
正
お
も
ふ
に
、
天
之
御
中

主
の
な
か
ハ
、
中ナ

カ處
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
に
て
、
な
と
い
ふ

四
十
五
丁
表

ひ
と
こ
と
に
は
や
く
中
の
字
の
義
は
そ
な
ハ
り
て
あ
る

な
り
、
さ
て
そ
の
な
と
い
ふ
こ
と
ば
に
、
な
、
な
く
、
な
き

と
は
た
ら
く
こ
と
ば
あ
り
、
支
那
の
無
の
字
に

あ
た
り
、
天
竺
の
阿
字
の
こ
ゝ
ろ
に
か
な
へ
た
り
、

天
竺
に
て
中
を
阿
字
の
本
體
と
す
、
さ
れ
バ
天
竺
の

阿
字
は
、
わ
が
く
に
の
な
と
い
ふ
こ
ゑ
に
か
な
ひ
て

あ
る
な
り
、
し
か
ハ
あ
れ
ど
天
竺
の
あ
は
無
の
義

を
む
ね
と
す
る
に
よ
り
、
つ
ゐひ

に
そ
の
法
さ
へ
そ
の

四
十
五
丁
裏

國
に
た
え
た
り
日
本
の
阿
は
わ
を
は
な
れ
て

た
か
き
こ
ゝ
ろ
あ
り
、
地
球
上
万
國
を
一
輪
に
し
て

そ
の
輪
の
内
に
あ
り
な
が
ら
ぬ
け
い
で
て
た
ふ

と
き
に
よ
り
、
あ
と
あ
が
む
べ
き
よ
し
あ
る
國
也
、

も
ろ
こ
し
の
あ
と
い
ふ
こ
ゑ
に
し
た
が
ふ
こ
ゝ
ろ

あ
り
、
つ
ひ
に
支
那
は
、
わ
が
日
本
國
に
し
た

が
ひ
属
す
る
時
あ
る
べ
し
、
天
竺
の
あ
に
む
な
し

き
義
あ
り
、
つ
ひ
に
天
竺
ハ
わ
が
日
本
國
に
そ
の
國

四
十
六
丁
表

　

を
む
な
し
く
し
て
た
て
ま
つ
る
も
の
た
る
べ
し
、

あ
に
て
う
ま
れ
、
あ
に
て
し
に
、
ひ
と
よ
の
か
ぎ
り
、
あ
に

つ
か
は
れ
て
あ
る
ここ

とと

ばハ

こ
そ
う
ま
れ
、
そ
の
實
事
に

い
た
り
て
は
万
國
た
が
ふ
こ
と
な
し
、
あ
と
見
し
も
の

を
身
に
え
あ
と
見
し
ミ
ち
を
こ
ゝ
ろ
に
え
て
わ
れ
を

こ
や
す
、

　

あ
と
見
し
も
の
を
見
に
う
る
ハ
金
銀
財
宝
妻
子

　

眷
属
、
田
宅
山
野
の
た
ぐ
ひ
、
ミ
な
あ
と
見
し
も
の
も

四
十
六
丁
裏

ゆ
づ
ら
れ
て
得
、
も
ら
ひ
て
得
、
か
ひ
て
う
る
も
の
な
り
、

ミ
ち
ハ
を
し
へ
ら
れ
て
、
う
る
も
の
な
り
、
わ
が
く
に
の

い
に
し
へ
、
儒
道
も
佛
道
も
あ
と
見
し
も
の
に
て
、

わ
が
く
に
に
は
な
か
り
し
も
の
な
り
、
そ
の
あ
と
見

し
ミ
ち
の
、
わ
が
く
に
ゝ
わ
た
り
て
よ
り
こ
の
か
た
、
人

ミ
な
そ
れ
に
よ
り
て
わ
が
く
に
異
國
の
古
事
古

言
の
そ
の
義
理
に
い
た
り
て
ハ
た
れ
も
あ
と
見
て

わ
か
ら
ぬ
事
に
、
今
の
世
の
人
は
お
も
ふ
な
る
べ
し
、

四
十
七
丁
表

隆
正
こ
れ
を
と
き
て
、
今
ま
で
ハ
、
あ
と
見
た
り
け
ん

本
教
神
理
を
、
人
に
さ
と
ら
せ
、
そ
の
人
と
の
わ
が
物
に

せ
さ
せ
ん
と
す
、

あ
た
ま
ハ
あ
め
に
ひ
か
る
ゝ
と
こ
ろ
な
り
、
あ
し
の
う
ら

は
、
つ
ち
に
ひ
か
る
ゝ
と
こ
ろ
な
り
、
人
の
生
る
ゝ
は
じ
め

あ
た
ま
を
、
つ
ち
に
む
か
へ
、
あ
し
の
う
ら
を
あ
め
に
む
か
へ

て
う
ま
れ
い
づ
る
も
の
な
り
、
う
ま
れ
て
ひ
と
ゝ
せ
ほ
と

た
つ
う
ち
に
あ
し
の
う
ら
を
つ
ち
に
つ
け
て
、
あ
た
ま
を

四
十
七
丁
裏
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あ
め
に
む
か
へ
て
た
つ
な
り
、
こ
れ
を
も
て
、
さ
と
る
べ
し
、
ひ
と
の

こ
ゝ
ろ
の
、
そ
の
は
じ
め
お
こ
る
と
き
ハ
、
つ
ち
に
む
か
ひ
て

せ
ば
く
わ
か
身
の
た
め
を
お
も
ひ
、
の
ち
に
お
も
ひ
か
へ
し

て
、
人
の
た
め
を
お
も
ふ
も
の
に
な
ん
、
ひ
と
の
た
め
を
お
も
ふ
を

天
に
む
か
ひ
て
こ
ゝ
ろ
の
ひ
ろ
く
な
れ
る
な
り
、
家
に
あ

り
て
は
父
母
を
お
も
ふ
、
い
で
ゝ
つ
か
れ
バ
君
を
お
も
ひ
、

女
は
夫
に
つ
か
へ
て
わ
が
身
を
わ
す
る
ゝ
も
の
な
り
、
こ
の
心

ふ
か
き
も
の
を
人
ハ
す
く
れ
た
り
と
す
、
こ
れ
ハ
そ
の

四
十
八
丁
表

な
か
を
う
ま
く
得
た
る
も
の
に
な
ん
、

身
は
地
に
む
か
ひ
て
生
る
ゝ
も
の
に
し
あ
れ
バ
、
せ
ば
く
、

四
十
八
丁
裏

ひ
く
ゝ
も
ち
こ
ゝ
ろ
は
天
に
む
か
ひ
て
た
つ
も
の
な
れ
バ
、
ひ
ろ

く
、
た
か
く
も
つ
べ
し
、
し
か
し
て
あ
ひ
つ
ら
ぬ
く
忠
孝
貞
の

こ
ゝ
ろ
を
わ
す
る
べ
か
ら
ず
、
こ
れ
を
大
人
の
こ
ゝ
ろ
に
て

人
身
の
神
生
に
そ
む
か
ぬ
、
天
地
自
然
の
道
也
、
小
人
の

こ
ゝ
ろ
は
こ
れ
に
反
し
て
、
こ
ゝ
ろ
ハ
地
に
む
か
ひ
て
せ
ば
く
、

お
の
か
身
の
た
め
を
の
ミ
は
か
り
、
身
ハ
天
に
む
か
ひ
て
高
く
、

お
ど
り
ほ
こ
ら
ん
こ
と
を
の
ミ
お
も
ふ
、
し
ら
し
て
忠
孝

自
の
こ
ゝ
ろ
に
う
と
き
も
の
な
り
、

四
十
九
丁
表

　

こ
の
道
理
に
あ
き
ら
か
な
る
も
の
を
、
よ
く
道
を
得

　

た
る
も
の
と
い
ふ
べ
し

さ
れ
バ
あ
と
さ
す
と
こ
ろ
に
、
お
の
づ
か
ら
廣
狹
の
た
が
ひ

あ
り
、
足
の
う
ら
よ
り
下
の
あ
ハ
つ
ぎ
〳
〵
に
せ
ば
く
な
り
て
、

お
の
が
身
の
ミ
、
利
益
を
ひ
き
つ
け
ん
と
す
る
も
の
に
て
、

つ
ひ
に
よ
ミ
の
く
に
の
い
と
き
た
な
き
に
い
た
る
も
の
な
り
、
あ

た
ま
よ
り
う
へ
の
あ
ハ
、
つ
ぎ
〳
〵
に
ひ
ろ
く
な
り
て
よ
の
た
め

ひ
と
の
た
め
を
お
も
ふ
も
の
な
れ
バ
つ
ひ
に
た
か
ま
の
は
ら
の

四
十
九
丁
裏

あ
ま
ね
く
世
を
て
ら
す
そ
の
徳
に
お
よ
ぶ
も
の
な
り
、
こ
ゝ
ろ

え
た
が
ふ
れ
バ
、
お
ご
り
た
か
ぶ
る
こ
ゝ
ろ
と
な
る
つ
ゝ
し
む

べ
き
も
の
に
な
ん
、

　

五
十
音
図
の
こ
ゝ
ろ
と
、
神
代
の
古
事
と
を
あ
は
せ
て
、

　

今
日
眼
前
の
道
理
を
か
む
が
ふ
る
に
、
い
さ
ゝ
か
も
た
が
ふ

　

こ
と
の
あ
ら
む
も
の
に
な
ん
、

人
の
こ
ゝ
ろ
の
お
ご
る
と
き
、
ま
づ
お
の
か
身
の
た
め
を
お
も
ひ
、

の
ち
に
お
も
ひ
か
へ
し
て
、
人
の
た
め
を
お
も
ふ
と
し
け
る
は

五
十
丁
表

人
情
を
い
へ
る
な
り
、
大
人
の
こ
ゝ
ろ
に
な
り
得
た
る
人
は
、

は
じ
め
よ
り
お
の
が
身
の
た
め
を
は
か
る
こ
ゝ
ろ
ハ
あ
ら
ざ
る

べ
し
、
さ
れ
ど
大
か
た
の
人
の
こ
ゝ
ろ
ハ
、
さ
ハ
と
ゞ
き
が
た
き
も

の
な
る
に
よ
り
、
大
か
た
の
人
の
こ
ゝ
ろ
に
つ
き
て
い
へ
る
な
り
、

小
人
を
は
ぢ
大
人
を
ね
が
ふ
ハ
、
人
の
こ
ゝ
ろ
の
ま
こ
と
に
て
、
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そ
の
こ
ゝ
ろ
あ
る
も
の
ハ
、
小
人
の
こ
ゝ
ろ
を
あ
ら
た
め
て
、
は
や

く
大
人
の
こ
ゝ
ろ
に
う
つ
る
べ
き
も
の
に
な
ん
、

　

荀
卿
が
性
悪
ハ
そ
の
は
じ
め
を
見
て
、
そ
れ
を
性
と
い
へ

五
十
丁
裏

る
な
り
孟
軻
の
性
善
ハ
そ
の
も
と
に
か
へ
る
を
見
て

そ
れ
を
性
と
い
へ
る
也
、
宗
儒
の
い
は
ゆ
る
本
然
の
性
ハ
、
佛

家
に
い
は
ゆ
る
本
眞
心
な
り
、
氣
質
の
性
ハ
五
欲
八
風

是
也
、
華
厳
の
妄
盡
還
源
観
ハ
儒
家
の
大
学
の

明
明
徳
に
か
な
へ
り
、
こ
れ
ら
の
事
を
し
る
ハ
か
た
ち
な
き
、
を

し
へ
を
か
た
ち
な
き
こ
ゝ
ろ
に
う
る
も
の
な
り
、
そ
れ
ら
の

書
を
見
ざ
る
う
ち
ハ
、
こ
と
〴
〵
く
あ
な
り
、
そ
れ
ら
の
書

を
よ
む
と
き
ハ
、
わ
が
本
有
の
心
に
合
せ
て
、
わ
れ
を

五
十
一
丁
表

ひ
ろ
む
る
も
の
也
、
わ
れ
を
ふ
と
ら
し
む
る
な
り
、
し
か
ハ

あ
れ
ど
、
儒
佛
西
洋
等
の
書
を
よ
む
に
、
そ
の
よ
む

ム
ち
を
得
ず
し
て
よ
め
バ
、
そ
の
おを

し
へ
に
惑
ふ
べ
し
、

今
そ
の
法
を
し
る
す
べ
し
外
國
の
書
ハ
す
べ
て
、
上

よ
り
よ
む
べ
き
な
り
、
下
よ
り
よ
む
べ
か
ら
ず
、
今
の
日
本

人
大
方
外
國
の
書
を
下
よ
り
よ
む
に
よ
り
、
其
書

に
惑
ふ
な
り
上
よ
り
よ
む
と
き
ハ
ま
ど
は
ず
し
て

益
を
う
る
事
多
き
も
の
な
り
、
上
よ
り
よ
む
と
ハ
わ
が
こ
ゝ
ろ

五
十
一
丁
裏

を
上
る
お
き
て
よ
む
こ
と
な
り
、
こ
ゝ
ろ
を
か
ミ
に

お
く
と
ハ
、
高
慢
我
慢
の
こ
ゝ
ろ
を
い
ふ
に
あ
ら
ず
、

わ
れ
は　

皇
統
の
た
が
ハ
せ
た
ま
ハ
ぬ
日
本
國
の
人
ぞ
と

い
ふ
こ
ゝ
ろ
を
上
に
お
く
こ
と
な
り
、
孔
子
も
釈
迦
も
そ
の

人
こ
そ
聖
佛
な
れ
、
日
本
に
生
ま
れ
し
人
に
あ
ら
ず
と

お
も
ひ
て
よ
む
べ
き
な
り
、
隆
正
が
ご
と
き
い
か
で
そ
の

聖
佛
の
大
徳
に
お
よ
ぶ
べ
き
、
し
か
ハ
あ
れ
ど
、
日
本
國
に

生
れ
て
、
五
十
音
図
に
な
れ
神
代
の
古
事
を
し
れ
る

五
十
二
丁
表

に
よ
り
、
聖
佛
の
い
ま
だ
さ
と
ら
ざ
り
し
事
を
も
い
ふ
也
、

日
本
國
に
生
ま
れ
し
身
こ
そ
う
れ
し
か
り
け
れ
、

田
の
さ
か
ひ
を
あ
と
い
ふ
ハ
、
身
に
も
の
を
う
る
は
じ
め
な
り

五
十
音
の
は
じ
め
に
あ
と
い
ふ
こ
ゑ
の
あ
る
ハ
こ
ゝ
ろ
に
道

を
う
る
は
じ
め
な
り
、
こ
れ
を
一
對
に
し
て
、
お
も
ふ
べ
き

こ
と
な
り
、
身
に
う
る
も
の
さ
ま
〴
〵
な
れ
ど
田
よ
り
い
づ
る

稲
を
も
と
に
し
て
外
の
も
の
を
も
合
せ
う
る
も
の
な
り
、
そ
の

稲
の
い
づ
る
と
こ
ろ
ハ
田
に
し
て
其
田
の
さ
か
ひ
を
わ
か
つ

五
十
二
丁
裏

も
の
は
あ
な
り
、
畦
に
心
を
ふ
か
く
い
れ
て
、
い
に
し
へ
よ
り
の

み
づ
き
も
の
の
多
寡
、
外
國
の
時
世
云
々
、
と
こ
ろ
〴
〵
の

制
度
を
も
、
あ
つ
め
考
へ
て
一
書
を
つ
く
り
お
き
た
ら
ん
に
ハ

浮
き
世
の
た
め
よ
ろ
し
き
こ
と
な
る
べ
し
、

　

お
の
れ
ハ
、
古
事
古
言
の
大
す
ぢ
を
と
く
こ
と
に
か
ゝ

　

り
て
い
と
へ
な
け
れ
バ
、
そ
の
あ
た
り
ま
で
力
及
バ
ず

　

い
か
で
さ
る
ふ
ミ
を
つ
く
り
お
く
人
も
が
な
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丁
末
に
「
幡
本
文
庫
」
方
形
印
）

跋音
図
神
解
一
ノ
上
令
門
人

開
正
當
書
冩
一
校
之

安
政
二
年
六
月　

野
之
口
隆
正
（
氏
名
中
心
に
「
た
か
ま
さ
」
方
形
印
）
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《
一
之
巻
下
》

序
一
丁
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
文
庫
（
方
形
印
）

　
　
　
　
　

か
む
な

　
　
　
　
　

ら　

ふ
（
方
形
印
）　

校
本
印　
　
　

羽
田
埜
（
円
形
印
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
河
國
羽
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
宮
文
庫
（
方
形
印
）

序
一
丁
裏

え
す
入
ら
す

　

へ
た
て

あ
る
か
た
を

　
　

い
ふ

こ
ゑ
そ

序
二
丁
表

わ
れ
に

な
り
ゆ
く

　

は
し
め
な
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
正

序
二
丁
裏

一
丁
表

音
図
神
解
一
之
巻
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
之
口
隆
正
著

あ
い
う
え
お
、
は
ひ
ふ
へ
ほ
、
く
ミ
あ
へ
ば
、
ゑ
ミ
の
こ
ゑ
と
な
り

は
な
れ
て
長
く
ひ
け
バ
な
げ
き
の
聲
と
な
る
こ
と
人

の
せ
さ
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
お
の
づ
か
ら
し
か
い
ふ
も
の
也

�
あ　

�
い　

�
う　

�
え　

�
お

�
は　

�
ひ　

�
ふ　

�
へ　

�
ほ

あ
は
　ゝ

い
ひ
　ゝ

う
ふ
　ゝ

え
へ
　ゝ

お
ほ
ゝ

一
丁
裏

あ
ァ　

い
ィ　

う
ゥ　

え
ェ　

お
ォ

は
ァ　

ひ
ィ　

ふ
ゥ　

へ
ェ　

ほ
ォ

い
づ
れ
も
な
け
く
こ
ゑ
な
り

こ
の
こ
と
ハ
総
説
二
之
巻
に
も
い
ひ
お
け
り
、
合
せ
か
む

　

か
ふ
べ
し

な
げ
く
に
ふ
た
つ
の
こ
ゝ
ろ
あ
り
、
わ
が
こ
へ
を
お
も
ひ
て

な
げ
く
と
人
の
う
へ
を
ミ
て
な
げ
く
と
こ
れ
な
り
、
人
の

う
へ
を
見
て
な
げ
く
に
、
又
ふ
た
つ
の
こ
ゝ
ろ
有
、
ほ
め
て

二
丁
表

な
け
く
と
、
あ
は
れ
ミ
て
な
げ
く
と
、
こ
れ
な
り
あ
は
れ
む
に

ま
た
、
ふ
た
つ
の
わ
か
ち
あ
り
、
え
ざ
る
を
あ
ハ
れ
む
と
え
ら
れ

ざ
る
を
あ
わは

れ
む
と
こ
れ
な
り
、
わ
が
う
へ
を
な
げ
く
に
も

ま
た
、
こ
の
わ
か
ち
あ
る
こ
と
な
り
な
げ
く
と
い
へ
ば
今
の

世
をの

人
ハ
う
れ
ふ
る
こ
と
に
の
ミ
お
も
ふ
め
れ
ど
よ
ろ
こ
び

て
も
な
げ
く
な
り
な
げ
く
と
い
ふ
こ
と
ば
の
も
と
を
考

ふ
る
に
な
け
な
ぐ
る
と
は
た
ら
く
こ
と
ば
よ
り
い
で
ゝ

投ナ
ゲ
イ
キ息
の
こ
ゝ
ろ
な
り
、
む
ね
に
せ
ま
る
を
、
息
と
ゝ
も
に

二
丁
裏

投
出
し
て
、
む
ね
を
は
ら
す
る
に
よ
り
、
投ナ

ゲ
イ
キ息
と
い
ひ
て

そ
れ
を
ま
た
は
た
ら
か
し
て
な
げ
か
ん
、
な
け
き
て
、
な
け
く

な
げ
ゝ
ど
な
ど
い
ふ
な
り
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先
達
は
長ナ

ガ
イ
キ息
と
と
か
れ
た
れ
ど
、
ナ
ガ
イ
キ
、
約
ま

　

れ
ば
、
ナ
ギ
キ
と
な
り
て
ナ
ゲ
キ
と
は
な
ら
す
、
投

　

息
と
と
く
か
た
義
理
も
よ
く
か
な
ひ
て
、
こ
と

　

ば
づ
か
ひ
の
す
ぢ
も
ま
さ
し
け
れ
ハ
か
く
い
ふ

　

な
り

三
丁
表

よ
ろ
こ
ひ
て
な
げ
く

大
人
の

こ
ゝ
ろ

ひ
と
ハ
え
ず

え
た
り

わ
れ
ハ
え
て

え
ず

ひ
と
ハ
え
て

わ
が
う
へ

え
ら
れ
ず

わ
れ
ハ
え
す

う
れ
ひ
て
な
げ
く

小
人
の

こ
ゝ
ろ

ね
た
ミ
そ
ね
む

小
人
の

こ
ゝ
ろ

な
げ
く

あ
ハ
れ
ミ
て
な
げ
く
大
人
の

こ
ゝ
ろ

お
と
し
め
そ
し
る
小
人
の

こ
ゝ
ろ

え
ら
れ
ず

ひ
と
ハ
え
ず

人
の
う
へ

え
ず

わ
れ
ハ
え
て

え
た
り

ひ
と
ハ
え
て

わ
れ
ハ
え
ず

ほ
め
て
な
げ
く　

大
人
の

こ
ゝ
ろ

三
丁
裏

こ
の
図
の
こ
ゝ
ろ
を
と
く
べ
し
、
わ
が
こ
へ
を
う
れ
ひ
な
げ

く
ハ
小
人
の
こ
ゝ
ろ
、
人
の
う
へ
を
あ
ハ
れ
ミ
な
げ
く
ハ
大
人

の
こ
ゝ
ろ
と
わ
け
た
れ
ど
、
ま
こ
と
ハ
、
大
人
も
わ
が
身
を
、
う

れ
い
な
げ
く
こ
と
あ
り
小
人
も
人
の
う
へ
を
あ
ハ
れ
み
、
な

げ
か
さ
る
に
あ
ら
ず
、
こ
の
ふ
た
つ
ハ
な
べ
て
の
人
の
こ
ゝ
ろ
に

そ
な
わは

り
て
あ
る
道
理
な
れ
バ
な
り
、
し
か
れ
ど
も
大

人
は
そ
の
こ
ゝ
ろ
ひ
ろ
く
し
て
、
わ
が
身
を
う
れ
いひ

な
げ

く
いこ

とそ
う
す
く
、
人
の
う
へ
を
あ
ハ
れ
ミ
な
げ
く
こ
と
、
ふ
か

四
丁
表

き
も
の
な
り
、
小
人
は
其
こ
ゝ
ろ
せ
ば
く
し
て
、
わ
か
身
を

う
れ
ひ
な
げ
く
こ
と
ふ
か
く
、
人
の
う
へ
を
あ
ハ
れ
ミ
な
げ
く
こ
と

あ
さ
き
も
の
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
浅
深
に

つ
き
て
い
へ
る
も
の
ぞ　
　

え
ら
れ
ず
、
え
ず
、
え
た
り
と

こ
の
三
つ
を
並
べ
あ
げ
た
る
ハ
、
胸
に
せ
ま
り
て
思
ふ
こ
と

此
三
つ
な
り
君
、
父
、
夫
、
朋
友
、
に
ま
こ
と
を
つ
く
し
て
も

そ
の
こ
ゝ
ろ
に
か
な
ハ
す
、
え
ら
れ
ぬ
時
胸
に
せ
ま
る

え
ま
く
ほ
り
し
て
え
ざ
る
と
き
胸
に
せ
ま
る
、
人
の
人

四
丁
裏

に
え
ら
れ
ぬ
を
見
て
胸
に
せ
ま
り
、
人
の
え
ぬ
を
見
て

胸
に
せ
ま
る
も
ま
た
人
情
な
り　
　
　
　
　
　

人
は
え
て

わ
れ
は
え
ざ
る
と
き
、
ね
た
ミ
そ
ね
む
ハ
小
人
の
こ
ゝ
ろ

な
り
わ
れ
ハ
え
て
、
人
は
え
ざ
る
と
き
、
お
と
し
め
、
そ

し
る
も
小
人
の
こ
ゝ
ろ
な
り　
　
　
　
　

人
ハ
え
ざ
る
こ
と
と

を
わ
れ
ハ
え
て
よ
ろ
こ
ぶ
ハ
、
大
人
の
こ
ゝ
ろ
な
り
、
そ
の

と
き
胸
に
せ
ま
り
て
よ
ろ
こ
ぶ
う
れ
し
な
ミ
だ
の

い
づ
る
に
ひ
と
し
く
、
そ
の
時
な
げ
き
の
、
聲
を
い
だ
す

五
丁
表

も
の
な
り
日
本
國
に
生
れ
え
ざ
る
人
を
あ
わは

れ
み
、

わ
が
日
本
國
に
う
ま
れ
え
た
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
ぶ
と
き

む
ね
に
せ
ま
り
て
よ
ろ
こ
ば
し
く
、
あ
ア
う
れ
し
や
と

い
ふ
た
ぐ
ひ
、
大
人
の
こ
ゝ
ろ
な
り
、　　
　
　

又
學
術
の
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す
ぐ
れ
た
る
人
、
藝
術
の
す
ぐ
れ
た
る
人
を
見
て
我
ハ
え
ず

我
は
え
ぬ
事
を
、
か
れ
ハ
よ
く
も
、
え
た
る
も
の
か
な
と

む
ね
に
せ
ま
り
て
ほ
む
る
と
き
、
あ
ア
し
た
り
と
、
な
げ

く
、
た
ぐ
ひ
大
人
の
心
な
り
、

五
丁
裏

論
語
等
其
外
漢
籍
の
古
訓
に
嗚
呼
等
の
文
字
を

あ
ア
と
よ
め
る
ハ
、
字
書
に
歎
聲
と
あ
る
に
よ
り
て
な
り

わ
が
古
書
に
は
、
あ
ア
と
い
へ
る
こ
と
ハ
見
へ
ず
、
あ
な　

あ
な
や

あ
や　

あ
は
れ
な
ど
い

ひゝ

て
あ
る
な
り
、
あ
ア
と
い
へ
る
ハ
日
本

書
紀
に
ひ
と
ゝ
こ
ろ
、
阿
阿
し
や
こ
し
や
と
、
あ
る
ば
か
り

な
り
そ
れ
ハ
あ
ざ
け
り
わ
ら
ふ
な
り
と
、
注
し
て
あ
り
前
図
に

あ
ハ
せ
て
、
と
け
バ
、
わ
れ
ハ
え
て
人
は
え
ざ
る
に
よ
り
、
お
と

し
め
そ
し
る
小
人
の
こ
ゝ
ろ
よ
り
い
づ
る
な
げ
き
の
聲

六
丁
表

な
る
を
こ
ゝ
に
あ
げ
た
る
は　
　
　

神
武
天
皇
の
あ
わは

れ
ミ

お
も
ほ
し
け
ん　
　

皇
軍
大
悦
仰
レ
天
而
咲
と
あ
る
を
見
れ
バ

軍
卒
ど
も
の
、
し
た
る
こ
と
に
て
、
わ
が　

皇
軍
に
し
た
が
ひ

て
利
を
え
た
る
を
、
よ
ろ
こ
び
、
か
れ
が　

皇
軍
に
そ
む
き

て
う
た
れ
た
る
を
お
と
し
め
そ
し
り
て
あ
ざ
け
り
わ
ら
ひ
し

な
り
、
お
と
し
め
そ
し
る
ハ
、
小
人
の
業
な
が
ら
こ
ゝ
ハ
、
大
や
け

の
こ
と
に
し
て
ワ
た
く
し
の
こ
と
に
あ
ら
ず
そ
の
文
の

つ
ゞ
き
に
、
因
歌
之
曰
、
い
ま
ハ
よ
、
い
ま
ハ
よ
阿
阿
し

六
丁
裏

や
を
、
い
ま
だ
に
も
あ
ご
よ
、
い
ま
だ
に
も
あ
ご
よ
今
来
目

部
ガ
歌
而
後
大
哂
、
是
其
縁
也
、
と
あ
り
、
い
ま
こ
ゝ
に

こ
の
一
首
の
こ
ゝ
ろ
を
と
く
べ
し
、
今
は
よ
と
い
ふ
ハ
、
成
功

の
時
を
い
ふ
な
り
、
い
ま
だ
に
も
ハ
未
然
の
時
を
い
ふ
な
り

さ
て
そ
の
間
に
、
は
さ
ま
れ
て
阿
々
し
や
と
い
へ
る
ハ
、
わ
が

道
を
え
た
る
を
よ
ろ
こ
び
か
れ
が
、
ミ
ち
を
え
ざ
る
を

あ
わは

れ
む
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
の
、
む
ね
に
せ
ま
り
て
あ
ら
ハ
れ

お
る
聲
な
り
、
私
記
に
阿
々
を
咲
声
と
注
し
て
あ
れ

七
丁
表

ど
、
ま
こ
と
ハ
わ
ら
ふ
聲
に
ハ
あ
ら
ざ
る
な
り
こ
の
う
た
を

う
た
ふ
前
後
に
大
き
に
わ
ら
へ
る
も
の
な
り
よ
く

こ
ゝ
の
文
意
を
見
わ
く
べ
し
、
今
成
功
の
う
へ
に
て

は
い
ち
じ
る
き
こ
と
な
れ
ど
、
わ
れ
ら
は
い
ま
だ
し
き

う
ち
よ
り
、
け
ふ
の
、
か
ち
を
し
り
て
、
あ
り
し
な
り
か
れ
ハ

そ
れ
を
し
ら
ざ
り
し
も
の
な
り
と
、
歎
じ
て
、
阿
阿
と

い
へ
る
な
り
、
古
事
記
に
は
疂エ

疂エ

音引

し
や
こ
し
や
こ
の

者
、
い
ご
な
ふ
ぞ
阿ア

ア阿
音引

し
や
こ
し
や
此
者
嘲
咲
者
也
と

七
丁
裏

と
あ
り
、
え
エ
も
な
げ
く
こ
ゑ
な
り
あ
ァ
も
な
げ
く

こ
ゑ
な
り
、
い
ま
も
え
エ
と
な
げ
く
ハ
人
の
え
ざ
る
を

も
ど
か
し
く
お
も
ふ
と
き
い
づ
る
聲
な
り
、
あ
ア
は

人
の
え
ざ
る
を
、
あ
は
れ
む
と
き
い
づ
る
こ
ゑ
な
り

子
供
を
つ
れ
て
池
の
ほ
と
り
を
ゆ
く
、
お
ば
な
ど
が

エ
ヽ
ア
ル
カ
ヌ
カ
イ
、
ア
ヽ
ア
ブ
ナ
イ
な
ど
、
お
の
づ

か
ら
、
い
づ
る
こ
ゑ
な
り
、
と
も
に
む
ね
に
せ
ま
る
を

な
げ
い
だ
す
こ
ゝ
ろ
の
聲
な
り
、

八
丁
表

こ
れ
に
よ
り
て
お
も
ふ
に
、
い
ご
の
ふ
は
、
も
ど
か
し
く
お
も
ふ

こ
ゝ
ろ
な
る
べ
し
、
い
ご
ハ
い
が
む
の
う
つ
り
に
て
、
う
ち

い
が
め
て
も
お
よ
ば
は
せ
ん
と
、
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
な
る
べ
し

ひ
ゑ
ね
と
あ
る
つ
ゞ
き
を
、
お
も
ふ
に
魚ナ

こ
ふ
も
の
に
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多
く
き
り
と
り
て
や
れ
か
し
、
エ
ヽ
も
ど
か
し
や
、
か
く

ま
で
も
勝
利
を
え
た
る
も
の
か
な
ア
ア
う
れ
し
や
と

い
へ
る
こ
ゝ
ろ
な
ら
ん

　

こ
の
う
た
の
こ
ゝ
ろ
ハ
古
詠
格
調
辨
に
と
く
べ
し

八
丁
裏

○
あ
な

古
事
記
に
阿
那
迩
夜
志
と
あ
る
を
日
本
紀
に
ハ
、
憙

哉
美
哉
、
妍
哉
、
な
ど
か
き
て
此ニ

云
阿
那
而
恵
夜
と

あ
り　

神
武
天
皇
巻
に
ハ
妍
哉
此ニ

云
鞅ア

ナ

ニ

ヤ

奈
弭
夜
と
あ
り

今
お
も
ふ
に
、
歎
く
聲
は
ミ
な
助
く
る
聲
に
て
こ
と
ば
の

外
な
り
歎
く
こ
ゑ
を
出
し
て
い
ふ
こ
と
ば
の
こ
ゝ
ろ
を

ふ
か
く
人
に
き
か
す
る
も
の
な
り
、
こ
れ
に
ふ
た
つ
の

わ
か
ち
あ
り
て
上
に
お
く
と
、
下
に
お
く
と
大
か
た
そ
の

九
丁
表

さ
だ
ま
り
あ
り
、
あ
は
上
に
お
く
な
げ
き
の
こ
ゑ
な
り

な
ハ
下
に
お
く
な
げ
き
の
こ
ゑ
な
り
、
ミ
せ
ば
や
な
の

な
な
ど
こ
れ
な
り
、
ほ
と
と
ぎ
す
か
な
、
な
ど
す
べ
て

か
な
の
な
ハ
下
に
お
く
な
げ
き
の
こ
ゑ
な
り
、
こ
れ
に

よ
り
て
、
お
も
ふ
に
あ
な
ハ
下
に
お
く
な
げ
き
の
聲
を

ひ
き
あ
げ
て
あ
に
つ
け
、
あ
な
と
い
ゝ
お
き
て
、
扨
の
ち
、
そ
の

間
に
い
ふ
べ
き
こ
と
ば
を
、
あ
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
る
べ
し
二
神
唱
和
の

阿
那
迩
の
迩
を
記
傳
に
は
、
憙
の
字
等
に
あ
て
ゝ
と
か
れ

九
丁
裏

た
れ
ど
、
考
據
な
し
、
た
ゞ
日
本
紀
の
字
面
に
よ
ら
れ

た
る
の
ミ
な
り
い
ま
お
も
ふ
に
、
万
葉
八
に
を
と
め
ら
が

か
ざ
し
の
た
め
に
、
ミ
や
び
を
が
か
つ
ら
の
た
め
と
、
し
き

ま
せ
る
く
に
の
は
た
て
に
、
さ
き
に
け
る
さ
く
ら
の
は
な
の

に
ほ
ひ
は
も
安ア

ナ奈
何ニ

」
と
い
ふ
う
た
あ
り
、
こ
れ
を
あ
や

に
と
い
へ
る
こ
と
ば
の
あ
る
に
、
合
せ
考
ふ
る
に
、
あ
や
に
の

に
は
、
て
に
を
は
の
、
に
に
て
あ
な
に
め
で
た
し
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ

な
る
が
そ
の
め
で
た
し
と
、
い
ふ
こ
と
ば
を
、
に
と
い
ふ
こ
と
ば

十
丁
表

に
こ
め
て
い
ひ
の
こ
し
、
ふ
か
く
め
づ
る
こ
ゝ
ろ
し
ら
せ
た
る
も
の

な
り
あ
な
に
や
し
の
あ
な
に
ハ
と
も
あ
れ
万
葉
の
あ
な

に
ハ
そ
の
こ
ゝ
ろ
な
り

　

万
葉
の
安
奈
何
を
、
宣
長
翁
ハ
、
何
ハ
荷
の
誤
な
ら
ん
と

　

い
は
れ
た
れ
ど
、
奈
何
の
二
字
を
、
義
訓
と
見
れ
バ
、
誤

　

字
と
せ
ず
し
て
な
に
と
よ
ま
る
ゝ
な
り
、
一
本
、
阿
奈

　

尓
と
あ
る
に
よ
れ
バ
こ
と
も
な
し

い
ま
ひ
と
つ
こ
ゝ
ろ
ミ
に
い
ふ
考
あ
り
、
阿
那
迩
ハ
歎
息

十
丁
裏

の
あ
な
に
は
あ
ら
で
、
穴
瓊
の
こ
ゝ
ろ
な
る
べ
し
、
下
照

姫
の
う
た
に
、
阿
那
陀
麻
と
、
た
を
に
ご
り
て
あ
れ
バ
、
か
れ
ハ

穴ア
ナ

玉ダ
マ

の
こ
ゝ
ろ
な
る
こ
と
、
い
ち
じ
る
く
、
そ
れ
を
例
に

し
て
お
も
へ
は
こ
れ
も
穴ア

ナ
ニ瓊
な
る
べ
し
、
天
の
瓊ヌ

ボ
コ矛

と
い
へ
る
も
の
ハ
、
た
ま
を
、
を
に
つ
ら
ぬ
き
て
そ
れ
を
に
と

い
ひ
そ
の
に
を
か
け
た
る
矛
な
れ
バ
に
ぼ
こ
と
い
ふ
べ
き

を
ぬ
に
う
つ
し
て
い
へ
る
が
、
合
せ
こ
と
ば
の
創
な
り
そ
の

八ヤ
サ
カ
ニ

尺
瓊
は
、
あ
な
瓊
に
て
、
あ
な
あ
れ
バ
こ
そ
緒
を
バ
通
し

十
一
丁
表

た
る
も
の
な
れ
、
そ
の
穴
は
、
人
の
あ
け
た
る
穴
に
は
あ
ら
で

お
の
づ
か
ら
穴
の
あ
き
て
な
れ
る
た
ま
を
、
つ
ら
ね

た
る
が
め
つ
ら
し
く
め
で
た
き
に
よ
り
、
あ
な
に
や
し

と
、
ほ
め
た
ま
へ
る
も
の
な
ら
ん
、
な
か
だ
ち
を
し
た
る
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ぬ
ぼ
こ
を
ま
つ
ほ
め
た
ま
い
て
、
穴
瓊
や
し
と
、
の
た

ま
ひ
、
さ
て
、
そ
れ
を
は
し
に
し
て
え
を
と
こ
、
え
を
と
め

と
の
た
ま
ひ
し
も
の
な
ら
ん

　

雄
略
天
皇
が
ふ
ぐ
し
か
た
ま
を
、
ま
づ
ほ
め
て
、
さ
て
の

十
一
丁
裏

　

ち
、
な
つ
ま
す
こ
と
の
た
ま
へ
る
古
歌
の
情
態
に
、
お

　

も
ひ
合
す
べ
し

神
武
天
皇
の
あ
な
に
や
く
に
を
え
つ
、
う
つ
ゆ
ふ
の
ま
さ

ぐ
に
な
れ
ど
、
あ
き
づ
の
と
な
め
せ
る
ご
と
し
」
と
、
の
た
ま

へ
る
、
ミ
こ
と
ば
の
こ
ゝ
ろ
を
考
ふ
る
に
、
あ
き
つ
む
し
の

と
な
め
せ
る
か
た
ち
、
ま
ろ
く
、
め
ぐ
り
て
、
や
さ
か
に
の
か
た
ち

に
似
て
あ
れ
ば
、
穴
瓊
や
と
、
は
じ
め
に
ハ
、
穴
瓊
の
か
た
ち

に
ミ
な
し
て
ほ
め
た
ま
ひ
、
の
ち
に
ハ
あ
き
つ
の
と
な
め

十
二
丁
表

せ
る
か
た
ち
に
お
も
ひ
よ
せ
の
た
ま
ひ
け
ん
か
し
、
由
レ
是
始
有
二

秋
津
洲
之
号
一
也
と
あ
る
文
に
よ
り
て
考
ふ
る
に
し
ま

と
い
ふ
は
海
な
ら
で
も
め
ぐ
り
に
川
ま
た
丘
は
や
し

な
ど
の
め
ぐ
り
て
、
と
り
ま
は
し
た
る
と
こ
ろ
を
い
ひ

し
も
の
な
れ
バ
、
や
ま
と
の
あ
き
つ
し
ま
も
そ
の
か
は
さ

る
と
こ
ろ
に
て
、
あ
り
け
ん
か
し
川
な
ど
の
め
ぐ
り
て
、
さ
と

を
な
せ
る
、
あ
り
さ
ま
、
八
尺
瓊
の
ご
と
く
あ
き
つ
の
と

な
め
せ
る
ご
と
く
に
、
見
え
け
ん
か
し

十
二
丁
裏

因チ
ナ
ミ
ニ
イ
フ
云
、　

神
武
天
皇
い
か
ば
か
り
た
け
た
か
く
お
は
し

ま
し
て
も
、
掖ワ

キ
ガ
ミ
ノ
ホ
ヽ
マ
ノ
ヲ
カ

上
嗛
間
丘
よ
り
日
本
國
中
を
バ
見
渡
し

た
ま
ふ
べ
き
に
あ
ら
す
、
さ
る
を
こ
の
秋
津
し
ま
を
日

本
國
の
総
号
に
ま
が
へ
、　

神
武
天
皇
の
此
時

名
づ
け
た
ま
へ
る
、
日
本
國
の
総
名
と
と
く
も
の
は

俗
説
な
り
、
と
る
に
た
ら
ず
し
か
る
に
世
に
名
た
か
き

儒
先
生
の
、
わ
が
く
に
の
事
を
、
蜻
州
、
蜻
蛉
州
な
ど
か
く
ハ

我
國
の
い
に
し
へ
に
く
ら
き
故
な
る
べ
し

十
三
丁
表

神
武
天
皇
紀
に
ま
た
、
大
醜
此
云
鞅ア

ナ

ミ

ニ

ク

奈
瀰
你
句
と
ミ
え

萬
葉
集
三
讃
酒
歌
の
う
ち
に
痛ア

ナ
ミ
ニ
ク醜
さ
か
し
ら
を
す

と
酒
の
ま
ぬ
人
を
よ
く
見
れ
バ
、
さ
る
に
か
も
に
る
、
こ
れ

ら
の
あ
な
ハ
そ
し
り
て
あ
な
と
い
へ
る
な
り
、
ま
こ
と
ハ
か
れ
が

え
ざ
る
を
あ
は
れ
む
こ
ゝ
ろ
な
る
が
、
そ
し
る
こ
ゝ

ろ
に
な
り
て
い
づ
る
聲
な
り
、

　

人
情
の
ま
こ
と
ハ
人
の
え
ざ
る
を
あ
わハ

れ
ぬむ

も
の
也

　

さ
れ
と
も
は
じ
め
ハ
ま
づ
あ
わハ

れ
む
こ
ゝ
ろ
を
さ
し

十
三
丁
裏

　

お
き
て
そ
し
る
こ
ゝ
ろ
に
て
あ
な
と
い
ふ
な
り
、
さ
れ
ど

　

う
ち
に
お
の
づ
か
ら
、
あ
ハ
れ
む
こ
ゝ
ろ
を
ふ
く
む
も
の
也
、

万
葉
十
惑
人
の
痛ア

ナ

こ
ゝ
ろ
な
ど
お
も
ふ
ら
ん
あ
き
の

な
が
よ
を
寝
師
耳
と
い
ふ
う
た
あ
り
、
誤
字
に
て
や

あ
る
ら
ん
、
よ
ミ
と
き
が
た
き
と
こ
ろ
あ
る
う
た
な
れ
ど

あ
な
ハ
こ
ゝ
ろ
な
ま
で
か
ゝ
る
こ
と
ば
な
り
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
を

え
ぬ
を
あ
な
と
な
げ
く
こ
ゝ
ろ
な
り
、

万
葉
十
四　

あ
ぢ
の
す
む
す
さ
の
い
り
え
の
こ
も
り
ぬ
の

十
四
丁
表

安
奈
い
き
づ
か
し
み
ず
ひ
さ
に
し
て
」
こ
れ
ハ
眼
に
見
ざ
る

を
な
げ
く
こ
ゝ
ろ
な
り
、

古
語
拾
遺
云
、
阿
那
於オ

モ

シ

ロ

茂
志
呂
古
語
事
之
甚
切
皆
称

阿
那
言
恖
面
明
白
也

阿

那
多タ

ノ

シ

能
志
言
伸
レ
年
而
舞
今
措
楽

事
謂
之
多
能
志
此
意
也

阿
那
佐サ

ヤ

ケ

夜
憩
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竹
葉
之

声

也
事
之
甚
切
皆
称
二
阿
那
一
と
い
へ
る
は
よ
し
、
お
も
し
ろ

た
の
し
な
ど
の
説
は
よ
り
が
た
し
こ
の
書
は
今
の
京
に

な
り
て
の
ち
に
い
で
来
た
る
ふ
ミ
な
れ
バ
、
さ
ば
か
り
古

十
四
丁
裏

書
と
い
ふ
に
も
あ
ら
ぬ
を
人
の
古
事
記
日
本
書
紀
に
合

せ
て
も
て
は
や
し
、
何
事
の
證
に
も
ひ
き
出
る
ハ
斎
部

氏
の
古
傳
を
し
る
し
た
る
も
の
な
れ
ハ
な
る
べ
し
そ
の

古
傳
は
た
ふ
と
ふ
べ
し
廣
成
宿
祢
の
説
ハ
さ
の
ミ

た
ふ
と
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
こ
の
お
も
し
ろ
、
た
の
し
な
ど
の

説
、
古
言
に
く
わは

し
き
人
ハ
わ
ら
ふ
な
る
べ
し
お
も
し
ろ

ハ
ま
つ
そ
れ
に
て
も
き
こ
ゆ
べ
し
、
た
の
し
ハ
あ
ま
り
に

し
ひ
た
る
説
な
り
、
そ
は
と
ま
れ
こ
れ
ら
の
あ
な
ハ
よ
ろ

十
五
丁
表

こ
ぶ
こ
ゝ
ろ
よ
り
、
な
げ
き
と
な
り
て
い
づ
る
聲
な
り
よ
ろ

こ
ぶ
心
も
、
む
ね
に
せ
ま
る
な
り

東
遊
歌
曲
譜　

駿
河
歌　

安ア

ナ

ヤ

ス

ラ

ケ

奈
也
須
良
介
、
引
安ア

ナ奈

や
す
ら
、
安ア

ナ

ア

ナ

難
阿
奈
や
す
ら
け
引　

ね
かり

の
を
の
、
こ
ろ
も

の
そ
で
を
た
れ
て
や
、
安
奈
や
す
ら
け

こ
の
あ
な
や
す
ら
け
も
、
あ
な
た
ふ
と
の
あ
な
も
と
も
もに

よ
ろ

こ
ぶ
か
た
ち
な
り
、
そ
の
う
ち
あ
な
た
ふ
と
の
あ
な
ハ
、
わ
が

お
よ
バ
ぬ
を
ほ
む
る
こ
ゝ
ろ
な
り

十
五
丁
裏

○
あ
や

あ
や
も
あ
な
に
同
し
く
、
や
ハ
こ
と
ば
の
下
に
お
く
た
す

け
の
こ
ゑ
な
る
を
、
ひ
き
あ
げ
て
、
あ
や
と
い
ふ
な
り
、
神

名
に
阿ア

ヤ

カ

シ

コ

ネ

ノ

カ

ミ

夜
訶
志
古
泥
神
お
は
し
ま
す
、
あ
や
か
し
こ

は
あ
な
た
ふ
と
い
ふ
に
對
し
て
、
ひ
と
し
き
こ
ゝ
ろ
の

こ
と
は
な
り
あ
や
と
あ
な
と
の
た
が
ひ
め
を
お
も
ふ
に

あ
や
は
あ
ら
は
れ
て
つ
よ
く
、
あ
な
ハ
か
く
れ
て
ふ
か
き

こ
ゝ
ろ
見
え
た
り
、
古
事
記
沼
河
此比

賣
の
う
た
に
阿ア

ヲ遠

十
六
丁
表

夜ヤ

麻マ

に
ひ
が
か
く
ら
バ
云
云
も
ゝ
な
が
に
い
は
な
さ
む
を
阿ア

夜ヤ

爾
、
な
こ
ひ
き
こ
し
、
や
ち
ほ
こ
の
か
ミ
の
ミ
こ
と
」
と
あ

り
、
こ
の
あ
や
に
ハ
万
葉
八
の
さ
く
ら
は
な
の
に
ほ
ひ

ハ
も
あ
な
に
と
い
へ
る
た
く
ひ
に
て
、
い
ハ
な
さ
む
を
あ
や

に
と
、
い
は
な
さ
む
を
に
つ
け
て
こ
ゝ
ろ
う
べ
し
、
あ
や
に

う
れ
し
く
か
し
こ
き
こ
と
ゝ
よ
め
る
な
り
、

万
葉
十
こ
ま
に
し
き
ひ
も
と
き
さ
け
て
ぬ
か
が
へ
に

あ
ど
せ
ろ
と
か
も
安ア

ヤ夜
に
か
な
し
き
、
同　

あ
か
ミ
や

十
六
丁
裏

ま
く
さ
ね
か
り
そ
け
あ
は
す
か
へ
あ
ら
そ
ふ
い
も
し
安ア

ヤ夜

に
か
な
し
も
、
同
あ
し
ひ
き
の
や
ま
さ
ハ
ひ
と
の
ひ
と

さ
ハ
に
ま
な
と
い
ふ
こ
が
安ア

ヤ夜
に
か
な
し
さ
、
こ
れ
ら
は

身
に
し
ミ
て
か
わ
ゆ
く
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
を
あ
や
に
か
な
し

と
い
へ
る
な
り
人
は
え
ず
し
て
、
わ
が
え
た
る
を
よ
ろ

こ
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
、

同　

か
は
か
ミ
の
ね
し
ろ
た
か
が
や
安ア

ヤ

ニ

ア

ヤ

ニ

夜
爾
安
夜
爾

さ
ね
さ
ね
て
こ
そ
こ
と
に
で
に
し
か
」、
か
さ
ね
て
い
へ
る
ハ

十
七
丁
表

深
く
な
げ
く
こ
ゝ
ろ
な
り
、
あ
や
に
さ
ね
あ
や
に
さ
ね
て

こ
そ
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
る
へ
し
こ
れ
も
人
ハ
え
す
わ
が
え

た
る
を
よ
ろ
こ
び
て
、
さ
ね
さ
ね
し
成
べ
し
、

　

略
解
に
か
や
ハ
通
音
に
て
、
あ
や
の
序
に
お
き
た
る



大國隆正著『音図神解』の翻刻と紹介（上西）507

　

な
ら
ん
と
と
け
る
ハ
こ
ゝ
ろ
ゆ
か
ず
、
こ
れ
ハ
た
ゞ
あ

　

ら
バ
れ
て
こ
と
に
い
で
し
た
と
へ
成
べ
し

雄
略
天
皇
紀
に
泊
瀬
小
野
を
ほ
め
て
阿ア

ヤ

ニ

野
你
う
ら

ぐ
は
し
阿
野
你
う
ら
ぐ
は
し
と
、
よ
ミ
た
ま
へ
る
歌
あ
り

十
七
丁
裏

ぬ
け
い
で
ゝ
よ
し
と
ほ
め
た
ま
ふ
な
げ
き
な
り

萬
葉
に
か
け
ま
く
も
あ
や
に
か
し
こ
し
、
か
け
ま
く
も

あ
や
に
か
し
こ
く
と
よ
め
る
う
た
多
く
ミ
え
た
り
、
あ
や

に
た
ふ
と
し
、
ま
た
、
あ
や
に
く
は
し
く
、
又
あ
や
に

と
も
し
ミ
、
な
ど
ほ
め
て
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り

同
二
十
ワ
か
せ
な
を
つ
く
し
へ
や
り
て
う
つ
く
し
ミ
お
び
ハ

と
か
な
ゝ
阿ア

ヤ

ニ

也
尓
か
も
ね
も
」
あ
や
に
ね
ん
か
も
と
い
ふ

べ
き
を
お
き
か
へ
て
い
へ
る
な
り
、
あ
や
に
ね
ん
ハ
な
げ
き

十
八
丁
表

て
ね
ん
と
な
り
、
あ
や
に
ハ
と
ほ
く
さ
か
り
て
あ
る
を
な

げ
く
こ
ゝ
ろ
の
こ
ゑ
な
り

○
あ
ハ
れ

古
語
拾
遺
云
、
阿ア

ハ

レ

ア

ナ

オ

モ

シ

ロ

波
礼
阿
那
於
茂
志
呂
阿
波
礼
言
ハ
天ア

マ

晴ハ
レ

也
と
あ
る
ハ
例
の
う
け
が
た
し
、
こ
ゝ
は
あ
ま
は
れ
に
て

も
き
こ
ゆ
べ
け
れ
ど
、
そ
の
た
び
と
あ
は
れ
な
ど
の
、
あ
は

れ
ハ
、
あ
ま
は
れ
に
て
ハ
と
き
が
た
し
、
本
居
先
生
ハ
ア
ヽ
ハ
レ

と
と
か
れ
た
れ
ど
く
は
し
か
ら
す
、
そ
れ
に
て
も
猶
お
ち

十
八
丁
裏

つ
か
ず
、
是
に
よ
り
て
今
つ
ら
〳
〵
考
ふ
る
に
、
あ
な
、
あ
や
共
に

上
下
に
お
く
歎
息
の
助
言
を
あ
ハ
せ
て
、
歎
息
す
る

こ
ゝ
ろ
な
れ
ば
、
は
も
そ
れ
に
ひ
と
し
く
、
霜
の
ふ
り
ハ
も
、
な

ど
い
ふ
ハ
も
の
ハ
に
て
、
そ
れ
を
合
せ
た
る
も
の
な
ら
ん
、
志
か
お
も
ひ

て
又
考
ふ
る
に
、
あ
な
に
、
あ
や
に
な
ど
ゝ
ハ
い
へ
れ
ど
あ
は
に
と

い
へ
る
こ
と
な
く
、
あ
わ
れ
と
い
ひ
て
、
あ
な
れ
、
あ
や
れ

と
い
へ
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
こ
の
考
も
ま
た
い
た
づ
ら
ご
と

な
り
こ
れ
に
よ
り
て
、
よ
く
〳
〵
考
ふ
る
に
こ
の
あ
ハ
は

十
九
丁
表

ミ
つ
ね
が
歌
に
あ
ハ
ぢ
に
て
あ
ハ
と
は
る
か
に
見
し
月
の

ち
か
き
こ
よ
ひ
ハ
所
か
ら
か
も
、
と
よ
め
る
た
ぐ
ひ
の
あ
ハ
と

い
ふ
こ
と
バ
に
れ
を
そ
へ
た
る
も
の
な
ら
ん
、
か
の
あ
な
に

あ
や
に
、
の
に
も
、
て
に
を
は
の
、
に
に
て
、
其
に
に
心
を

ふ
く
め
た
る
も
の
な
れ
バ
、
あ
は
れ
の
ハ
も
、
て
に
を
ハ
の
、

ハ
に
て
、
あ
ハ
と
い
ひ
て
、
い
ひ
の
こ
す
こ
ゝ
ろ
な
る
を
、
今

す
こ
し
ふ
く
め
て
あ
ハ
れ
と
い
ふ
な
る
べ
し
、　

こ
の
考
え
こ
そ
、
語
意
の
ま
こ
と
に
か
な
ふ
べ
け
れ
、
因チ

ナ
ミ

に

十
九
丁
裏

か
の
ミ
つ
ね
が
よ
め
る
う
た
の
こ
ゝ
ろ
を
と
く
べ
し
、
源
氏

物
語
松
風
の
巻
に
、
め
ぐ
り
来
て
手
に
と
る
ば
か
り

さ
や
け
き
や
あ
わは

ぢ
の
し
ま
の
あ
わは

と
ミ
し
月
と

あ
る
ハ
、
新
古
今
集
雑
上
躬
恒
、
あ
わ
ぢ
に
て
あ
は
と

は
る
か
に
見
し
月
の
ち
か
き
こ
よ
ひ
ハ
と
こ
ろ
か
ら

か
も
と
よ
め
る
哥
を
と
れ
る
も
の
な
り
、
こ
の
う
た
撰
集

に
て
ハ
、
新
古
今
集
に
と
り
て
あ
れ
と
、
源
氏
物
語

の
い
て
き
し
こ
ろ
世
に
名
高
か
り
し
歌
な
れ
は

二
十
丁
表

と
ら
れ
し
な
り
、
こ
の
う
た
ハ
躬
恒
が
あ
ハ
ぢ
の
掾

に
て
か
の
國
へ
く
だ
り
て
の
ち
、
の
ぼ
り
来
て
、
大
内
の

月
を
ミ
て
よ
め
る
哥
な
り
、
淡
路
に
て
ハ
、
阿
波
の
、
な
る

と
の
月
を
、
あ
れ
ハ
と
は
る
か
に
見
た
り
し
に
、
ち
か
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き
や
う
に
お
ぼ
ゆ
る
こ
よ
ひ
ハ
、
雲
の
う
へ
と
い
ふ
所
が
ら

な
る
べ
し
と
い
ふ
心
の
哥
な
り
、
さ
れ
バ
こ
の
あ
ハ
と

ハ
阿ア

ハ波
門ト

と
它ア

ハ者
と
と
を
か
ね
た
る
物
に
て
、
あ
れ

は
と
見
し
月
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り

二
十
丁
裏

古
書
に
あ
ハ
れ
と
い
ふ
こ
と
ば
い
と
お
ほ
く
し
て
、
あ
ぐ
る
に

い
と
ま
あ
ら
す
、
そ
の
う
ち
い
さ
ゝ
か
耳
だ
つ
を
あ
げ
て
是

を
い
ふ
べ
し

古
語
拾
遺
に
云
、
阿
波
礼
あ
な
お
も
し
ろ

　

こ
れ
ハ
、
ほ
め
て
い
ふ
あ
ハ
れ
な
り
、
心
も
こ
と
ば
も

　

わ
が
及
バ
ぬ
と
こ
ろ
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
に
ほ
む
る
な
り

大
井
川
行
幸
和
歌
序
あ
ハ
れ
わ
が
君
の
御
代
な
が
月

の
こ
ゝ
ろの

か
と
き
の
ふ
い
ひ
て

二
十
一
丁
表

　

こ
れ
ハ
御
代
を
ほ
め
て
い
へ
る
な
り
、
あ
れ
ハ
と
と
き
て
ハ

　

た
が
へ
る
や
う
に
な
れ
ど
し
か
お
も
ふ
ハ
、
す
ゑ
を
見
て
い
ふ
心

　

に
て
、
そ
の
も
と
を
た
づ
ぬ
れ
ハ
、
ぬ
け
い
で
ゝ
物
に
こ
と

　

な
る
を
あ
と
ほ
め
て
、
あ
ハ
格
別
の
も
の
よ
と
い
ふ

　

こ
ゝ
ろ
な
れ
バ
、
た
か
ハ
ず
、
他
の
御
代
ハ
あ
れ
ど
、
こ
の
ミ

　

よ
ハ
ぬ
け
い
て
ゝ
め
で
た
し
と
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
を
、
歎
美
し

　

て
、
あ
ハ
れ
と
う
ち
出
て
た
る
な
り
、

古
今
集
雑
体
壬
生
忠
岑
あ
ハ
れ
む
か
し
へ
あ
り
き
て
ふ
人

二
十
一
丁
裏

ま
ろ
こ
そ
ハ
う
れ
し
け
れ
、
身
ハ
し
も
な
が
ら
こ
と
の
は
を
、

雲
の
上
ま
で
き
こ
え
あ
げ

　

こ
れ
も
人
に
こ
と
な
る
を
、
歎
美
し
て
い
ふ
あ
ハ
れ
な
り

　

他
の
お
よ
ば
ぬ
こ
と
ゝ
ほ
む
る
こ
ゝ
ろ
な
り

古
今
集
夏
あ
ハ
れ
て
ふ
こ
と
を
あ
ま
た
に
や
ら
し
と
や
春

に
お
く
れ
て
ひ
と
り
さ
く
ら
ん
、

　

も
の
に
こ
と
な
り
と
ほ
め
ら
る
ゝ
こ
と
を
、
あ
ま
た
の
様
に

　

や
ら
じ
と
や
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
、

二
十
二
丁
表

源
平
盛
衰
記
十
五
頼
政
云
々
埋
木
の
花
さ
く
こ
と
も
な
か
り

し
に
身
の
な
か
は
て
そ
あ
ハ
れ
な
り
け
る
、

　

こ
の
う
た
平
家
物
語
四
に
ハ
身
の
な
る
は
て
ぞ
か
な
し

　

か
り
け
る
と
あ
り
、
盛
衰
記
に
つ
き
て
と
け
バ
、
歎
美
す

　

る
こ
ゝ
ろ
に
て
、
あ
わは

れ
と
い
へ
る
な
る
べ
し
わ
れ
な
が
ら

　

他
人
の
及
ば
ぬ
こ
と
を
し
た
り
と
、
歎
息
し
た
る
も
の

　

な
ら
ん
、
し
か
ミ
ざ
れ
バ
上
の
句
に
う
ち
あ
わハ

ず
平
家

　

物
か
た
り
ハ
あ
や
ま
れ
る
つ
た
へ
な
る
べ
し

二
十
二
丁
裏

拾
玉
集
慈
園
何
事
も
お
も
ひ
す
て
た
る
山
さ
と
に
あ
ハ
れ

よ
し
な
く
匂
ふ
は
な
か
な

　

こ
れ
も
他
に
こ
と
な
る
を
歎
美
す
る
こ
ゝ
ろ
な
り
、
こ
の

　

う
た
な
ど
よ
く
あ
ハ
れ
と
い
ふ
こ
と
ば
を
、
つ
か
ひ
え
た
り
と

　

い
ふ
べ
し
、
す
べ
て
古
人
の
哥
を
見
る
に
、
よ
く
其
こ
と
ば

　

を
つ
か
ひ
え
た
り
と
お
ぼ
ゆ
る
あ
り
又
さ
も
あ
ら
ぬ
あ
り

　

い
ま
よ
む
に
も
、
よ
く
そ
の
こ
と
ば
の
、
は
ま
る
つ
ぼ
を
見
て

　

よ
む
べ
し
、
こ
と
バ
の
は
ま
ら
ぬ
う
た
ハ
、
お
も
し
ろ
か
ら
ぬ
も
の
也

二
十
三
丁
表

拾
遺
集
雑
春
よ
ミ
人
し
ら
す
、
年
毎
に
さ
き
ハ
か
は
れ
ど

梅
の
花
あ
わは

れ
な
る
香
は
う
せ
ず
そ
あ
り
け
る

　

他
に
こ
と
な
る
香
は
う
せ
ず
あ
る
よ
し
を
歎
美
し
て

　

い
へ
る
な
り
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こ
れ
ら
ハ
上
に
お
く
あ
ハ
れ
な
り
、
こ
と
ば
の
下
に
をお

く

あ
ハ
れ

も
あ
り

日
本
書
紀　

日
本
武
尊
の
哥
に
、
お
は
り
に
た
ゞ
に
む
か

へ
る
ひ
と
つ
ま
つ
阿
波
礼
、
ひ
と
つ
ま
つ
ひ
と
に
あ
り
せ
ハ
き
ぬ
き
せ

二
十
三
丁
裏

ま
し
を
た
ち
は
け
ま
し
を

　

こ
の
哥
古
事
記
に
ハ
ひ
と
つ
ま
つ
阿
勢
袁
と
あ
り

　

あ
せ
を
ハ
、
我
兄
乎
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
に
て
、
わ
が
し
た
が
ふ
兄セ

　

よ
と
歎
息
し
た
る
も
の
な
り
、
そ
れ
に
か
へ
あ
ハ
れ
と

　

つ
た
へ
た
る
つ
た
へ
も
あ
る
を
も
て
、
あ
ハ
れ
ハ
他
に
異

　

な
り
と
歎
美
す
る
こ
と
ば
な
る
こ
と
を
し
る
べ
し

あ
ハ
れ
と
い
ふ
こ
と
ば
を
、
上
に
い
ひ
お
く
と
、
ま
た
下
に
つ
け
て

い
ふ
と
の
差
別
あ
り
古
事
記
に
お
も
ひ
づ
ま
阿
波
礼
と

二
十
四
丁
表

い
ひ　

武
烈
天
皇
紀
に
な
き
そ
ぼ
ち
ゆ
く
か
け
ひ
め
阿
波
礼

推
古
天
皇
紀
に
そ
の
た
び
と
阿
波
礼
と
い
へ
る
た
ぐ
ひ
は

ひ
と
つ
ま
つ
あ
ハ
れ
と
い
へ
る
に
ひ
と
し
く
下
に
お
く
あ
ハ
れ

な
り
万
葉
七
阿
波
礼
そ
の
水カ

コ手
同
九
あ
わハ

れ
其
鳥

な
と
い
へ
る
ハ
上
に
お
く
あ
ハ
れ
な
り
、
又
同
十
一
に
あ
わハ

れ

我
妹
子
ま
ち
つ
ゝ
あ
ら
ん
と
い
へ
る
た
ぐ
ひ
は
、
あ
わハ

れ
を

ま
ち
つ
ゝ
あ
ら
ん
ま
で
、
か
け
て
い
へ
る
も
の
な
り
同
十
八

あ
わハ

れ
の
と
り
と
い
わは

ぬ
日
ハ
な
し
、
な
ど
よ
め
る
も
有

二
十
四
丁
裏

い
つ
れ
も
あ
る
ひ
は
も
の
に
こ
と
な
る
を
称
美
し
、
あ
る
ひ
ハ

こ
ゝ
ろ
に
し
ミ
て
愛
す
る
を
い
ひ
、
あ
る
ひ
ハ
そ
の
哀
情
を

察
し
て
よ
め
る
た
ぐ
ひ
に
て
它ア

ハ者
と
見
な
が
ら

わ
が
ひ
と
つ
に
な
ら
れ
ぬ
を
な
げ
く
こ
ゝ
ろ
に
、
お
ち
ぬ
ハ

あ
ら
ず

　

猶
多
く
古
人
の
用
例
を
あ
げ
て
う
ま
く
此
こ
と
ば
の

　

こ
ゝ
ろ
を
さ
と
る
べ
し
、
こ
れ
に
て
筆
を
と
ゞ
め
是
よ
り

　

阿
と
い
ふ
聲
の
こ
ゝ
ろ
を
く
は
し
く
と
か
ん
と
す

二
十
五
丁
表

あ
と
い
ふ
こ
ゑ
の
こ
ゝ
ろ
、
つ
ゞ
め
て
い
へ
バ
わ
れ
と
へ
た
て
あ
り

に
て
こ
と
た
れ
ど
、
こ
れ
を
の
べ
て
い
ふ
と
き
ハ
、
な
が
〳
〵

し
き
こ
ゝ
ろ
あ
る
な
り

ひ
と
つ
も
の
ふ
た
つ
に
わ
か
り
、
わ
か
り
わ
か
れ
て
へ
だ
た
り

ゆ
く
、
へ
だ
た
り
て
あ
ハ
ず
、
あ
ふ
べ
き
す
ち
あ
り
、
い
ま

わ
か
れ
て
あ
り
こ
の
故
に
あ
ハ
ず
、
も
と
ひ
と
つ
な
り

こ
の
故
に
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り
」
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
を
ふ
く

ミ
て
、
な
れ
る
こ
と
ば
な
り

二
十
五
丁
裏

　

こ
の
こ
と
ば
お
の
れ
は
た
ち
あ
ま
り
の
こ
ろ
考
え
え
た
る

　

こ
と
に
て
矮
屋
一
家
言
と
い
ふ
ふ
ミ
を
あ
ら
ハ
し
て

　

い
ひ
お
き
た
る
こ
と
な
る
を
、
そ
の
の
ち
年
月
考
へ

　

こ
ゝ
ろ
ミ
る
に
こ
れ
に
た
が
ふ
こ
と
な
し
今
又
こ
の

　

心
を
く
わハ

し
く
い
は
ん
と
す
、

ひ
と
つ
も
の
ふ
た
つ
に
わ
か
り
、

　

易
の
繋
辞
伝
に
ハ
易
有
二
大
極
一
是
生
二
両
儀
一
両
儀
生
二

　

四
象
一
四
象
生
二
八
卦
一
と
見
へ
、
乾
鑿
度
に
ハ
易
始
二
於

二
十
六
丁
表

　

大
極
一
大
極
分
而
為
レ
二
、
故
生
二
天
地
一
と
い
へ
る
た
ぐ
ひ
、
皆
唐
土

　

に
つ
た
は
れ
る
易
理
を
い
へ
る
も
の
な
る
を
、
わ
が
五
十
音

　

図
の
は
じ
め
な
る
あ
と
い
ふ
こ
と
ば
に
こ
の
理
の
そ
な
ハ
り

　

て
あ
る
を
、
あ
や
し
き
事
に
人
は
お
も
ふ
め
れ
と
、
ま
こ
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と
ハ
、
し
か
あ
ら
で
ハ
か
な
は
ぬ
こ
と
ハわ

り
の
あ
る
も
の
也

　

易
ハ
唐
土
へ
さ
づ
け
た
ま
へ
る
神
告
な
り
五
十
音
図

　

ハ
わ
が
國
に
の
こ
し
玉
へ
る
神
宣
な
り
、
彼
此
相
発

　

し
て
道
は
あ
き
ら
か
に
な
る
べ
く
、
神
代
よ
り
定

二
十
六
丁
裏

　

め
た
ま
へ
る
天
つ
神
の
賜
物
な
り
け
り
、
跗ア

ハ
動
物
の

　

地
上
に
た
つ
基
な
り
、
畦ア

ハ
地
に
あ
り
て
、
人
の
彼
我

　

を
わ
か
つ
は
じ
め
也
山
物
植
物
こ
れ
に
よ
り
て

　

お
の
が
ま
ゝ
に
と
る
こ
と
を
え
す
、
地
と
人
と
ひ
と
つ

も
の
ふ
た
つ
に
わ
か
る
ハ
、
あ
し
の
う
ら
こ
れ
な
り
万
物

ミ
な
地
上
の
ひ
と
つ
も
の
に
て
、
わ
が
も
の
人
の
も
の
と

わ
か
る
ハ
、
田
の
あ
ぜ
を
も
と
ゝ
す
、
天
つ
日
を
あ
な
た
に

見
る
ハ
地
上
の
人
の
眼
に
て
、
日
地
同
し
く
世
界

二
十
七
丁
表

の
も
の
な
が
ら
、
ふ
た
つ
に
わ
か
れ
て
あ
ひ
か
よ
ふ
こ
と

を
え
ず
地
上
よ
り
它ア

と
見
る
も
の
な
り
、
こ
の
三
つ
の

こ
と
は
に
ま
づ
天
地
人
の
大
理
ハ
そ
な
は
り
て
あ
り

ひ
と
つ
も
の　
　
　
　
　
　

ひ
と
つ
も
の　
　
　
　
　

ひ
と
つ
も
の

天　

ふ
た
つ
に
わ
か
り　

地　

ふ
た
つ
に
わ
か
り　

人　

ふ
た
つ
に
わ
か
り

二
十
七
丁
裏

お
な
し
天
に
て
経
星
緯
星
の
ワ
か
ち
あ
り
、
ひ
と
つ
も
の

ふ
た
つ
に
わ
か
れ
て
あ
る
な
り
、

経
星
天
の
う
ち
に
緯
星
天
あ
り

ま
こ
と
ハ
こ
れ
よ
り
と
き
お
こ
す

べ
き
も
の
に
な
ん

わ
が
田
の
う
ち
に

て
も

又
あ
に
て
わ
か
つ
こ
と

あ
り

二
十
八
丁
表

　

苗
代
の
あ
な
ど
こ
れ
な
り
、

お
な
じ
わ
が
あ
し
の
う
ら
に
左
右
の
わ
か
ち
あ
り
、
ひ
と

つ
も
の
ふ
た
つ
に
わ
か
り
と
い
ふ
に
よ
く
あ
た
れ
り
、

お
な
じ
わ
が
身
を
あ
と
い
ふ
と
き
わ
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
と
ハ

ふ
た
つ
に
ワ
か
り
て
あ
る
な
り
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二
十
八
丁
裏

あ
と
い
ふ
な
げ
き
の
こ
ゑ
、
つ
ね
の
こ
と
ば
と
ハ
ふ
た
つ

に
わ
か
り
て
あ
る
な
り
、

わ
か
り
わ
か
れ
て
へ
だ
た
り
ゆ
く

　

わ
か
り
は
、
か
き
り
の
あ
き
ら
か
な
る
な
り
、
わ
か
れ
ハ

き
れ
は
な
る
ゝ
な
り
、
こ
の
こ
と
ば
を
図
に
あ
ら
ハ
し
て

く
は
し
く
し
め
す
べ
し
、
か
ゝ
る
こ
と
に
わ
が
く
に
古
言

の
妙
ハ
、
そ
な
は
り
て
あ
る
こ
と
な
れ
バ
な
お
ざ
り
に

お
も
ふ
べ
か
ら
ず
、

二
十
九
丁
表

わ

● 

● 

く三 

け四 

●

わ
け
わ
く
る
ハ
き
り

●
●
るミ

ル

れミ
レ

●

は
な
つ
こ
ゝ
ろ

か一 

き二 

く三 

け四 

●
わ
か
ん 

わ
き
ハ 

か
ぎ
り
を

あ
き
ら
か
に
す
る
こ
ゝ
ろ

●
●
る三

れ四

●

わ
か
れ　

わ
か
る
ゝ
ハ

　

お
の
つ
か
ら
き
れ

●
●
るミ

ル

れミ
レ

●

　

は
な
る
る
こ
ゝ
ろ

ら一

り二

る三

れ四

●

わ
か
ら
ん　

わ
か
り
ハ　

お
の
づ
か
ら　

か
ぎ
り
の
あ
き
ら
か
に

二
十
九
丁
裏

　
　

な
る
こ
ゝ
ろ
、

　

日
地
の
わ
か
り
、
わ
か
れ
を
し
り
て
、
こ
れ
を
緯
星
天
、
経

　

星
天
に
及
ぼ
す
と
き
天
度
の
ひ
ろ
き
こ
と
、
し
ら

　

れ
て
か
ぎ
り
な
く
へ
だ
ゝ
り
ゆ
く
も
の
な
り

　

わ
が
田
ひ
と
の
田
の
わ
か
り
わ
か
れ
を
し
り
て
、
こ
れ
を

　

地
上
に
あ
ま
ね
く
お
よ
ほ
す
と
き
、
公
私
の
差
別

　

異
言
同
言
の
國
に
ま
て
及
ひ
て
か
ぎ
り
な
く
へ
だ

　

た
り
ゆ
く
も
の
な
り

三
十
丁
表

　

左
右
の
あ
し
を
わ
け
、
あ
ゆ
め
バ
、
あ
ゆ
む
に
し
た
が
ひ

　

わ
か
り
わ
か
れ
て
、
ふ
ミ
出
し
た
る
と
こ
ろ
と
ゆ
く
さ
き

　

と
其
地
い
た
く
へ
だ
た
り
ゆ
く
も
の
な
り

へ
だ
た
り
て
あ
は
ず

　

天
を
さ
し
て
あ
と
い
ふ
ハ
、
行
事
を
え
ざ
る
と
こ

　

ろ
な
り

　

田
畦
を
さ
し
て
あ
と
い
ふ
ハ
か
た
ミ
に
お
か
す
こ
と

　

を
え
ざ
る
と
こ
ろ
な
り

三
十
丁
裏

　

あ
し
の
う
ら
を
さ
し
て
あ
と
い
ふ
ハ
左
右
あ
れ
ど
も

　

へ
だ
て
あ
り
て
あ
は
ざ
る
も
の
な
り
は
な
れ
て
あ
る

　

も
の
に
な
ん
あ
る
あ
ゆ
む
と
き
ハ
よ
り
あ
へ
ど
、
あ
る
ひ

　

ハ
あ
ぐ
ミ
、
あ
る
ひ
ハ
、
ね
て
在
と
き
ハ
、
か
た
ゝ
が
ひ
に
も

　

地
を
は
な
れ
も
し
て
あ
る
も
の
な
り

あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り

　

経
星
緯
星
く
ミ
合
て
人
に
こ
よ
ミ
を
つ
く
ら
し
め

　

日
地
組
合
て
人
の
眼
光
を
お
こ
し
、
ま
た
く
ミ

三
十
一
丁
表

　

あ
ひ
て
地
球
上
の
火
を
お
こ
し
な
ど
、
ミ
な
あ
ふ
べ
き

　

す
ぢ
あ
る
な
り

　

異
言
の
く
に
の
人
も
訳ヲ

サ官
あ
る
と
き
ハ
こ
と
は
を
か
よ

　

は
す
、
こ
れ
も
又
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
る
な
り
、
人
の

　

田
わ
が
田
と
へ
だ
て
あ
れ
ど
ゆ
つ
ら
れ
て
得
る
こ
と
有
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か
ひ
と
り
て
得
る
こ
と
あ
り
、
お
ゝ
や
け
よ
り
た
ま
は
る

　

こ
と
あ
り
、
こ
れ
も
又
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
る
な
り

　

苗
代
の
あ
を
は
な
し
て
、
本
田
へ
う
ゝ
る
も
あ
ふ
べ
き

三
十
一
丁
裏

　

す
ぢ
あ
る
な
り

　

左
右
の
あ
し
の
う
ら
は
な
れ
て
あ
れ
ど
も
あ
ふ
べ
き

　

す
ぢ
あ
り
て
よ
り
あ
ひ
あ
ゆ
む
と
き
ハ
い
つ
く
ま
で
も

　

い
た
る
こ
れ
も
又
あ
ふ
へ
き
す
ぢ
あ
る
な
り

い
ま
わ
か
れ
て
あ
り
、
こ
の
故
に
あ
は
ず

　

あ
と
い
ふ
こ
ゑ
の
こ
ゝ
ろ
は
す
べ
て
此
こ
ゝ
ろ
を
む
ね

　

と
す

日
と
地
と
い
ま
わ
か
れ
て
あ
り
こ
の
故
に
あ
ハ
ざ
れ
と

三
十
二
丁
表

　

そ
の
か
ミ
第
二
の
神
代
よ
り
第
三
第
四
第
五
の
神
代

　

の
は
じ
め
ま
で
ハ
日
地
往
来
の
し
げ
か
り
り
け
り
第
五
の

　

神
代
に
い
た
り
、
き
れ
は
な
れ
て
あ
ひ
か
よ
は
す
、
あ
ひ

　

か
よ
は
す
し
て
、
日
球
よ
り
、
地
球
を
、
た
す
け
す
く
ひ

　

玉
ふ
事
に
定
ま
り
し
ハ
う
れ
し
く
め
で
た
き
か
む
は

　

か
り
に
て
、
あ
り
し
な
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
、
神
典
を
信
せ

　

さ
る
人
に
ハ
か
た
り
て
か
ひ
な
き
、
い
た
づ
ら
こ
と
な
り
、
こ
れ

　

を
信
ぜ
ざ
る
も
の
ハ
あ
と
い
ふ
聲
の
お
も
て
に
拘
泥

三
十
二
丁
裏

　

し
て
、
内
證
に
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
る
真
理
を
し
ら
ぬ

　

も
の
に
な
ん
あ
り
け
る
、
今
の
世
の
奇
怪
を
か
た
る
は

　

よ
し
な
け
れ
と
、
天
地
の
は
じ
め
の
神
異
を
語
る
ハ
我
が

　

天
皇
の
御
系
の
真
を
あ
ら
わハ

す
わ
ざ
に
し
て
我
國
に

　

生
る
ゝ
人
の
、
か
な
ら
す
し
り
て
あ
る
べ
き
こ
と
な
り
そ
の

　

神
異
に
ハ
、
一
々
そ
の
理
あ
る
こ
と
に
て
、
眼
前
の
天
地
に

　

徴
あ
り
、
今
ま
で
ハ
そ
の
神
理
の
開
け
ざ
り
し
に

　

よ
り
、
人
是
を
信
ぜ
ざ
り
し
な
り
、
わ
が
古
傳
通
解

三
十
三
丁
表

に
と
き
わ
く
る
を
見
て
、
わ
が
古
傳
の
神
異
、
眼
前
に

益
あ
る
事
を
さ
と
る
べ
し

田
と
田
と
あ
の
へ
だ
て
あ
る
に
よ
り
て
今
ハ
あ
ハ
さ
る
也

左
右
と
い
ふ
こ
と
あ
る
に
よ
り
て
、
あ
し
は
ひ
と
つ
に
な
ら

さ
る
な
り
、
ひ
と
つ
に
な
ら
ぬ
こ
と
そ
よ
け
れ
、
ひ
と
つ
に

な
り
た
ら
ん
に
、
身
を
一
尺
も
身
の
と
こ
ろ
へ
う
つ
し

が
た
か
り
、
あ
し
か
せ
を
か
く
る
ハ
、
わ
か
れ
て
あ
る
あ
し
を

ひ
と
つ
に
す
る
わ
ざ
に
な
ん

三
十
三
丁
裏

も
と
ひ
と
つ
な
り
こ
の
故
に
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り

　

人
死
に
て
の
ち
其
た
ま
し
ひ
高
天
原
に
の
ぼ
る
古
説

　

説
あ
り
、
万
葉
集
に
あ
ま
の
原
岩
戸
を
ひ
ら
き
か
む

　

あ
か
り
あ
が
り
い
ま
し
ぬ
、
と
あ
る
ハ
こ
れ
な
り
、
い
か
に
も

　

世
に
あ
る
と
き
善
事
を
な
し
た
る
人
ハ
し
か
あ
り
ぬ
べ

　

き
こ
と
わ
り
な
り
、
高
天
原
の
う
ら
む
か
ひ
に
よ
ミ
の

　

國
あ
り
あ
し
き
事
を
せ
し
人
ハ
よ
ミ
の
國
へ
ゆ
く
へ
き

　

こ
と
も
ま
た
あ
り
ぬ
へ
き
こ
と
わ
り
な
り
佛
家
に

三
十
四
丁
表

　

天
堂
奈
落
の
説
あ
る
ハ
、
釈
迦
が
ミ
だ
り
に
つ
く
り

　

設
け
た
る
も
の
に
ハ
あ
ら
ず
か
の
國
に
も
さ
る
古
傳
の
有

　

て
、
こ
れ
を
潤
色
し
た
る
も
の
に
な
ん
、
詩
経
に
文
王

　

の
ぼ
り
て
帝
の
左
右
に
あ
り
と
い
ふ
こ
と
あ
れ
ハ
、
唐
土

　

に
て
も
、
死
後
上
天
の
説
ハ
い
に
し
へ
よ
り
有
し
事
也



大國隆正著『音図神解』の翻刻と紹介（上西）513

　

天
主
教
に
も
ま
た
其
説
あ
る
よ
し
し
か
諸
方
に
て

　

い
ふ
を
お
も
へ
ハ
、
死
後
に
た
ま
し
ひ
の
ゆ
く
と
こ
ろ
必

　

定
り
あ
り
て
、
善
人
の
た
ま
し
ひ
ハ
日
球
中
に
い
り
て

三
十
四
丁
裏

　

天
神
に
ま
じ
は
り
、
悪
人
の
た
ま
し
ひ
ハ
黄
泉
の
國
の

　

き
た
な
き
と
こ
ろ
に
し
つ
ミ
て
く
る
し
む
も
の
と

　

お
も
ひ
定
め
て
あ
る
へ
き
な
り
、
神
ハ
人
の
見
さ
る

　

と
こ
ろ
を
見
玉
ふ
も
の
な
り
、
つ
つ
し
む
べ
し
〳
〵
、
唐
土
の

　

古
書
に
魂
ハ
天
に
帰
し
、
魄
ハ
地
に
帰
す
と
い
へ
る

　

こ
と
有
魂
の
天
に
帰
す
と
い
へ
る
は
あ
た
り
ま
へ
人
の

　

す
べ
き
忠
孝
貞
の
真
仁
義
の
實
を
つ
く
し
た
る
人

　

の
魂
は
高
天
原
に
の
ほ
る
を
い
ひ
、
魄
ハ
地
に
帰
す
と
い
へ
る
ハ

三
十
五
丁
表

　

人
欲
の
私
に
ひ
か
れ
て
あ
し
き
こ
と
を
し
た
る
人
の

　

た
ま
し
ひ
ハ
黄
泉
國
に
入
り
て
く
る
し
む
を
い
ふ
文
と

　

見
る
へ
き
な
り
こ
れ
ら
の
こ
と
に
付
て
は
く
わハ

し
き

　

考
あ
り
、
大
き
な
る
論
あ
り
、
別
に
死
後
安
心
録
と
い
ふ

　

ふ
ミ
を
か
き
て
こ
れ
を
い
へ
れ
ハ
、
其
書
に
つ
き
て

　

さ
と
る
べ
し
い
ま
わ
か
れ
て
あ
り
、
こ
の
故
に
あ
ハ
す
と
い
ふ

　

ハ
あ
字
の
お
も
て
に
て
も
と
ひ
と
つ
な
り
こ
の
ゆ
へ
に

　

あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り
と
い
ふ
ハ
あ
字
の
う
ち
う
ら

三
十
五
丁
裏

　

な
り
肉
身
ハ
、
其
お
も
て
に
て
ゆ
く
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
ら

　

ず
本
心
ハ
其
本
に
帰
す
べ
き
理
あ
り
て
そ
の
本
に

　

か
へ
る
も
の
な
り

　

あ
ぜ
の
つ
ち
も
田
の
つ
ち
も
、
も
と
ひ
と
つ
な
り
あ
ぜ
を

　

く
づ
せ
バ
、
ひ
と
つ
に
な
る
、
ひ
と
つ
に
な
り
て
大
地
に
つ
く

　

大
地
ハ
、
も
と
な
り
さ
れ
バ
人
ハ
わ
が
も
の
と
お
も
ふ
執
心

　

を
あ
さ
く
し
て
本
に
よ
る
べ
き
も
の
に
な
ん
、
父
は
も
と

　

な
り
君
ハ
本
な
り
、
夫
ハ
本
な
り
、
こ
の
順
の
と
り
か
た

三
十
六
丁
表

　

あ
し
き
と
き
ハ
、
我
が
私
欲
に
ひ
き
つ
け
て
此
境
界
を

　

ミ
だ
る
事
あ
る
べ
し
、
と
り
か
た
よ
け
れ
バ
忠
孝
貞
の

　

ま
こ
と
に
い
た
る
、
偏
中
と
正
中
と
差
別
有
ハ
是
也

　

本
に
ハ
本
の
あ
る
も
の
に
て
、
本
を
お
ゐひ

て
本
に
つ
く
と
き

　

あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り
本
の
又
本
に
あ
ふ
を
神
道
の

き
ハ
ミ
と
す

左
右
の
あ
し
も
と
ひ
と
つ
な
り
、
こ
れ
も
あ
し
く
こ
ゝ
ろ

う
る
と
き
ハ
あ
し
か
せ
を
か
け
て
、
あ
る
か
れ
ぬ
た
ぐ
ひ
と

三
十
六
丁
裏

成
べ
し
よ
く
こ
ゝ
ろ
う
る
と
き
は
左
右
は
左
右
な
が
ら

に
お
も
ひ
あ
ひ
て
よ
く
そ
の
本
に
よ
る
こ
と
を
し
り

其
身
に
し
た
が
ひ
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
に
し
た
が
ひ
て
、
ほ
ど

よ
く
あ
ゆ
む
と
き
い
つ
か
た
へ
も
ゆ
く
も
の
な
り
、
こ
れ

を
、
も
と
ひ
と
つ
な
り
こ
の
故
に
あ
ふ
べ
き
す
ぢ

あ
り
と
い
ふ
こ
と
は
の
ま
こ
と
と
さ
と
る
べ
し

　

こ
れ
ま
で
ハ
こ
と
ば
を
あ
ハ
せ
て
と
け
る
な
り
、
こ
れ

　

よ
り
ハ
ひ
と
つ
〳
〵
に
わ
け
て
と
く
べ
し

三
十
七
丁
表

○
ひ
と
つ
も
の
ふ
た
つ
に
わ
か
り

　
　

人
と
い
へ
バ
ひ
と
つ
も
の
な
り
男
女
と
い
へ
バ
ふ
た
つ
に

　
　

わ
か
り
て
あ
り

わ
か
り
わ
か
れ
て
へ
だ
た
り
ゆ
く

　

い
ざ
な
ぎ
の
ミ
こ
と
、
い
ざ
な
ミ
の
ミ
こ
と
、
み
と
の
ま
く
ハ
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ひ
し
た
ま
ひ
て
國
土
を
う
ミ
た
ま
へ
る
と
き
國
土
に

　

男
女
の
た
ね
を
う
ミ
つ
け
置
た
ま
へ
る
が
、
の
ち
に
、
わ
き

　

い
つ
る
時
に
あ
た
り
、
日
こ
と
に
千
五
百
う
ぶ
や
を
た
て

三
十
七
丁
裏

　

た
ま
へ
る
ハ
わ
か
り
わ
か
れ
て
へ
だ
ゝ
り
ゆ
く
は
じ
め
な
り

い
ざ
な
ミ
の
ミ
こ
と
の
千
人
く
び
り
こ
ろ
し
た
ま
へ
る
は

消
長
の
理
に
て
、
こ
な
た
を
か
き
て
か
な
た
に
ふ
や
し

玉
ふ
べ
き
か
む
は
か
り
に
な
ん
あ
り
け
る

へ
だ
た
り
て
あ
わハ

す
、

　

兄
弟
の
あ
ひ
と
つ
ぐ
べ
か
ら
ぬ
お
の
づ
か
ら
の
神
の
ミ
さ
だ

　

め
ハ
、
男
女
へ
だ
て
あ
る
真
典実

な
り
ま
こ
と
に
、
た
ふ
と
き

　

こ
と
に
な
ん

三
十
八
丁
表

あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り
、

　

な
か
だ
ち
あ
り
て
夫
婦
と
な
す

い
ま
わ
か
れ
て
あ
り
、
こ
の
故
に
あ
は
ず

　

よ
そ
の
む
す
こ
と
、
よ
そ
の
む
す
め
と
わ
か
れ
て
あ
り

　

こ
の
故
に
あ
は
さ
る
な
り

も
と
ひ
と
つ
な
り
こ
の
故
に
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り

　

異
類
と
あ
ひ
と
つ
が
ぬ
神
の
ミ
さ
だ
め
も
又
た
ふ
と
し

兄
弟
ハ
ち
か
く
し
て
あ
ひ
と
つ
ぐ
べ
か
ら
ぬ
も
の
な
り

三
十
八
丁
裏

異
類
ハ
上
を
ゝ
く
し
て
あ
ひ
と
つ
ぐ
べ
か
ら
ぬ
も
の
な
り

そ
の
中
央
に
他
人
の
男ム

ス
コ

と
他
人
の
女ム

ス
メ

と
あ
ふ
べ
き
す
ぢ

あ
り
、
い
ま
へ
だ
た
り
て
あ
れ
ど
異
類
に
あ
ら
ず
、
ひ

ひ
と
つ
も
の
な
り
、
穢
多
の
た
ぐ
ひ
に
と
つ
が
ざ
る
ハ
異

類
に
ち
か
き
を
き
ら
ふ
も
の
な
り
、
を
ぢ
お
ば
、
お
ひ
、
め
ひ
、

に
と
つ
が
ざ
る
は
、
兄
弟
に
ち
か
き
を
き
ら
ふ
も
の
な
り

お
の
づ
か
ら
、
神
の
さ
た
め
た
ま
へ
る

境
界
な
り

三
十
九
丁
表

○
ひ
と
つ
も
の
ふ
た
つ
に
わ
か
り

　

母
そ
の
子
を
は
ら
む
と
き
ひ
と
つ
も
の
な
り
、
う
む
と
き

　

ふ
た
つ
に
わ
か
る
な
り

わ
か
り
わ
か
れ
て
へ
だ
た
り
ゆ
く

　

生
れ
い
で
た
る
と
き
あ
る
は
だ
か
な
り
、
知
慮
わ
か

　

ら
す
母
の
ね
を
わ
か
れ
ず
月
を
へ
年
を
ふ
る
に

　

し
た
が
ひ
事
の
す
ぢ
も
、
わ
か
り
、
母
の
手
を
も
、
わ
か
れ

　

へ
だ
た
り
ゆ
く

三
十
九
丁
裏

へ
だ
た
あ
り
て
あ
は
ず

　

初
生
の
時
に
あ
は
ず

あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り

　

初
生
の
時
の
こ
と
を
お
も
ひ
や
れ
バ
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
有

　

初
生
の
と
き
、
わ
が
も
の
と
て
ハ
、
あ
る
こ
と
な
し
こ
と

　

〴
〵
く
它ア

と
見
る
も
の
ば
か
り
な
り
父
う
ぶ
ぎ
を

　

き
せ
母
乳
を
の
ま
し
め
、
そ
の
い
へ
に
す
ま
し
め
て

　

そ
だ
て
た
ま
ふ
ま
に
〳
〵
它ア

と
ミ
し
も
の
わ
が
も
の

四
十
丁
表

　

に
し
て
そ
だ
ち
た
る
な
り
、
お
と
な
に
な
り
て
、
ゆ
づ

　

ら
れ
て
え
た
る
家
督
も
、
死
ぬ
る
時
は
こ
の
よ
に

　

の
こ
し
て
、
它ア

と
見
な
し
て
ゆ
く
よ
り
外
ハ
せ
ん
か
た

　

な
き
も
の
に
な
ん

い
ま
わ
か
れ
て
あ
り
こ
の
故
に
あ
は
す
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初
生
の
と
き
を
お
も
は
ぬ
な
り

も
と
ひ
と
つ
な
り
こ
の
故
に
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り
、

　

初
生
の
と
き
を
お
も
へ
ハ
も
と
一
身
よ
り
身
ハ
な
か
り

四
十
丁
裏

し
も
の
な
り
、
此
こ
と
を
お
も
ひ
出
し
お
も
ひ
や
り

て
、
父
母
の
大
恩
を
お
も
ふ
べ
き
こ
と
な
り
、
た
が
身
も

ミ
な
し
か
り
、
あ
る
は
だ
か
に
て
う
ま
れ
、
あ
る
は
だ
か
に
て

ゆ
く
こ
と
を
さ
と
り
、
よ
に
あ
る
あ
ひ
だ
欲
を
う
す
く

し
、
道
を
よ
く
し
、
忠
孝
貞
の
真
を
う
し
な

ハ
ず
仁
義
を
つ
と
め
て
、
わ
が
國
勢
を
つ
よ
く

す
べ
し
、
一
人
不
義
を
行
ふ
も
の
あ
る
も
國
の
、
よ
わ
ミ

な
り
國
忠
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
深
き
も
の
ハ
身
を
慎
ミ
て
不
義
を

四
十
一
丁
表

　

行
ふ
べ
か
ら
す

○
ひ
と
つ
も
の
ふ
た
つ
に
わ
か
り
、

　
　

親
と
い
へ
ハ
ひ
と
つ
も
の
也
、
父
母
と
い
へ
バ
二
つ
に
わ
か
る
な
り

わ
か
り
わ
か
れ
て
へ
た
た
り
ゆ
く
、

　

父
母
と
も
に
う
や
ま
ふ
べ
く
し
た
が
ふ
へ
き
も
の
な
れ
ど

　

父
ハ
こ
と
に
た
ふ
と
し
、
そ
ハ
、
そ
の
母
も
わ
れ
と
ひ
と
し
く

　

た
ふ
と
ミ
た
ま
ふ
も
の
な
れ
ハ
な
り
こ
れ
ハ
、
わ
か
り
と

　

い
ふ
こ
と
ば
に
あ
た
る
、
又
父
の
う
か
ら
あ
り
母
の
う
か
ら

四
十
一
丁
裏

　

あ
り
、
こ
れ
ハ
わ
か
れ
て
に
あ
た
る

へ
だ
た
り
て
あ
ハ
ず

　

父
の
心
と
母
の
こ
ゝ
ろ
と
ひ
と
し
か
ら
ざ
る
と
き
そ
の

　

子
は
何
れ
に
か
し
た
が
は
ん
と
す
る
、
父
の
心
に
し
た
か
ふ
ハ
つ
ね

　

な
り
、
父
の
こ
ゝ
ろ
あ
し
く
、
母
の
こ
ゝ
ろ
よ
き
た
ぐ
ひ
ハ
母

　

に
し
た
が
ひ
て
父
を
い
さ
む
べ
き
も
の
な
り
、
そ
の
と
き
、
わ

　

が
ミ
を
あ
と
し
て
わ
た
く
し
な
く
、
よ
く
父
母
の
心

　

を
く
ミ
わ
け
て
、
道
に
し
た
が
ふ
時
ハ
、
か
た
く
な
ゝ
る

四
十
二
丁
表

　

父
母
に
て
も
そ
の
子
の
孝
心
に
感
ぜ
ざ
る
こ
と
ハ
あ
ら

　

さ
る
べ
し
、

あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り

　

夫
婦
の
愛
情
、
親
子
の
真
情
ハ
、
か
ミ
の
さ
だ
め
た
ま

　

へ
る
も
の
に
し
て
、
下
よ
り
ま
こ
と
を
つ
く
す
と
き
上
に

た
つ
父
母
夫
、
其
孝
貞
に
感
ぜ
ざ
る
事
ハ
あ
ら
ぬ

　

わ
け
な
り

い
ま
わ
か
れ
て
あ
り
、
こ
の
故
に
あ
は
ず

四
十
二
丁
裏

　

親
子
兄
弟
親
族
か
た
ミ
に
不
和
な
る
と
き
あ
る
も
の

　

な
り
、
こ
れ
は
它
と
見
る
こ
ゝ
ろ
の
す
ゝ
ミ
に
て
我
身
を

　

あ
が
身
と
し
た
が
ひ
て
考
ふ
れ
ハ
不
和
な
る
べ
き

　

も
の
に
ハ
あ
ら
す
も
と
一
輪
の
も
の
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
な
り

も
と
ひ
と
つ
な
り
、
こ
の
故
に
あ
ふ
べ
き
す
ち
あ
り

　

い
か
程
不
和
な
る
兄
弟
に
て
も
人
に
う
た
る
ゝ
を

　

見
て
を
る
兄
も
弟
も
あ
ら
ぬ
も
の
な
り
我
慢
を

四
十
三
丁
表

　

だ
に
ミ
づ
か
ら
く
じ
け
バ
父
母
兄
弟
親
族
一
和
す
べ
き

　

も
の
に
な
ん
、
上
巻
に
あ
ら
は
し
た
る
わ
がの

図
、
又

　

お
の
が
身
を
あ
と
い
へ
る
こ
と
の
こ
ゝ
ろ
を
と
け
る

　

こ
と
バ
を
合
せ
見
て
、
こ
の
聲
に
こ
の
理
あ
る

　

こ
と
を
し
る
べ
き
な
り
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○
ひ
と
つ
も
の
ふ
た
つ
に
わ
か
れ

　

地
球
上
に
萬
國
あ
り
ひ
と
つ
も
の
な
れ
ど
同
言

　

異
言
と
ふ
た
つ
に
わ
か
れ
て
あ
る
な
り

四
十
三
丁
裏

わ
か
り
わ
か
れ
て
へ
だ
た
り
ゆ
く
、

　

わ
が
日
本
國
ハ
天
下
を
家
に
す
る
國
な
り
唐
土

　

は
、
天
下
を
官
に
す
る
く
に
な
り
、
か
く
の
ご
と
く

　

そ
の
大
本
わ
か
り
て
あ
る
な
り
、
そ
の
外
、
ア
ジ
ヤ
、
エ
フ
ロ
ツ

　

パ
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
、
新
和
蘭
、
わ
か
り
わ
か
れ
て
そ
の

　

おを

し
へ
、
そ
の
國
俗
、
そ
の
食
物
、
そ
の
翫
物
同

　

じ
か
ら
す

へ
だ
た
り
て
あ
は
す

四
十
四
丁
表

　

そ
の
く
に
〳
〵
に
そ
の
く
に
〳
〵
の
こ
と
ば
あ
り

あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り
、

　

訳ツ
ウ
ジ官
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
あ
は
す
る
な
り

い
ま
わ
か
れ
て
あ
り
こ
の
故
に
あ
は
ず

　

今
わ
か
れ
て
あ
る
ハ
、
人
間
世
界
の
お
も
て
な
り
、

　

こ
の
境
界
ハ
ミ
だ
る
べ
か
ら
ぬ
も
の
に
な
ん

も
と
ひ
と
つ
な
り
こ
の
ゆ
へ
に
あ
ふ
べ
き
す
ぢ
あ
り

　

こ
れ
に
ハ
く
さ
〴
〵
の
こ
ゝ
ろ
え
あ
る
べ
し
、
西
洋
學

四
十
四
丁
裏

を
す
る
も
の
ゝ
、
こ
ゝ
ろ
に
な
り
て
い
ば
サ
ロ
モ
ン
通
商

の
ミ
ち
を
お
こ
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
彼
此
こ
れ
に

よ
り
て
利
を
う
る
こ
と
お
ほ
く
、
今
ハ
四
海
一
家
の

如
く
な
り
て
あ
る
を
、
わ
が
日
本
國
の
ミ
通
商

せ
ざ
る
ハ
天
意
に
も
ど
る
も
の
な
り
と
お
も
ふ
な
る

べ
し
、
こ
れ
ハ
こ
の
も
と
ひ
と
つ
な
り
此
故
に
あ
ふ
べ
き
筋
有

と
い
ふ
理
を
あ
ら
く
見
た
る
説
な
り
、
又
わ
が

日
本
國
は
む
か
し
よ
り
海
外
に
孤
絶
し
て
外
邦
と

四
十
五
丁
表

交
ハ
ら
ぬ
く
に
な
り
い
づ
く
ま
で
も
う
ち
は
ら
ひ
て

異
船
を
わ
が
海
岸
に
つ
な
が
し
む
べ
か
ら
ず
と
い
ふ

も
の
あ
り
、
こ
れ
ハ
い
ま
わ
か
れ
て
あ
り
、
こ
の
故
に
あ
ハ
す

と
い
ふ
理
を
と
ら
へ
て
、
そ
れ
を
い
ひ
は
る
も
の
也

隆
正
そ
の
中
に
居
て
こ
れ
を
か
む
か
ふ
る
に
こ
の
二
説

ふ
た
つ
な
が
ら
か
た
よ
り
て
あ
り
ぬ
べ
し
、
も
と
ひ
と
つ

な
り
と
い
ふ
事
の
こ
ゝ
ろ
を
と
き
得
て
所
置
を
、
な
す

へ
き
な
り
、
あ
ら
く
と
く
と
き
ハ
、
か
の
西
洋
學
者

四
十
五
丁
裏

の
見
識
に
お
ち
い
る
べ
し
、
こ
れ
を
よ
く
と
く
時
ハ

万
代
不
易
の
法
と
な
る
べ
し
そ
は
わ
が
馭
戎
問
答

に
し
る
し
お
け
る
大
帝
爵
の
一
議
な
り
、
わ
が
神
代

の
古
傳
ハ
、
宇
宙
に
わ
た
る
大
経
に
て
、
万
國
是
に

よ
る
べ
き
宝
典
な
り
そ
の
旨
を
と
き
あ
か
す
と
き

ハ
天
地
の
は
じ
め
よ
り
わ
が　

天
皇
を
世
界
の
総
王

と
た
て
た
ま
へ
る
神
議
い
ち
じ
る
き
も
の
な
れ
バ
異

言
の
人
も
ミ
な
こ
れ
に
よ
る
べ
き
こ
と
ぞ
か
し

四
十
六
丁
表

も
と
ひ
と
つ
な
り
と
い
ふ
ハ
、
こ
の
旨
に
し
て
、
万
國
も
と
ひ
と

つ
地
上
な
り
、
こ
れ
を
と
り
す
む
る
総
王
な
く
て
か
な
ハ
ぬ

こ
と
な
り
、
い
ま
万
國
を
ミ
わ
た
す
に
、
神
代
よ
り
統
を

つ
た
へ
て
た
が
ハ
ぬ
國
王
、
外
國
に
ハ
あ
ら
ぬ
な
り
、
さ
ら
ハ
帝
爵

の
國
の
う
ち
よ
り
、
我
國
を
ぬ
き
い
だ
し
て
大
帝
爵
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の
國
と
し
べ
き
こ
と
穏
當
の
論
と
い
ふ
べ
し
、
つ
ひ
に
ハ

わ
が
私
議
の
、
公
議
と
な
る
と
き
あ
り
ぬ
へ
き
な
ん

　

あ
字
の
こ
ゝ
ろ
に
ひ
き
つ
け
て
い
へ
バ
大
か
た
ひ
き
つ
け

四
十
六
丁
裏

ら
れ
ぬ
こ
と
は
あ
ら
ぬ
も
の
な
り
、
さ
の
ミ
ハ
、
と
て
筆
を

さ
し
置
な
り
い
と
ま
の
ひ
ま
あ
ら
ん
と
き
、
こ
の
神
解

の
外
に
あ
字
の
義
を
こ
ま
や
か
に
か
き
し
る
し
て

よ
の
人
に
し
め
さ
ん
と
す
、
こ
ゝ
ろ
ざ
し
深
き
人
こ
の

二
巻
を
見
た
ら
ん
に
ハ
、
わ
が
い
は
ぬ
義
理
を
も

さ
と
る
べ
き
こ
と
な
り
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丁
末
に
「
幡
本
文
庫
」
方
形
印
）

跋
一
丁
表

音
図
神
解
一
ノ
下
令
門

人
開
正
當
書
冩
一
校

之安
政
二
年
七
月　

野
之
口
隆
正
（
氏
名
中
央
に
方
形
印
「
た
か
ま
さ
」）

跋
一
丁
裏

　

音
図
神
解
巻
之
一
上下

二
巻

　

受
野
之
口
隆
正
先
生
奉
納
文
庫

　

安
政
二
年
丁　
　

卯

十
月

　
　
　
　
　

文
預　
　
　
　

羽
田
埜
敬
雄
（
花
押
）

参
河
國
羽
田
八
幡
宮
文
庫
（
方
形
印
）




